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明治期における感情移入美学の受容と展開

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
世
紀
転
換
期
の
ド
イ
ツ
で

唱
え
ら
れ
た
感
情
移
入
美
学
の
明
治
期
に
お
け
る
受
容
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

　

感
情
移
入
（Einfühlung

）
と
い
う
概
念
を
最
も
幅
広
く
、
か
つ
体
系
的
に

唱
え
た
の
が
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
（T

heodor Lipps 1851

─1914
）
と
フ

ォ
ル
ケ
ル
ト
（Johannes V

olkelt 1848

─1930

）
で
あ
る
。
広
義
の
感
情
移
入

と
は
、
客
体
と
し
て
の
人
物
や
自
然
な
ど
の
中
に
、
主
体
の
感
情
を
移
し
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
が
客
体
の
中
に
自
ら
の
感
情
を
感
じ
と
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

感
情
移
入
美
学
を
確
立
し
た
リ
ッ
プ
ス
は
、
狭
義
の
感
情
移
入
の
概
念
を
幾

つ
か
提
出
し
て
い
る
が
、
中
で
も
「
美
的
感
情
移
入
」
こ
そ
が
完
全
な
る
感
情

移
入
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
美
的
感
情
移
入
」
は
象
徴
と
い

う
こ
と
と
深
く
関
わ
る
（
1
）。「

美
的
感
情
移
入
」
は
、
認
識
な
ど
と
比
較
す
る
と
、

よ
り
人
間
の
本
源
的
な
意
識
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
と
リ
ッ
プ
ス
は
考
え
、
認

識
や
判
断
と
い
っ
た
知
的
な
作
用
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
主
客
の
融

合
が
果
た
さ
れ
る
と
定
義
し
た
。

　

リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
感
情
移
入
美
学
を
援
用
し
て
、
日
本
の
詩
歌

に
お
け
る
「
気
分
象
徴
」
に
つ
い
て
論
じ
た
岡
崎
義
惠
も
、「
智
的
象
徴
」
と

「
情
的
象
徴
」
を
分
け
、「
情
的
象
徴
」
は
、「
具
象
性
に
富
み
感
覚
、
感
情
等

の
作
用
を
主
体
と
す
る
」
こ
と
、「
形
象
と
内
容
と
の
融
合
は
有
機
的
で
、
全

体
が
完
全
に
合
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
象
徴
は
「
全
部
の
直
感
的
融

合
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
2
）。「

感
情
」
の
重
視
、「
直
感
的
」
な
主
客
の
融
合
は
、

感
情
移
入
美
学
の
受
容
を
考
え
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。〈
感
情

を
移
し
入
れ
る
〉
と
い
っ
て
も
、
主
体
が
意
識
的
に
行
う
の
で
は
な
い
。
知
的

判
断
は
二
次
的
な
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
、「
有
機
的
」
か
つ
「
完
全
な
合
一
」

が
「
直
感
的
」、
つ
ま
り
一
次
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
感

〈
共
同
研
究
報
告
〉

明
治
期
に
お
け
る
感
情
移
入
美
学
の
受
容
と
展
開

─「
新
自
然
主
義
」
か
ら
象
徴
主
義
ま
で
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わ
が
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
な
象
徴
主
義
受
容
の
水
脈
を
辿
る
こ
と
に
も
な
る

で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
感
情
移
入
の
中
に
あ
る
主
客
融
合
と
い
う
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

い
か
に
し
て
〈
近
代
〉
を
乗
り
越
え
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
解
答
を
考

え
る
際
の
大
き
な
理
論
的
支
柱
と
し
て
働
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
世
紀
転
換
期
の

「
モ
デ
ル
ネ
」
と
い
う
概
念
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
動
き

に
つ
い
て
も
論
じ
て
み
た
い
。

一
、〈
気
分
象
徴
〉〈
情
調
感
情
移
入
〉
と
「
新
自
然
主
義
」

　

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
、
森
鴎
外
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
（Eduard von 

H
artm

ann 1842

─1906

）
の
『
美
学
・
系
統
第
二
部
・
美
の
哲
学
』（
一
八
八
七
）

の
第
一
巻
「
美
の
概
念
」
を
『
審
美
論
』（『
柵
し
が
ら
み

草
紙
』
一
〇
〜
一
一
月
、
明
治

二
六
年
〔
一
八
九
三
〕
一
、
二
、
六
月
）
と
し
て
訳
出
し
た
。
こ
こ
に
は
「
同
応

仮
情
」
と
い
う
概
念
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
主
と
客
の
間
に
、
情
の
種
類

の
一
致
あ
り
。
主
は
お
の
が
情
況
を
客
中
に
移
し
て
、
お
の
が
覚
ゆ
る
所
を
、

客
の
情
況
の
直
に
映
じ
来
た
る
も
の
と
お
も
へ
り
」
と
説
か
れ
、「
美
仮
情
」

と
同
様
の
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
（
5
）。

鴎
外
の
訳
し
た
部
分
は
、
ハ
ル
ト

マ
ン
の
『
美
学
』
の
中
で
も
第
一
巻
「
美
の
概
念
」
の
み
の
訳
出
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
鴎
外
の
関
心
の
所
在
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
鴎
外
は
、
続

い
て
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
か
ら
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
『
美
学
上
の
時

事
問
題
』（
一
八
九
五
）
を
『
審
美
新
説
』（『
め
さ
ま
し
草
』
〜
明
治
三
二
年
〔
一

八
九
九
〕
九
月
）
と
し
て
翻
訳
す
る
。
こ
こ
に
は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
以
後

情
移
入
美
学
は
、
一
貫
し
て
主
客
の
別
を
前
提
と
し
て
い
る
同
情

（Sym
pathy

）
と
は
決
定
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
を
お
さ
え

た
う
え
で
、
感
情
移
入
美
学
が
、
い
か
に
明
治
期
の
文
学
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
か
を
辿
っ
て
い
き
た
い
。

　

感
情
移
入
美
学
の
受
容
を
辿
る
上
で
興
味
深
い
の
は
、
象
徴
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
こ
の
美
学
が
、
わ
が
国
で
は
、
自
然
主
義
文
学
の
中
に
大
き
な
拡
が
り

を
み
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
場
ド
イ
ツ
で
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル

ケ
ル
ト
の
理
論
を
学
ん
で
帰
朝
し
た
島
村
抱
月
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
然
主
義
文

学
を
乗
り
越
え
る
べ
き
「
新
自
然
主
義
」
を
目
指
す
た
め
の
方
法
論
の
中
に
積

極
的
に
感
情
移
入
美
学
を
と
り
い
れ
た
。
以
後
、
早
稲
田
派
の
間
に
「
新
自
然

主
義
」
を
巡
る
議
論
が
拡
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
各
々
の
足
並
み
が

揃
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
微
妙
な
ず
れ
を
内
包
し
な
が
ら
議
論
が
展
開
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
相
馬
庸
郎
は
、
こ
の
足
並
み
の
ず
れ
の
中
に

「
ひ
と
つ
の
共
通
項
と
し
て
締
め
く
く
り
う
る
属
性
」
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

そ
の
「
属
性
」
こ
そ
、「
自
然
主
義
と
象
徴
主
義
の
結
び
つ
き
」
に
他
な
ら
な

い
（
3
）。
ま
た
、
す
で
に
相
馬
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
新
自
然
主
義
」

の
源
泉
に
は
、
森
鴎
外
に
よ
る
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
翻
訳
本
『
審
美
新
説
』（『
め

さ
ま
し
草
』
明
治
三
一
年
〔
一
八
九
八
〕
〜
明
治
三
二
年
〔
一
八
九
九
〕
九
月
）
が

存
在
す
る
。「『
新
自
然
主
義
』
の
理
念
と
知
識
を
最
初
に
主
導
（
4
）」
し
た
『
審
美

新
説
』
の
影
響
も
追
い
な
が
ら
、
感
情
移
入
美
学
を
接
点
と
す
る
「
新
自
然
主

義
」
と
象
徴
主
義
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
感
情
移
入
美
学
の
受
容

を
視
点
に
据
え
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
象
徴
主
義
と
は
異
な
る
、



145

明治期における感情移入美学の受容と展開

心
の
あ
り
か
を
確
認
し
て
お
く
と
と
も
に
、
感
情
移
入
美
学
の
受
容
前
史
と
も

い
え
る
流
れ
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
感
情
移
入
美
学
の
紹
介
は
、
島
村
抱
月
の
帰
朝

を
ま
つ
こ
と
に
な
る
。
抱
月
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
年
、
世
紀
転
換

期
の
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
抱
月
は
イ
ギ
リ
ス
を
経
て
、
明
治
三
七
年
（
一
九

〇
四
）
年
に
ド
イ
ツ
に
到
着
す
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
（
正
式
名

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
）
で
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
（H

. W
ölffl

in 

1864

─1945

）
や
デ
ソ
ア
ル
（M

. D
essoir 1867

─1947

）
ら
の
美
学
の
授
業
を
聴

講
し
て
い
る
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
助
教
授
と
し
て
着
任

し
て
ま
も
な
く
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
デ
ソ
ア
ル
の
講
義
は
、
リ
ッ
プ
ス
、

フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
、
そ
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
（A

lfred M
arshall 1842

─1924

）
と
い

う
ま
さ
に
時
代
の
最
先
端
の
理
論
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
9
）。
抱
月
は
、

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
帰
朝
後
、
早
稲
田
大
学
文
学
科
で
、
美
学
及
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
芸
史
な
ど
を
教
え
る
が
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
年
に

は
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
よ
り
『
文
学
科
講
義
録
』
が
出
版
さ
れ
、
そ
こ
に
抱

月
の
講
義
が
「
サ
ン
タ
ヤ
ー
ナ　

マ
ー
シ
ヤ
ル　

リ
ツ
プ
ス　

美
学
綱
要
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
リ
ッ
プ
ス
に
つ
い
て
は
、「
移
感
（Einfühlung

）
と

い
ふ
こ
と
に
美
の
根
底
を
求
め
た
。
名
高
い
氏
の
移
感
説
は
こ
れ
で
あ
る
」
と

し
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
美
学
に
の
み
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
と
い
え
る
（
10
）。

　

同
年
三
月
に
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
か
ら
明
治
四
三
（
一
九

一
〇
）
一
〇
月
ま
で
、
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
ド
イ
ツ
で
は
リ
ッ

の
文
壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
後
自
然
主
義
」
に
つ
い
て
の
定
義
が
あ

る
と
と
も
に
、
感
情
移
入
に
近
い
考
え
が
既
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
の
概
念
を

受
容
し
な
が
ら
自
身
の
美
学
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
述
す
る
の
は
、

『
美
学
体
系
』（
一
九
〇
五
〜
一
九
一
四　

全
三
巻
）
を
ま
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
鴎
外
の
訳
し
た
『
審
美
新
説
』
に
は
、「
芸
術
上
観
相
」（A

nschauung

）

と
い
う
用
語
が
表
れ
、「
審
美
観
に
重
き
価
値
を
与
ふ
る
も
の
」
と
し
て
「
融

合V
erschm

elzung

」
と
い
う
概
念
が
記
さ
れ
て
い
る
（
6
）。
さ
ら
に
、
翌
明
治

三
二
年
（
一
八
九
九
）
年
六
月
、
鴎
外
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
『
審
美
綱
領
』（
春
陽

堂
）
を
大
村
西
崖
と
の
共
編
と
し
て
出
版
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
我
の
同
情
を

以
て
直
ち
に
彼
の
情
と
な
す
」「
同
応Sym

pathy
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
「
同
応
」
と
い
う
概
念
が
、「Sym

pathy

」
の
訳
語
と
さ
れ
な
が
ら
も

な
お
、
普
通
一
般
の
「
同
情
」
と
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、「
実
我
を
脱
離
」
し
た
「
仮
情
あ
る
仮
我
」

が
「
美
な
る
現
象
中
に
投
入
せ
ら
る
ゝ
こ
と
」
に
つ
い
て
の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ハ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
同
応
情
に
於
い
て
」
こ
そ
、
最
も
容
易
に

主
体
（
ハ
ル
ト
マ
ン
の
場
合
は
「
仮
我
」）
の
客
体
へ
の
「
投
入
」
が
行
わ
れ
る

と
さ
れ
る
（
7
）。

さ
ら
に
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、「
美
を
受
容
す
る
時
に
当
り
て
、
よ
く

我
を
仮
象
中
に
投
入
す
る
所
以
の
も
の
は
、
仮
象
の
現
ず
る
と
こ
ろ
の
理
想
に

依
り
て
、
能
変
の
唯
一
の
本
源
た
る
自
性
と
合
一
す
る
に
外
な
ら
ず
」
と
述
べ

て
い
る
（
8
）。

後
に
触
れ
る
よ
う
に
、「
仮
実
」
を
区
別
す
る
ハ
ル
ト
マ
ン
理
論
は
、

感
情
移
入
美
学
を
学
ん
だ
島
村
抱
月
が
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
鴎
外
の
関



146

情
移
入
美
学
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
に
お
け
る
感
情
移

入
理
論
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
と
共
に
、
抱
月

が
言
及
し
て
い
る
第
一
巻
に
他
な
ら
ぬ
「
美
的
感
情
移
入
」
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
こ
の
著
書
で
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
は
、
人

間
に
対
す
る
感
情
移
入
と
、
人
間
以
外
に
対
す
る
感
情
移
入
と
を
区
別
し
、
後

者
を
「
象
徴
的
感
情
移
入
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、「
象
徴
的
感
情
移
入
」

こ
そ
が
美
学
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
抱
月
は
こ

の
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
主
張
を
受
け
、「
象
徴
的
感
情
移
入
」
を
重
要
視
す
る
。

さ
ら
に
抱
月
は
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
分
類
し
た
美
学
的
な
「
表
象
」
の
三
分
類

を
示
し
、
中
で
も
「
情
趣
的
標
象
（
ス
チ
ン
ム
ン
グ
ス
、
ジ
ン
ボ
リ
ー
ク（15
））」

（Stim
m

ungs sym
bolik

）
を
重
く
み
る
。

　
「Stim

m
ung

」
は
「
情
調
」「
気
分
」「
情
緒
」
と
も
訳
さ
れ
、
い
う
ま
で

も
な
く
明
治
末
年
の
わ
が
国
の
文
壇
に
お
け
る
重
要
概
念
の
一
つ
と
な
っ
て
い

く
。
抱
月
は
、「
情
趣
的
標
象
」
を
説
明
し
、「
全
く
無
想
、
た
ゞ
一
の
名
状
し

が
た
き
情
趣
の
縦
横
に
浮
動
す
る
を
覚
ゆ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
感
情
を
生
命
と
」
す
る
「
情
趣
主
義
」
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
「
精
力
非
凡

な
る
智
識
の
為
め
に
囚
は
れ
」
て
い
る
自
然
主
義
文
芸
に
対
す
る
反
動
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
抱
月
は
、
自
然
主
義
が
「
更
に
一
た
び
其
の
自
然
に
還
り
て
、

飾
ら
ず
、
矯
め
ざ
る
自
然
の
感
情
の
源
を
穿
つ
に
至
ら
ば
、
是
れ
も
ま
た
情
海

の
旅
程
に
帆
を
幷
ぶ
る
一
同
行
た
ら
ん
」
と
い
う
表
現
で
、
来
る
べ
き
自
然
主

義
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
（
16
）。

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
理
論
の
中
で
抱
月
が
最
も
関

プ
ス
に
直
接
教
え
を
受
け
た
京
都
帝
国
大
学
の
教
授
で
美
学
者
の
深
田
康
算
が
、

「
感
情
移
入
美
学
に
就
て
」（『
芸
文
』）
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
深
田
は
、

欧
米
で
は
、
感
情
移
入
美
学
が
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、「
今
日
美
学
界
の
形
勢
を
大
づ
か
み
に
云
ふ
な
ら
ば
実
に
感
情
移
入

美
学
（Einfühlungsästhetik
）
の
全
盛
時
代
と
名
づ
け
て
も
よ
い
位
」
と
記

し
て
い
る
（
11
）。
感
情
移
入
美
学
が
、
同
時
代
的
に
最
も
新
し
く
か
つ
重
要
な
意
義

を
有
す
る
理
論
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
深
田
康

算
と
同
じ
ケ
ー
ベ
ル
門
下
生
で
あ
っ
た
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』（
四
月　

岩
波
書

店
）
の
時
期
ま
で
続
く
も
の
で
あ
っ
た
（
12
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
美
学
者
深
田
康
算

が
重
要
な
意
義
を
認
め
た
感
情
移
入
美
学
が
、
同
時
期
に
抱
月
に
よ
っ
て
文
学

の
世
界
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

帰
朝
後
、
す
ぐ
に
『
早
稲
田
文
学
』
の
主
筆
に
迎
え
ら
れ
た
抱
月
は
、
早
速

「
囚
は
れ
た
る
文
芸
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
九
年
〔
一
九
〇
六
〕
一
月
）
で
、

来
る
べ
き
自
然
主
義
の
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
現
代
の
欧
州
の
美

学
者
中
、
最
も
覇
を
称
す
る
」
人
々
と
し
て
、
ボ
ザ
ン
ケ
（Bernard 

Bosanquet 1848

─1923

）、
リ
ッ
プ
ス
、
そ
し
て
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
名
が
挙
が

っ
て
い
る
（
13
）。

抱
月
は
、
ボ
ザ
ン
ケ
の
「
内
在
の
一
物
と
外
在
の
事
象
と
、
二
重

な
る
も
の
が
、
如
何
な
る
形
式
を
以
て
か
相
結
合
す
る
所
に
、
標
象
的
と
い
ふ

こ
と
を
生
ず
」
と
い
う
理
論
に
着
目
し
、
ボ
ザ
ン
ケ
と
同
じ
く
「
二
重
な
る
も

の
の
干
系
」
に
理
論
的
根
拠
を
置
い
た
と
し
て
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
『
美
学
体

系
』（
一
九
〇
五
〜
一
九
一
四　

抱
月
の
訳
語
は
『
美
学
系
統
』）
第
三
巻
の
内
、

第
一
巻
に
言
及
し
て
い
る
（
14
）。
こ
の
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
著
書
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
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明治期における感情移入美学の受容と展開

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
抱
月
の
念
頭
に
感
情
移
入
理
論
が
置
か
れ
て

い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
抱
月
は
さ
ら
に
論
を
進
め
て
、
こ
の
「
審
美
的
同

情
」
に
お
け
る
「
情
」
を
、「
美
的
情
緒
（A

esthetic em
otion

）」
と
「
美
的

情
趣
（A

esthetic m
ood

）」
に
分
類
す
る
。「
美
的
情
趣
」
は
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
る
。

情
緒
的
事
象
が
幾い
く

何ば
く

づ
ゝ
で
も
起
こ
つ
た
後
ま
た
は
切
れ
目
に
、
其
の
中

心
事
象
が
ち
よ
つ
と
意
識
の
上
に
薄
ら
ぐ
と
同
時
に
そ
れ
に
伴
つ
て
ゐ
た

明
白
な
情
が
水
に
絵
具
汁
を
点お
と

し
た
や
う
に
、
ぱ
つ
と
散
つ
て
一
面
の
漠

と
し
た
情
に
な
り
、
且
つ
連
続
し
た
数あ
ま

多た

の
情
が
朧お
ぼ
ろげ

に
或
る
一
調
子
を

連
鎖
と
し
て
周
囲
に
浮
動
し
来
た
る
。
ま
た
そ
れ
に
つ
れ
て
其
の
種
々
茫ぼ
う

漠ば
く

の
情
を
的
確
に
せ
ん
と
雑
多
連
続
の
知
的
要
素
が
意
識
の
表
面
に
浮
び

か
け
る
。
茲
に
一
種
捕ほ

捉そ
く

し
難
い
一
般
的
な
感
情
を
経
験
す
る
に
至
る
（
18
）

　

つ
ま
り
、
抱
月
の
い
う
「
情
趣
」
と
は
、「
情
緒
」
よ
り
も
さ
ら
に
「
朧
げ
」

な
「
茫
漠
」
と
し
た
「
捕
捉
し
難
い
」
感
情
と
し
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
19
）。
こ

の
場
合
の
「
情
趣
」
＝
〈m

ood

〉
は
、〈stim

m
ung

〉
と
同
義
と
考
え
て
よ

い
。〈stim

m
ung

〉
へ
の
着
目
は
、
す
で
に
ヘ
ー
ゲ
ル
（Georg W

ilhelm
 

Friedrich H
egel 1770

─1831

）
の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て

も
〈stim

m
ung

〉
は
、
直
接
的
か
つ
無
反
省
な
感
情
と
さ
れ
て
い
る
（
20
）。
ま
た
、

〈stim
m

ung
〉
は
自
然
の
風
景
に
接
し
た
際
に
起
こ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ

こ
に
は
自
然
と
人
間
の
情
調
と
の
間
の
共
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。〈m

ood

〉、

心
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
あ
り
う
べ
き
自
然
主
義
を
唱
え
た
「
た
ゞ

一
の
名
状
し
が
た
き
情
趣
」
つ
ま
り
、〈Stim

m
ung

〉
の
孕
む
問
題
と
、「
自

然
の
感
情
の
源
を
穿
つ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
抱
月
の
文

に
お
い
て
も
「
象
徴
」
あ
る
い
は
「
標
象
」
と
い
う
語
義
の
使
用
が
み
ら
れ
る

が
、「
象
徴
」
の
概
念
が
来
る
べ
き
自
然
主
義
を
語
る
さ
い
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
知
に
「
囚
は
れ
た
」
文
芸
を
否
定
し

「
情
趣
主
義
」
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る
抱
月
の
い
う
「
情
趣
」
と
は
、
単
な

る
感
情
で
も
、
世
紀
末
的
感
情
の
鋭
敏
さ
で
も
な
く
、〈Stim

m
ung

〉
で
あ

る
こ
と
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

抱
月
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
新
し
い
自
然
主
義
は
、「
新
自
然
主
義
」
と
も

「
印
象
的
自
然
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
、

抱
月
は
「
自
然
主
義
の
価
値
」（『
早
稲
田
文
学
』）
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
主
義

文
学
に
お
け
る
「
主
観
」
と
、「
印
象
的
自
然
主
義
」
に
お
け
る
「
主
観
」
の

差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
評
論
の
中
で
抱
月
は
、
ま
ず
「
美
意
識
の
本

来
」
で
あ
る
「
審
美
的
同
情
」
に
つ
い
て
定
義
す
る
。
抱
月
は
、
路
傍
に
得
体

の
知
れ
な
い
も
の
が
倒
れ
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
際
の
人
間
の
心
理
状
態
を
例

に
「
審
美
的
同
情
」
に
つ
い
て
筆
を
進
め
て
い
る
の
だ
が
、
得
体
の
知
れ
な
い

も
の
を
眼
に
し
た
場
合
、「
審
美
的
同
情
」
と
さ
れ
る
段
階
で
は
、「
主
客
の
両

観
は
溶
け
て
意
識
の
一
焼
点
に
合
体
す
る
。
我
れ
の
情
で
向
ふ
の
物
を
生
か
す
。

向
ふ
か
ら
は
物
が
来
、
我
れ
か
ら
は
情
が
往
つ
て
、
ぴ
つ
た
り
と
行
き
逢
つ
て

一
つ
に
な
る
」
境
地
に
至
る
と
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

客
体
と
の
違
い
を
前
提
と
し
た

上
で
、
客
体
に
心
を
寄
せ
る
同
情
と
、
抱
月
の
い
う
「
同
情
」
が
異
な
る
こ
と
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『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
す
る
。
表
題
に
あ
る
「
感
じ
」「
こ
ゝ
ろ
も
ち
」
ま
た

は
「
風
」
と
は
、〈Stim

m
ung

〉
に
他
な
ら
な
い
。
南
山
は
、「
風
、
乃
至
之

れ
に
対
す
る
感
じ
、
こ
ゝ
ろ
も
ち
、
こ
れ
ら
は
単
に
感
情
分
内
の
事
、
若
し
く

は
感
情
状
態
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
な
く
、
逆
し
ま
に
、
感
情
以
外
乃
至
以
上
の

実
在
に
担
は
れ
た
る
感
情
、
若
し
く
は
状
態
感
情
で
あ
る
」
と
し
（
23
）、「

新
代
の

あ
ら
ゆ
る
社
会
的
乃
至
精
神
的
学
問
に
む
か
つ
て
も
、
先
づ
所
謂
感
じ
、
こ
ゝ

ろ
も
ち
乃
至
風
に
対
す
る
自
覚
の
発
達
を
要
求
し
て
、
同
じ
く
来
た
る
べ
き
新

宗
教
と
の
健
全
な
る
内
面
的
交
渉
が
研
究
上
に
実
現
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
、〈Stim

m
ung

〉
を
重
要
視
し
て
い
る
（
24
）。

続
い
て

南
山
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
『
美
学
』
第
一
巻
か
ら“Stim

m
ungen und 

Stim
m

ungs gefüh1e ”

を
「
調
子
及
び
調
子
感
情
」
と
し
て
全
訳
し
、

〈Stim
m

ungen

〉〈Stim
m

ungs gefüh1e

〉
は
、「
認
識
の
対
象
と
し
て
、
知

覚
し
た
り
、
写
象
し
た
り
す
る
こ
と
」
が
で
き
な
い
「
定
義
す
べ
か
ら
ざ
る
、

ま
た
分
析
す
べ
か
ら
ざ
る
、
一
種
不
定
な
、
流
動
せ
る
、
揺
曳
せ
る
不
可
言
底

の
或
も
の
」
と
訳
し
て
い
る
（
25
）。

　

こ
う
し
た
、
感
情
以
前
の
感
情
と
も
い
う
べ
き
〈Stim

m
ung

〉
は
、
訳
語

と
し
て
の
一
貫
し
た
ま
と
ま
り
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
当
時
の
文
壇
に
お
い

て
高
い
関
心
を
も
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
抱
月
は
、「
新
自
然

主
義
」、「
印
象
的
自
然
主
義
」
は
、
自
己
の
「
感
想
」
が
、
こ
の
漠
然
と
し
た

「
情
趣
」
の
段
階
に
達
し
た
と
き
初
め
て
そ
の
「
情
趣
」
を
「
忠
実
に
写
し
に

か
か
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
26
）。

従
っ
て
、
抱
月
は
、「
情
趣
」

を
〈
写
す
〉
場
合
の
〈
写
す
〉
と
は
、「
た
ゞ
あ
り
の
ま
ゝ
の
人
生
を
写
す
」

ド
イ
ツ
語
で
〈stim

m
ung

〉
は
、
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
感
情
移
入

美
学
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
概
念
と
な
る
。
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
場
合
は

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、〈Stim

m
ungs sym

bolik

〉
つ
ま
り
〈
気
分
象
徴
〉

が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
象
に
移
入
さ
れ
る
感
情
が
、
漠
然
と
し
た

気
分
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
リ
ッ
プ
ス
は
、〈Stim

m
ung 

Einfühlung

〉
つ
ま
り
〈
気
分
感
情
移
入
〉
も
し
く
は
〈
情
調
感
情
移
入
〉
と

い
う
言
い
方
を
し
た
が
、
こ
れ
も
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
と
同
様
に
自
然
や
風
景
な
ど

に
移
入
さ
れ
る
も
の
は
、
認
識
に
上
る
以
前
の
名
づ
け
得
な
い
気
分
そ
の
も
の

で
あ
る
。
明
治
期
の
わ
が
国
の
文
壇
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
、〈
気
分
象
徴
〉

あ
る
い
は
〈
気
分
・
情
調
感
情
移
入
〉
の
概
念
が
注
目
さ
れ
拡
が
り
を
み
せ
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
自
然
主
義
の
次
に
起
こ
っ
た
新
し
い
ド
イ
ツ
の
文
学
を
紹
介
す
る

の
に
功
の
あ
っ
た
片
山
孤
村
の
「
神
経
質
の
文
学
（
承
前
）」（『
帝
国
文
学
』
明

治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
八
月
）
で
は
、
デ
カ
ダ
ン
ス
の
一
傾
向
と
し
て
「
神
経

の
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
孤
村
の
説
明
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
、

「
昔
の
や
う
に
感
情
（Gefühle

）
を
求
め
な
い
で
、
唯
情
緒
興
趣
（
心
持
ち　

Stim
m

ungen

）
の
み
を
索
め
」
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
21
）。

孤
村
は
、
抱
月
と

同
様
、「
感
情
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
以
前
の
「
明
瞭
で
無
い
意
識
、
即
ち
思
考

と
感
情
と
が
分
化
し
な
い
初
期
の
心
的
状
態
」
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
こ
そ
が

新
し
い
芸
術
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
（
22
）。

さ
ら
に
、
抱
月
の
「
自
然
主
義

の
価
値
」
と
同
年
、
明
治
四
一
年
九
月
に
、
抱
月
の
論
を
受
け
る
形
で
、
同
じ

早
稲
田
の
白
松
南
山
（
杉
森
孝
次
郎
）
が
「
感
じ
、
こ
ゝ
ろ
も
ち
及
び
風
」
を
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明治期における感情移入美学の受容と展開

し
、
そ
の
境
地
を
〈
写
す
〉
こ
と
こ
そ
が
、
新
し
い
自
然
主
義
の
進
む
べ
き
道

で
あ
る
と
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
新
し
い

自
然
主
義
の
「
自
然
」
と
は
、「
我
れ
が
見
え
ざ
る
生
命
と
な
り
、
感
情
と
な

つ
て
合
体
し
た
」「
自
然
」
を
指
し
て
お
り
、
こ
こ
に
抱
月
に
お
け
る
感
情
移

入
美
学
受
容
の
痕
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

　

主
客
融
合
こ
そ
が
究
極
の
美
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
は
、
洋
行
以
前

か
ら
〈
美
学
者
〉
島
村
抱
月
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
抱
月
は
、
早

い
段
階
か
ら
「
審
美
」
の
条
件
と
し
て
主
客
融
合
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。

岩
佐
壮
四
郎
の
詳
細
な
論
考
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の

「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」
で
抱
月
は
、
大
塚
保
治
か
ら
の
影
響
に
よ
り

「
仮
実
」
を
区
別
す
る
ハ
ル
ト
マ
ン
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
も
ち
、
ま
た
、

カ
ン
ト
の
理
論
な
ど
を
摂
取
し
な
が
ら
、「『
審
美
の
至
處
』
＝
美
的
理
想
は
、

い
わ
ゆ
る
『
写
実
』『
理
想
』
が
統
合
さ
れ
、『
調
和
』
し
て
『
同
情
』
を
喚
起

す
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
『
形
』
に
集
約
し
て
表
象
さ
れ
る
」
と
い
う
結
論

に
達
し
た
（
28
）。
抱
月
は
、「
彼
我
の
分
を
立
て
ゝ
意
の
欲
す
る
ま
ゝ
に
連
念
推
理

の
作
用
を
逞
く
し
た
る
後
に
起
こ
る
」「
仮
実
の
目
」
は
、「
同
情
の
浄
楽
を
去

る
こ
と
遠
し
」
と
し
て
こ
れ
を
退
け
（
29
）、「
仮
実
は
差
別
の
意
識
に
し
て
、
我
れ

巌
と
し
て
彼
れ
に
対
し
て
下
す
の
判
断
な
れ
ど
、
審
美
は
仮
実
以
前
の
心
な
り
、

即
ち
未
だ
仮
実
の
談
に
及
ば
ず
し
て
、
早
く
既
に
彼
我
の
別
を
没
し
主
客
同
情

す
る
を
審
美
の
意
識
と
す
る
な
り
」
と
述
べ
た
（
30
）。
こ
こ
に
、
人
間
の
判
断
以
前

の
意
識
活
動
へ
の
着
目
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
、
美
の
観
照
の
理
論
へ
と

繋
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
感
情
移
入
美
学
を
受
容
し
「
新
自
然
主
義
」
理
論

「
写
実
義
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
感
情
移
入
美
学
に
立
脚
し
な

が
ら
、
明
治
の
文
壇
に
「
新
自
然
主
義
」
を
唱
え
た
抱
月
を
主
軸
と
し
て
、
今

少
し
「
情
趣
」
を
〈
写
す
〉
と
い
う
主
張
の
中
に
含
ま
れ
る
問
題
を
探
っ
て
み

た
い
。

　
「
今
の
文
壇
と
新
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕

六
月
）
で
抱
月
は
、「
写
実
的
自
然
主
義
」
の
中
に
「
哲
理
的
自
然
主
義
」
と

「
純
粋
な
る
自
然
主
義
」
の
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
抱
月
が
新
し

い
自
然
主
義
と
し
て
重
き
を
置
い
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
後
者
で
あ
る
が
、

最
大
の
特
徴
は
、「
純
粋
な
る
自
然
主
義
」
が
「
事
物
に
物
我
の
合
体
を
見
る
」

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

純
自
然
的
な
る
此
の
派
に
あ
つ
て
は
、
我
れ
ま
づ
生
命
と
な
つ
て
新
自
然

を
作
ら
ん
が
為
に
我
れ
を
没
し
、
而
し
て
斯
く
の
如
き
自
然
の
前
に
無
条

件
の
降
伏
を
な
す
、
自
然
と
い
ふ
中
に
既
に
我
れ
が
見
え
ざ
る
生
命
と
な

り
、
感
情
と
な
つ
て
合
体
し
た
の
で
あ
る
。
自
然
と
い
ふ
に
此
の
新
し
い

意
義
が
あ
つ
て
、
始
め
て
自
然
を
絶
対
の
宗
師
と
仰
ぐ
の
理
由
が
生
ず
る
。

是
れ
が
文
芸
上
の
特
権
で
あ
つ
て
ま
た
自
然
主
義
の
本
意
で
は
無
か
ら
う

か
。
而
し
て
今
の
文
壇
は
此
の
種
の
自
然
主
義
に
関
し
て
殊
に
心
を
潜
む

べ
き
時
と
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
27
）

　

先
の
「
自
然
主
義
の
価
値
」
に
お
け
る
抱
月
の
主
張
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

抱
月
が
「
情
趣
」
の
中
に
感
受
さ
れ
る
主
客
融
合
の
状
態
そ
の
も
の
を
重
要
視



150

と
論
じ
て
い
る
（
32
）。

相
馬
庸
郎
は
、
創
作
の
面
の
指
導
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
新
し
い
自
然
主
義
の
理
論
を
説
く
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

し
、
抱
月
及
び
抱
月
門
下
の
相
馬
御
風
、
片
上
天
弦
、
中
村
星
湖
ら
の
名
前
を

挙
げ
、
彼
ら
に
共
通
す
る
「
評
論
的
立
場
」
と
し
て
、「
観
照
主
義
」
の
理
論

を
み
て
い
る
（
33
）。

抱
月
ら
の
観
照
主
義
に
対
し
て
、
例
え
ば
岩
野
泡
鳴
は
、
未
だ

二
元
論
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
否
定
し
た
が
、
相
馬
は
、
こ
の

「
観
照
主
義
」
に
全
く
異
な
る
側
面
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
て
意
義
深
い
。

先
に
引
用
し
た
抱
月
の
「
今
の
文
壇
と
新
自
然
主
義
」
に
み
え
る
主
客
融
合
を

目
指
す
態
度
、
あ
る
い
は
、
こ
の
抱
月
の
文
の
翌
月
に
書
か
れ
た
御
風
の
「
自

然
主
義
論
に
因
み
て
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
七
月
）
に

お
け
る
抱
月
と
の
見
解
の
一
致
を
う
け
て
、
相
馬
庸
郎
は
、「
か
れ
ら
の
観
照

主
義
が
も
つ
内
面
構
造
の
一
番
大
き
な
特
徴
は
、『
客
観
』
と
『
主
観
』
の
神

秘
的
な
結
合
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
相
馬
は
、
抱
月
に
み
ら
れ
る
主
客
融
合

の
中
に
、「
東
洋
的
神
秘
の
境
地
へ
の
憧
憬
が
か
り
に
西
欧
的
写
実
主
義
の
技

法
と
野
合
し
た
と
で
も
極
論
し
た
く
な
る
よ
う
な
性
質
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
34
）。

も
ち
ろ
ん
、
相
馬
は
一
定
の
保
留
的
態
度
を
も
っ
て
規
定
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

抱
月
に
お
け
る
「
東
洋
的
神
秘
へ
の
憧
憬
」
と
「
野
合
」
し
た
と
す
る
な
ら
そ

れ
は
、「
西
欧
的
写
実
の
技
法
」
で
は
な
く
、
や
は
り
感
情
移
入
美
学
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
貞
美
は
、
抱
月
の
「
今
の
文
壇
と
新
自
然
主
義
」
に
お

け
る
「
純
粋
自
然
主
義
」
と
は
、「
無
念
無
想
の
境
地
に
入
っ
た
の
ち
は
自
分

の
『
生
命
』
が
事
象
と
溶
け
あ
っ
て
、
完
全
な
『
自
然
』
の
姿
が
浮
か
び
で
て

く
る
と
い
う
意
味
」
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
に
、「
天
台
宗
、
華
厳
宗
に
い
う

の
中
で
展
開
さ
れ
た
抱
月
の
帰
朝
後
の
活
動
と
の
連
続
性
が
あ
る
。

　

帰
朝
後
の
抱
月
の
早
稲
田
に
お
け
る
美
学
講
義
が
、
リ
ッ
プ
ス
理
論
の
中
で

も
特
に
感
情
移
入
美
学
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
早
稲

田
に
お
け
る
抱
月
の
講
義
録
で
あ
る
「
サ
ン
タ
ヤ
ー
ナ　

マ
ー
シ
ヤ
ル　

リ
ツ

プ
ス　

美
学
綱
要
」
に
は
、「
移
感
（Einfühlung

）」
は
、「
吾
人
の
直
接
経
験

は
内
外
を
二
面
と
せ
ず
、
一
と
感
ず
る
に
よ
つ
て
に
成
立
す
る
」、
と
い
う
解

説
が
あ
る
。「
直
接
第
一
経
験
は
自
他
の
一
、
主
客
無
差
別
と
云
ふ
事
」
に
あ

り
、
さ
ら
に
「
外
物
に
自
己
を
入
れ
て
自
ら
経
験
す
る
時
に
は
真
我
に
対
す
る

仮
我
が
成
立
し
て
い
る
。
け
れ
共
両
者
と
も
同
一
真
我
の
二
面
で
あ
つ
て
之
を

分
か
つ
は
反
省
後
の
事
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
31
）。
洋
行
前
の
抱
月

は
、『
新
美
辞
学
』（
明
治
三
五
年
〔
一
九
〇
二
〕
五
月
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

人
間
の
思
想
と
い
う
も
の
は
「
知
」
の
方
面
に
の
み
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
「
情
」
や
「
全
意
識
」
そ
の
も
の
が
、
思
想
全
部
を
伝
え
る
の
に

は
必
要
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
抱
月
は
、
知
的
判
断
以
前

の
本
源
的
な
〈Stim

m
ung

〉
＝
情
調
と
、
主
客
融
合
は
切
り
離
せ
な
い
も
の

と
し
て
、
洋
行
以
前
に
す
で
に
理
論
的
支
柱
の
で
き
あ
が
っ
て
い
た
自
身
の

〈
審
美
論
〉
や
感
情
移
入
美
学
を
理
論
的
根
拠
と
し
な
が
ら
、
新
し
い
自
然
主

義
文
学
が
〈
写
す
〉
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
。

　
『
早
稲
田
文
学
』
で
は
、
他
に
も
相
馬
御
風
な
ど
が
、「
新
自
然
主
義
」
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
自
然
は
、「
自
己
と
生
命
を
同
じ
う
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
価

値
あ
り
」
と
し
、「
我
が
生
命
と
な
つ
た
る
自
然
」
つ
ま
り
「
主
客
両
体
の
融

会
ま
た
は
知
情
渾
一
の
妙
境
」
が
「
新
自
然
主
義
」
文
学
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
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明治期における感情移入美学の受容と展開

木
貞
美
が
注
目
し
て
い
る
人
物
に
早
稲
田
大
学
哲
学
科
出
身
の
桂
井
當
之
助
が

い
る
。
桂
井
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
「
生
命

中
心
の
思
想
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
鈴
木
は
、
ほ
と
ん
ど
無
名
と
も
い
え
る

こ
の
桂
井
の
論
考
の
中
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
の
新
た
な
動

向
に
目
を
む
け
、
思
索
を
か
さ
ね
て
い
た
人
び
と
の
あ
い
だ
に
、
共
通
理
解
の

よ
う
に
し
て
流
れ
て
い
た
、
ひ
と
つ
の
標
準
的
な
考
え
が
み
て
と
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
し
て
い
る
（
37
）。
桂
井
は
、
こ
の
論
文
で
「
生
命
中
心
の
思
想
」
家
と

し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
（A

rthur Schopenhauer 

1788

─1860

）、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
（Leonid N

ikolaevich A
ndreev 1871

─

1919

）、
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（M

aurice M
aeterlinck 1862

─1949

）、
ロ
ダ
ン

（François-A
uguste-René Rodin 1840

─1917

）、
そ
し
て
ニ
ー
チ
ェ（Friedrich 

W
ilhelm

 N
ietzsche 1844

─1900

）
ら
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「『
思

ふ
が
故
に
吾
れ
在
り
』
と
云
ふ
事
実
よ
り
も
更
に
幾
層
の
確
実
性
を
有
す
る
も

の
」
こ
そ
が
、「
吾
れ
が
情
意
を
働
か
せ
て
居
る
内
生
活
の
直
接
経
験
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
（
38
）。
さ
ら
に
桂
井
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
言
及
し
、「
理
知
」
で
は
、

「
決
し
て
生
命
全
体
を
包
含
す
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、「
生
命
は
只
其
の

内
面
に
没
入
し
て
直
接
に
生
き
る
事
に
よ
つ
て
の
み
感
味
し
得
る
神
秘
の
流
れ

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
理
知
を
捨
て
ゝ
直
覚
に
よ
つ
て
生

の
神
秘
を
感
得
」
す
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
（
39
）。「
理
知
」
を
否
定
し
、「
生
命
」

の
中
に
「
没
入
し
て
直
接
に
生
き
る
」
と
い
う
理
論
は
、
感
情
移
入
の
理
論
と

の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
桂
井
當
之
助
も
ま
た
早
稲
田
派
の
人
物
で
あ
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、「
理
智
に
対
す
る
反
抗
」
を
「
近

『
円
融
』
─
迷
い
を
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
象
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
を
も
た
ず

に
、
世
界
が
絶
対
的
に
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
─
の
観

念
が
借
り
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
抱
月
に
お
け
る
感
情
移
入
美
学
の
リ
セ
プ

タ
ー
を
指
摘
し
て
い
る
（
35
）。
抱
月
が
、
感
情
移
入
美
学
理
論
の
中
の

〈Stim
m

ung

〉
を
「
情
趣
」
と
訳
し
て
、
新
し
い
自
然
主
義
の
主
観
と
し
て

重
視
し
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
、「
情
趣
」
を
自
然
に
移
入
す
る
こ
と
で
果
た
さ

れ
る
主
客
融
合
の
一
致
を
説
い
た
感
情
移
入
美
学
の
受
容
を
考
え
た
場
合
、
鈴

木
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
客
体
と
融
合
す
る
境
地
を
説
い
た
仏
教
思
想
は
、
大

き
な
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
早
稲
田
派
の
中
に
、
反
省
的
意
識
以
前
の
「
直
接
経
験
」
に
お
い

て
こ
そ
主
客
の
融
合
が
果
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
抱
月
の
説
く
理
論
が
拡
が
り

を
み
せ
た
の
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
こ
れ
と
非
常
に

類
似
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
（H

enri Bergson 1859

─1941

）
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ

ェ
ー
ム
ズ
（W

illiam
 Jam

es 1842

─1910

）
と
の
同
時
代
性
と
い
う
側
面
を
見

の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
九
〇
四
年
に
発
表
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
のA

 w
orld of Pure 

E
xperience

を
発
表
当
時
に
読
ん
だ
西
田
幾
多
郎
が
、「
純
粋
経
験
」
を
書
い

た
の
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
だ
が
、
西
田
の
『
善
の
研
究
』（
明
治
四

四
年
〔
一
九
一
一
〕）
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
諸
編
を
通
し
て
、
反
省
的

意
識
以
前
の
主
客
融
合
の
状
態
が
、「
純
粋
経
験
」
あ
る
い
は
「
直
接
経
験
」

と
し
て
同
時
代
の
知
識
人
の
間
に
拡
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
、
鈴
木
貞
美

が
指
摘
し
て
い
る
（
36
）。

西
田
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
人
物
と
し
て
、
鈴
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動
向
を
視
野
に
収
め
て
い
る
が
、
こ
の
印
象
派
的
な
態
度
は
、「
積
極
的
」
な

も
の
で
、「
知
慧
細
考
に
堕
ち
な
い
で
而
も
純
粋
無
垢
な
或
る
者
を
拈
出
せ
ん

と
す
る
が
如
き
態
度
」
で
客
観
を
観
察
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、「
鏡
の
や
う

な
我
が
心
の
中
に
事
象
を
映
じ
て
」
そ
の
映
じ
た
ま
ま
を
描
く
こ
と
が
特
徴
と

さ
れ
て
い
る
（
42
）。

片
上
天
弦
も
同
じ
『
早
稲
田
文
学
』
で
「
印
象
派
の
小
説
」

（
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
七
月
）
を
取
り
上
げ
、「
真
を
写
せ
、
生
命
を
捉
へ

よ
と
い
ふ
題
材
目
的
の
上
で
は
、
印
象
主
義
即
ち
自
然
主
義
」
で
あ
る
と
い
う

理
論
を
提
示
し
て
い
る
（
43
）。

天
弦
は
、
印
象
派
の
主
観
は
、「
事
象
そ
の
も
の
に

必
ず
伴
ふ
」
べ
き
「
感
覚
的
主
観
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
感
覚
的
主
観
」

に
し
て
は
じ
め
て
「
個
人
的
感
覚
と
客
観
の
事
象
と
は
、
必
然
の
関
係
で
相
抱

合
す
る
」
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
主
客
融
合
を
写
し
得
る
と
こ
ろ
に
「
印
象
派
の
小

説
」
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
（
44
）。
ま
た
、「
印
象
派
の
志
す
と
こ
ろ
」
と
は
す

な
わ
ち
「
真
に
逼
る
」
こ
と
で
、
こ
れ
は
、「
単
に
客
観
的
消
極
的
に
真
を
受

け
入
れ
て
写
す
と
い
う
態
度
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
直
ち
に
生
命
の
真
を

把
握
し
て
揮
灑
せ
ね
ば
已
ま
ぬ
」
態
度
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
45
）。

さ
ら
に

抱
月
も
、
印
象
主
義
が
〈
写
す
〉
の
は
、「
あ
る
が
ま
ゝ
」「
見
ゆ
る
ま
ゝ
」
の

世
界
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
写
実
的
意
味
の
あ
り
の
ま
ゝ
で
な
く
て
、
所
謂

イ
ン
プ
レ
ス
シ
ヨ
ン
の
あ
り
の
ま
ゝ
」、「
物
に
対
し
て
も
、
其
刹
那
に
我
々
が

感
じ
た
瞬
間
の
あ
り
の
ま
ゝ
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
ま
で
の
「
写
実
」

と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る
（
46
）。
他
に
も
、
主
客
の
融
合
を
主
張
し
つ
つ
も
、

主
観
性
の
強
調
と
い
う
点
で
抱
月
ら
と
は
主
張
を
異
に
す
る
が
、
や
は
り
リ
ッ

プ
ス
理
論
の
受
容
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
岩
野
泡
鳴
も
、
写
実
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を

代
文
明
の
底
を
流
れ
る
最
も
自
由
な
潮
流
」
と
し
、
そ
の
「
潮
流
」
の
中
に
ベ

ル
ク
ソ
ン
哲
学
を
受
容
し
た
中
沢
臨
川
の
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
」（『
中
央
公
論
』
大

正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
六
月
）
も
ま
た
、
桂
井
と
同
様
に
感
情
移
入
理
論
と
非

常
に
接
近
し
た
地
点
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
を
捉
え
て
い
る
。
臨
川
は
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ら
の
「
流
動
の
哲
学
」
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
人
間

は
、「
内
省
の
眼
を
開
い
て
生
命
の
流
の
中
に
入
り
、
之
と
同
情
し
融
合
す
る

こ
と
が
能
き
る
や
う
に
な
つ
た
」
と
い
う
こ
と
、
対
象
と
の
融
合
に
よ
っ
て
、

人
間
の
「
心
霊
」
は
「
自
由
」
と
「
開
放
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
説
い
て
い
る
（
40
）。

リ
ッ
プ
ス
に
直
接
の
指
導
を
仰
ぎ
、
帰
朝
後
す
ぐ
に
感
情
移

入
を
紹
介
し
た
深
田
康
算
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
直
感
」
が
、
感
情
移
入
に
非

常
に
近
い
概
念
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
が
、
感
情
移
入
美
学
が
広
ま
っ
た

要
因
の
一
つ
と
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
な
ど
「
生
命
中
心
の
思
想
」

と
の
同
時
代
性
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
、
感
情
移
入
美
学
と
印
象
主
義

　

こ
う
し
て
、
感
情
移
入
美
学
を
理
論
的
根
拠
と
す
る
「
新
自
然
主
義
」、「
印

象
的
自
然
主
義
」
は
、
さ
ら
に
「
写
実
」「
写
生
」
と
い
っ
た
描
写
論
の
中
に

新
た
な
視
点
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

抱
月
は
、
自
然
主
義
に
お
け
る
「
描
写
の
方
法
態
度
」
の
中
に
、「
本
来
自

然
主
義
」
が
採
用
す
る
「
純
客
観
的
」「
写
実
的
」
な
も
の
と
、「
主
観
挿
入

的
」
な
「
印
象
的
自
然
主
義
」
の
方
法
が
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
（
41
）。

こ
こ
で
抱

月
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
徹
底
自
然
主
義
（K

onsequente N
aturalism

us

）
の
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明治期における感情移入美学の受容と展開

て
は
文
学
の
分
野
と
し
て
の
印
象
主
義
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
い
の
に
反
し

て
、
ド
イ
ツ
で
は
主
流
で
あ
る
と
指
摘
し
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ハ
ー
マ
ン

（Richart H
am

ann 1879

─1961

）
の
『
人
生
と
芸
術
に
お
け
る
印
象
主
義
』

（D
er Im

pressionism
us in Leben und K

unst, Berlin 1907

）
第
四
章
「
文
芸

に
お
け
る
印
象
主
義
」
を
紹
介
し
て
い
る
（
50
）。

こ
こ
で
ハ
ー
マ
ン
は
、
文
学
に
お

け
る
一
九
世
紀
末
の
西
欧
の
動
向
を
印
象
主
義
の
名
の
も
と
に
論
じ
て
い
る
。

採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
作
家
は
、
抱
月
と
同
様
、
後
に
述
べ
る
田
山
花
袋
も

「
印
象
的
自
然
主
義
」
の
手
本
と
し
た
ホ
ル
ツ
や
、
日
本
に
お
い
て
自
然
主
義

か
ら
後
期
自
然
主
義
へ
転
換
し
た
動
向
が
注
目
さ
れ
た
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン

（Gerhart H
auptm

ann 1862

─1946

）、
ま
た
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
（A

rthur 

Schnitzler 1862

─1931

）
や
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
（H

ugo von 

H
ofm

annsthal 1874

─1929

）
と
い
っ
た
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
に
属
す
る
作

家
、
イ
プ
セ
ン
（H

enrik Johan Ibsen 1828

─1906

）、
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
な
ど

で
あ
る
。
ハ
ー
マ
ン
は
、
一
九
世
紀
末
の
印
象
主
義
的
傾
向
と
し
て
「
表
現
と

世
界
観
が
、
分
解
的
で
あ
る
」
こ
と
、「
形
式
分
解
（Form

auflösung

）
の
傾

向
」
が
あ
り
、
詩
が
自
由
詩
に
向
か
い
「
瞬
間
的
・
感
覚
的
な
表
現
法
」
が
表

れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
横
井
は
、
ハ
ー
マ
ン
が
印
象
主
義
を
論
じ

る
際
に
「
情
調
（Stim

m
ung

）」
に
大
き
な
力
点
を
置
い
て
い
る
と
し
て
い
る
（
51
）。

ハ
ー
マ
ン
の
著
書
は
、
日
本
で
い
う
と
明
治
四
〇
年
の
出
版
に
な
る
が
、
横
井

は
そ
う
し
た
同
時
代
の
西
洋
の
印
象
主
義
文
学
を
概
観
し
た
上
で
、「
印
象
主

義
文
芸
に
と
っ
て
最
も
重
要
」
な
も
の
と
し
て
「
内
容
的
な
感
情
に
代
わ
る
非

内
容
的
な
感
情
、
す
な
わ
ち
気
分
あ
る
い
は
情
調
」
を
と
り
あ
げ
、
印
象
主
義

否
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
二
元
論
や
束
縛
を
超
え
た
「
生
動
す
る
生
命
」
を
描
写
す

る
こ
と
こ
そ
が
「
新
自
然
主
義
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
（
47
）。

泡
鳴
は
、
花
袋

や
独
歩
な
ど
が
「
あ
り
の
ま
ゝ
」
と
い
う
の
は
、「
適
当
な
哲
学
用
語
」
が
な

い
か
ら
で
あ
っ
て
、「
生
命
な
き
自
然
」
を
〈
写
す
〉「
写
実
派
」
の
行
路
と
は

区
別
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
48
）。

つ
ま
り
、「
新
自
然
主
義
」
が

唱
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
の
「
写
実
」
に
も
新
た
な
意
味
が
加
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
字
義
の
ま
ま
受
け
と
め

れ
ば
、
確
か
に
泡
鳴
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
二
元
論
を
乗
り
越
え
た
一
元
的
な

描
写
を
め
ざ
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

主
客
融
合
の
境
地
と
し
て
の
「
気
分
」
や
「
情
調
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
印
象
主
義
の
方
法
論
が
心
理
学
的
な
関
心
を
と
も
な
っ
て
自
然
主
義

の
中
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
動
向
に
は
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
に
外
遊
中
の

永
井
荷
風
も
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
明
治
四
〇
年
一
二
月
一
一
日
西
村
恵
次
郎

宛
て
の
書
簡
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
「
ゾ
ラ
の
門
下
か
ら
出
て
、
印
象
派
に
這
入
つ

た
」
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
こ
と
、「
フ
ラ
ン
ス
の
文
壇
で
は

ゾ
ラ
の
自
然
派
か
ら
一
進
歩
ん
だ
、
印
象
派
の
作
物
が
今
の
処
で
は
最
も
進
歩

し
た
も
の
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
、『
早
稲
田
文
学
』
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
期
待
感
を
抱
き
、
日
本
の
文
壇
も
こ
れ
と
同
じ
進
路
を
と
る
だ
ろ
う
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
（
49
）、
新
し
い
自
然
主
義
文
学
を
巡
る
議
論
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
動
向
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

日
本
に
お
け
る
印
象
主
義
的
文
学
を
論
じ
た
横
井
博
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
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そ
し
て
花
袋
は
、「
作
者
の
主
観
が
大
自
然
の
主
観
と
一
致
す
る
境
ま
で
に

進
歩
」
し
な
け
れ
ば
、
傑
作
な
ど
は
で
き
な
い
と
い
い
き
っ
て
い
る
。
花
袋
の

い
う
「
自
然
」
と
は
作
者
の
主
観
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、

抱
月
ら
の
主
張
と
一
致
す
る
（
54
）。

花
袋
の
「
大
自
然
の
主
観
」
と
い
う
考
え
の
中

に
、
鴎
外
の
『
審
美
新
説
』
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

指
摘
が
あ
る
。
相
馬
庸
郎
は
、
花
袋
の
い
う
「
大
自
然
の
主
観
」
と
は
、「《
個

人
性
の
深
所
》
と
《
天
地
》
と
に
通
底
し
て
い
る
《
神
来
の
境
》
と
で
も
言
わ

れ
る
べ
き
世
界
」
で
あ
る
と
、
花
袋
の
言
を
借
り
な
が
ら
説
明
し
、
こ
こ
に
は

「
宇
宙
を
支
配
す
る
汎
神
論
的
な
秩
序
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」

と
し
、「《
後
自
然
主
義
》
に
お
け
る
象
徴
主
義
的
要
素
は
、
花
袋
に
お
い
て
は

こ
の
《
大
自
然
の
主
観
》
な
る
語
に
託
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い

る
（
55
）。

　

花
袋
は
の
ち
に
『
近
代
の
小
説
』（
大
正
一
二
年
〔
一
九
二
三
〕
二
月　

近
代

文
明
社
）
の
中
で
、
自
身
が
唱
え
た
平
面
描
写
論
の
時
代
的
位
置
づ
け
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。「
見
た
ま
ゝ
聴
い
た
ま
ゝ
触
れ
た
ま
ゝ
の
現
象
を
さ
な
が
ら

に
描
く
」（「『
生
』
に
於
け
る
試
み
」『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕

九
月
）
と
い
う
有
名
な
テ
ー
ゼ
を
も
つ
平
面
描
写
論
の
提
唱
は
、
花
袋
に
よ
れ

ば
、
自
然
主
義
が
「
印
象
主
義
乃
至
後
期
印
象
主
義
に
移
つ
て
行
く
過
程
」
で

あ
り
、「
平
面
描
写
論
」
が
唱
え
ら
れ
た
時
期
を
境
と
し
て
自
然
主
義
は
後
期

自
然
主
義
へ
の
移
行
を
み
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

徹
底
自
然
主
義
─
印
象
主
義
─
平
面
描
写
、
こ
の
三
つ
は
立
派
に
連
関

の
文
学
に
お
い
て
は
、
対
象
が
「
感
覚
的
な
調
子
と
陰
翳
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
」
こ
と
、「
こ
の
調
子
、
陰
翳
は
さ
ら
に
あ
る
種
の
非
内
容
的
な
、
雰
囲
気

的
な
感
情
、
す
な
わ
ち
気
分
あ
る
い
は
情
調
を
感
ぜ
し
め
る
」
と
規
定
し
て
い

る
（
52
）。

た
だ
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
の
「
気

分
」
や
「
情
趣
」
と
い
う
の
は
、
単
に
世
紀
末
の
鋭
敏
な
感
覚
そ
の
も
の
を
指

す
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
横
井
も

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、〈Stim

m
ung

〉
を
主
眼
と
す
る
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ

ル
ケ
ル
ト
の
理
論
と
、
世
紀
転
換
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
印
象
主
義
は
決

し
て
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ
る

〈Stim
m

ung

〉
と
は
、
客
体
の
中
か
ら
主
体
の
情
が
漂
う
よ
う
な
主
客
の
情

が
融
合
し
て
存
在
し
て
い
る
境
地
を
指
す
の
で
あ
る
。

　

田
山
花
袋
も
ま
た
、
そ
の
描
写
論
の
中
で
印
象
主
義
的
方
法
を
重
視
し
た
人

物
で
あ
り
、
同
時
代
の
「
外
部
を
の
み
写
す
」
写
実
を
「
主
観
の
な
い
自
然
」

で
あ
る
と
し
て
否
定
し
、「
進
ん
だ
作
者
の
主
観
」
を
求
め
た
。
こ
れ
が
、
花

袋
の
描
写
論
の
中
で
も
数
々
の
議
論
を
招
い
て
い
る
「
大
自
然
の
主
観
」
と
い

う
概
念
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
花
袋
は
「
普
通
の
意
味
の
作
者
の
主
観
」
と
比

較
し
て
「
大
自
然
の
主
観
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

作
者
則
ち
一
箇
人
の
主
観
に
も
大
自
然
の
面
影
が
宿
つ
て
居
る
訳
に
な
る

の
で
、
従
つ
て
作
者
の
進
ん
だ
主
観
は
無
論
大
自
然
の
主
観
と
一
致
す
る

事
が
出
来
る
の
だ
（
53
）。
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明治期における感情移入美学の受容と展開

感
覚
要
素
の
み
が
「
多
岐
多
様
な
依
嘱
関
係
の
う
ち
に
現
れ
て
く
る
だ
け
」
の

両
義
的
な
現
象
界
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
58
）。

マ
ッ
ハ
の
理
論
は
、

マ
ッ
ハ
の
講
演
に
感
銘
を
受
け
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
と
い
う
概
念

や
、
こ
れ
と
近
い
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
を
唱
え
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
概
念
、
そ
し
て

ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
と
の
同
時
代
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
木
田
の
指
摘

の
通
り
で
あ
ろ
う
（
59
）。

花
袋
が
、「
現
象
！　

そ
れ
さ
へ
十
分
に
あ
ら
は
し
得
れ

ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
す
べ
て
わ
か
る
！
」
と
書
く
と
き
、
ド
イ
ツ
の
印
象
主

義
の
中
に
あ
っ
た
、
現
象
的
な
世
界
観
、
ま
た
そ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
感
覚
が
融
合

し
て
存
在
す
る
よ
う
な
世
界
認
識
と
の
同
時
代
性
を
み
て
も
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
花
袋
は
、「
平
面
描
写
」
が
単
な
る
技
巧
に
走
っ
た
結
果
、「
悪
写
生
、

愚
写
生
、
不
透
明
写
生
（
60
）」
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
に
納
得
で
き
ず
、「
写
生
と

い
ふ
こ
と
」（『
文
章
世
界
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕）
で
は
、「
立
体
的
写
生
」

を
主
張
す
る
。
こ
の
文
で
は
、「
平
面
描
写
」
が
、
一
種
の
型
と
な
る
に
留
ま

り
、
本
来
目
指
し
て
い
た
観
察
力
を
養
う
と
い
う
目
的
に
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
花
袋
は
不
満
を
抱
き
、
自
ら
の
主
張
は
、
平
面
の
観
察
か
ら
さ
ら
に

複
雑
な
立
体
の
観
察
へ
と
入
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
花
袋
は
、
島
崎

藤
村
の
『
黄
昏
』
を
例
に
と
り
、「『
日
の
暮
れ
る
頃
、
二
人
は
切
通
坂
を
下
り

て
』
云
々
の
一
句
は
平
面
描
写
だ
が
、『
相
愛
す
る
心
に
相
厭
ふ
心
と
が
一
諸

に
な
つ
て
』
の
一
句
は
さ
う
で
な
い
」
と
し
、
後
者
を
「
立
体
的
写
生
」
で
あ

る
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
こ
の
説
明
が
作
者
の
小
さ
い
主
観
で
は
な
し
に
、
二

人
の
男
女
の
心
地
と
し
つ
く
り
合
つ
て
居
る
。
主
観
と
客
観
と
が
よ
く
一
致
し

て
居
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
61
）。

小
林
一
郎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
対
象
の

し
た
セ
オ
リ
イ
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
説
明
を
排
し
、
あ
ら

ゆ
る
理
窟
を
排
し
、
時
に
は
そ
の
作
の
持
つ
た
内
容
す
ら
を
も
重
ん
ぜ
ず

に
、
飽
ま
で
現
象
的
に
進
ん
で
行
か
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
現

象
！　

そ
れ
以
外
に
何
も
な
い
！　

何
も
な
い
！　

か
う
そ
の
主
義
は
叫

ん
だ
。
現
象
！　

そ
れ
さ
へ
十
分
に
あ
ら
は
し
得
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

は
す
べ
て
わ
か
る
（
56
）！

　

花
袋
は
、『
イ
ン
キ
壺
』（
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
一
一
月　

左
久
良
書
房
）

所
収
の
「
印
象
派
」
で
も
「
物
を
現
象
的
に
見
る
と
い
ふ
態
度
」
に
着
目
し
て

い
る
が
（
57
）、

こ
う
し
た
認
識
に
も
、
当
時
の
先
端
的
な
欧
州
思
想
の
影
響
が
流
れ

こ
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
の
世
紀
転
換
期
に
は
、
横
井
博
が
指
摘
す
る
よ
う
に
文
学
に
お
け
る

印
象
主
義
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
の
印
象
主
義
に
は
エ
ル
ン
ス
ト
・

マ
ッ
ハ
（Ernst M

ach 1838

─1916

）
の
「
感
性
的
要
素
一
元
論
」
が
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
田
元
の
考
察
が
あ
る
。
マ
ッ
ハ

は
、
近
代
哲
学
の
前
提
と
さ
れ
た
二
元
論
を
批
判
し
、
す
べ
て
を
色
や
音
、
熱

な
ど
の
感
覚
要
素
に
分
解
す
る
。
こ
う
し
て
心
理
的
世
界
と
物
理
的
世
界
の
垣

根
を
取
り
払
い
、
感
覚
要
素
の
み
が
存
在
す
る
マ
ッ
ハ
的
世
界
に
お
い
て
は
、

木
田
が
い
う
よ
う
に
「
唯
物
論
・
実
在
論
が
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
き
た
〈
物

体
〉
も
〈
物
質
〉
も
、
ま
た
唯
心
論
・
観
念
論
が
い
っ
さ
い
の
存
在
を
支
え
る

基
点
と
し
て
き
た
〈
自
我
〉
も
、〈
感
性
的
諸
要
素
〉
に
解
体
さ
れ
」、「
物
体

と
自
我
、
外
界
と
内
界
、
物
質
界
と
精
神
界
」
と
い
う
区
別
が
消
失
し
、
た
だ
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の
い
う
よ
う
に
「『
平
面
的
』
と
は
『
仮
構
を
加
え
な
い
』」
意
味
で
あ
る
に
は

違
い
な
い
が
、
決
し
て
軽
視
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
平
面
的
」
に
現
象
の

世
界
そ
の
も
の
を
見
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
そ
れ
ま
で
の
二
元
的
な
も
の

の
見
方
を
乗
り
越
え
る
新
た
な
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
べ
き

だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
芸
術
は
現
象
の
再
現
な
り
（
67
）」

と
し
た
花
袋
が
、

「
作
者
の
主
観
全
部
が
具
象
的
に
な
つ
て
入
つ
て
来
る
感
じ
」
を
抱
か
せ
る
印

象
主
義
の
絵
画
や
文
学
に
寄
せ
た
関
心
の
あ
り
方
や
（
68
）、
あ
る
い
は
、
客
観
に
つ

い
て
考
察
し
て
、「
主
観
を
押
し
つ
め
て
行
く
と
客
観
に
な
り
、
客
観
を
押
し

つ
め
て
行
く
と
主
観
に
な
る
と
い
ふ
や
う
な
心
理
作
用
が
あ
る
と
見
え
る
（
69
）」

と

述
べ
る
非
常
に
先
端
的
な
思
想
の
あ
り
方
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。
花
袋
が
記
し
た
よ
う
に
、
客
観
の
中
に
主
観
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、

主
観
の
中
に
客
観
が
存
在
す
る
よ
う
な
「
心
理
作
用
」
へ
の
着
目
は
、
抱
月
の

い
う
「
客
観
の
美
は
直
に
主
観
の
美
に
し
て
、
主
観
の
美
を
究
む
れ
ば
客
観
の

美
に
及
ぶ
」
と
い
う
、「
我
他
の
同
情
を
本
」
と
す
る
「
審
美
の
意
識
」
を
連

想
さ
せ
る
（
70
）。
新
し
い
自
然
主
義
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
た
「
印
象
的
自
然
主

義
」
は
、
現
象
そ
の
も
の
を
「
見
た
ま
ゝ
聴
い
た
ま
ゝ
触
れ
た
ま
ゝ
」
写
す
こ

と
を
目
標
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
現
象
の
中
に
主
客
が
融
合
す
る
状
態
こ
そ
を

表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
運
動
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
留
意
し

た
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
み
て
く
る
な
ら
ば
、「
平
面
描
写
」
と
「
立
体
的

写
生
」
を
唱
え
る
花
袋
の
中
に
一
貫
し
て
、
主
客
融
合
を
い
か
に
し
て
果
た
す

の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。『
審
美
新
説
』

か
ら
の
影
響
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
は
、「
審
美
観

「『
心
』
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
そ
の
心
の
動
き
を
観
察
す
る
こ
と
」、
そ
し
て

そ
の
観
察
を
小
主
観
で
は
な
し
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
主
客
の
一
致
が
表
現
で

き
る
と
い
う
の
が
、
花
袋
の
「
立
体
的
写
生
」
の
主
張
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
62
）。

小
林
一
郎
は
、「
立
体
的
写
生
」
と
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、「
小
説
作
法
」

（『
文
章
世
界
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
一
〇
月
）
の
「
人
間
と
人
間
社
会
を

唯
写
生
々
々
で
描
い
て
居
て
は
、
其
内
部
の
性
命
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

内
部
の
性
命
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
は
、
人
間
も
人
間
の
社
会
も
よ
く

解
つ
た
と
は
謂
へ
な
い
」
と
い
う
一
文
を
引
い
て
い
る
（
63
）。

つ
ま
り
、
花
袋
は
、

「
立
体
写
生
」
に
よ
っ
て
、「
内
部
の
性
命
」
が
捉
え
ら
れ
る
と
し
、
こ
れ
と
一

致
す
る
た
め
に
は
作
者
の
主
観
は
「
小
主
観
」
を
脱
し
、
花
袋
の
い
う
「
大
自

然
の
主
観
」
に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
小

林
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
主
客
融
合
し
て
「
内
部
性
命
」
を
〈
写
す
〉
と
い
う

花
袋
の
主
張
に
、〈
生
命
の
象
徴
〉
表
現
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
に

こ
そ
鴎
外
が
訳
し
た
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
『
審
美
新
説
』
の
花
袋
に
お
け
る
影
響

を
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
64
）。

　

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
花
袋
は
「
平
面
描
写
」
を
主
張
す
る
際
に
も
、

主
客
合
一
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
が
、
和
田
謹
吾
が
整
理
し
て
い
る
よ

う
に
当
時
の
文
壇
で
は
、
花
袋
の
「
平
面
描
写
」
に
対
し
て
、
客
観
描
写
に
す

ぎ
な
い
と
す
る
批
判
も
あ
っ
た
（
65
）。
こ
れ
に
対
し
て
和
田
は
、「
世
に
考
え
ら
れ

る
ほ
ど
外
面
的
な
客
観
性
を
重
ん
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
要
す
る
に
『
平
面

的
』
と
は
『
仮
構
を
加
え
な
い
』
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
や

は
り
花
袋
個
人
の
主
観
の
比
重
が
か
な
り
大
き
い
も
の
」
と
し
て
い
る
（
66
）。
和
田
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明治期における感情移入美学の受容と展開

て
い
る
よ
う
に
、
感
情
移
入
美
学
な
い
し
は
そ
れ
と
類
似
し
た
花
袋
に
お
け
る

印
象
主
義
の
受
容
と
い
う
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
眺
め
る
と
、
対
象
の
中
に
自

己
の
感
情
が
投
入
さ
れ
主
客
が
融
合
す
る
、
と
い
う
点
で
、
相
馬
の
指
摘
に
あ

る
よ
う
に
、
主
観
が
確
立
さ
れ
ず
「
世
界
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
う
傾
向
」
が

あ
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。「
自
己
客
観
化
」
と
い
う
こ
と
も
、
主
体
性
の
喪

失
と
受
け
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
一
方
で
は
、
対
象
か
ら
感
受
さ
れ
る

の
は
自
己
の
感
情
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
主
観
の
強
調
と
い
う
よ

う
に
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
感
情
移
入
美
学
に
お
け
る
本
質

は
こ
の
い
ず
れ
と
も
違
う
。
深
田
康
算
は
、
感
情
移
入
と
は
「
屡
誤
解
せ
ら
れ

る
様
にpersonal

の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろim

personal

で
あ
る
」
と

述
べ
る
。
深
田
は
、「
主
観
的
な
る
も
の
が
主
観
を
離
れ
て
客
観
的
と
な
る
こ

と
、
又
逆
に
客
観
的
な
る
も
の
が
主
観
と
な
る
こ
と
、
其
処
に
感
情
移
入
の
根

本
問
題
が
存
在
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
74
）、

主
客
の
主
従
無
く
両
者
が
融

合
す
る
と
い
う
境
地
こ
そ
、
感
情
移
入
美
学
を
源
泉
と
し
て
展
開
し
た
「
新
自

然
主
義
」
の
理
論
や
、
田
山
花
袋
が
見
出
し
た
価
値
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
印
象
的
自
然
主
義
」
を
体
現
す
る
作
家
と
し
て
『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で

紹
介
さ
れ
た
の
が
、〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
の
作
家
フ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー

フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
で
あ
る
（
75
）。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
は
鴎
外
も
翻
訳
し
、
木
下
杢
太
郎
ら
に
多
大
な
感
化
を
与
え
る
な
ど
、

耽
美
的
傾
向
を
持
つ
作
家
た
ち
に
も
広
く
受
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
片
山

孤
村
は
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
を
「
消
極
的
受
動
的
印
象
主
義
」
と
し
て

批
判
し
た
（
76
）。

片
山
は
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
に
思
想
が
欠
け
て
い
る
と
い

に
重
き
価
値
を
与
ふ
る
も
の
」
は
「
融
合V

erschm
elzung

」
で
あ
る
と
し

て
、「
芸
術
の
人
物
に
霊
性
あ
る
は
、
人
こ
れ
を
そ
の
空
虚
な
る
形
に
投
ず
る

な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
71
）。『
審
美
新
説
』
に
は
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
の
ち
に
注

目
し
た
〈Stim

m
ung

〉、
つ
ま
り
認
識
の
端
緒
へ
の
言
及
は
な
い
け
れ
ど
も
、

花
袋
は
同
時
代
的
な
印
象
主
義
の
方
法
な
ど
を
摂
取
し
な
が
ら
、
そ
の
問
題
意

識
を
自
身
の
描
写
論
の
中
に
取
り
込
ん
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
平
面
描
写
」
や
「
立
体
的
写
生
」
と
い
っ
た
花
袋
の
試
行
錯
誤
の
足
取
り

が
目
標
と
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
、
石
田
三
千
雄
が
リ
ッ
プ
ス
に
お
け
る
「
広

い
意
味
で
の
『
自
己
客
観
化
』
と
し
て
の
感
情
移
入
」
を
説
明
し
て
、「
対
象

を
外
部
か
ら
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
対
象
の
う
ち
に
入
っ
て
、
対
象

に
即
し
て
わ
れ
わ
れ
に
現
出
し
て
い
る
事
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
生
き
と
記

述
し
よ
う
と
す
る
試
み
」、
と
い
う
よ
う
な
地
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
対
象
の
内
部
に
入
り
対
象
と
一
体
化
し
た
状
態
を
「
あ
る
が
ま
ま
に

生
き
生
き
と
記
述
」
す
る
こ
と
、「
そ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
対
象
、
過
程
が
感
情

を
帯
び
て
わ
れ
わ
れ
に
現
出
」
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
72
）。

　

感
情
移
入
は
、
主
体
の
感
情
を
移
し
入
れ
る
と
い
う
こ
と
、
対
象
か
ら
漂
う

情
が
他
な
ら
ぬ
自
己
の
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
自
己
客
観
化
」

（Selbstobjektivation

）
と
さ
れ
る
。
相
馬
庸
郎
は
、
花
袋
に
お
け
る
「
大
自

然
の
主
観
」
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、「
作
者
の
主
観
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ

り
、
世
界
に
対
す
る
人
間
の
主
体
性
を
確
立
し
う
る
か
に
見
え
た
の
に
、《
大

自
然
》
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
再
び
世
界
の
中
に

埋
没
し
て
し
ま
う
傾
向
を
の
こ
し
て
し
ま
っ
た
（
73
）」

と
し
て
い
る
。
本
稿
で
述
べ
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然
主
義
の
態
度
を
「
積
極
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
対
象
と
し
て
の

自
然
に
主
観
を
「
挿
入
」
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
花
袋
の
言
を
借
り
れ
ば
、

「
立
体
的
写
生
」
と
も
い
え
る
が
、
自
然
や
対
象
の
中
に
主
観
を
挿
入
し
て
、

主
客
の
融
合
を
描
く
、
と
い
う
彼
ら
の
「
印
象
」
主
義
に
対
す
る
考
え
方
は
、

感
情
移
入
美
学
を
介
す
る
こ
と
でPost-im

pressionism

的
な
概
念
を
先
取

り
し
て
い
る
。

　

一
九
一
〇
年
一
一
月
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
グ
ラ
フ
ト
ン
画
廊
で
ロ
ジ
ャ
ー
・

フ
ラ
イ
に
よ
る
展
覧
会“M

anet and the Post-Im
pressionists ”

が
開
催
さ

れ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
フ
ラ
イ
は
当
初“Post-Im

pressionists ”

と
い
う
用

語
で
は
な
く
、“Expressionists ”

と
い
う
用
語
の
使
用
を
考
え
て
い
た
。
ま

さ
に
、
積
極
的
に
主
観
を
客
観
の
中
に
〈
押
し
出
す
〉
態
度
が
こ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）、
厨
川
白
村
は
、

“Post-Im
pressionism

”

を
説
明
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

唯
だ
見
た
儘
の
印
象
を
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
写
実
を
避
け
、
主
と
し

て
思
想
や
情
緒
を
表
現
し
、
主
観
客
観
を
う
ま
く
融
合
し
調
和
す
る
新
主

義
を
標
榜
し
て
ゐ
る
。
殊
に
宇
宙
に
具
は
つ
て
ゐ
る
リ
ズ
ム
を
う
ま
く
画

面
に
現
は
さ
う
と
い
ふ
の
が
其
主
張
で
あ
る
（
79
）。

　
「
新
自
然
主
義
」
＝
「
印
象
的
自
然
主
義
」
の
主
張
、
そ
し
て
花
袋
ら
の
用

い
た
「
印
象
」
の
中
に
含
ま
れ
る
「
積
極
的
」
意
義
の
基
底
に
は
、
感
情
移
入

美
学
の
受
容
が
大
き
な
要
因
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

う
点
を
批
判
す
る
。
片
山
は
、「
世
界
観
な
る
者
は
堅
固
な
個
性
人
格
の
産
物

と
極
ま
つ
て
居
る
。
世
界
観
の
不
明
な
若
し
く
は
世
界
観
の
無
い
詩
人
は
到
底

大
詩
人
で
は
無
い
、
天
才
で
は
無
い
、
偉
大
な
人
格
で
は
無
い
」
と
ホ
ー
フ
マ

ン
ス
タ
ー
ル
ら
の
印
象
主
義
的
世
界
観
を
退
け
る
（
77
）。

し
か
し
、
こ
れ
を
裏
返
し

に
み
れ
ば
、
印
象
主
義
的
世
界
観
を
有
し
た
世
紀
転
換
期
の
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン

派
〉
は
、「
堅
固
な
個
性
人
格
」
や
「
世
界
観
」
を
脱
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
、

つ
ま
り
、
客
観
的
世
界
と
対
立
し
た
「
堅
固
な
個
性
人
格
」
の
伸
張
よ
り
も
む

し
ろ
、
客
観
と
主
観
と
が
融
合
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
新
た
な
価
値
を
見

出
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
印

象
主
義
的
作
品
に
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る
こ
と
も
、

こ
れ
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
（
78
）。
そ
し
て
、
感
情
移
入
美
学
も
ま
た
、
主
と
客
の

対
立
よ
り
も
両
者
の
融
合
そ
の
も
の
に
新
た
な
世
界
観
を
獲
得
す
る
た
め
の
可

能
性
を
秘
め
た
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
両
者
は
一
致
す

る
。
感
情
移
入
美
学
、
そ
し
て
、
印
象
主
義
的
世
界
観
を
摂
取
し
な
が
ら
展
開

さ
れ
た
「
新
自
然
主
義
」
の
理
論
は
、
旧
自
然
主
義
だ
け
で
は
な
く
、
二
元
的

世
界
観
を
乗
り
越
え
る
〈
近
代
的
〉
な
諸
問
題
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
加
え
る
な
ら
ば
、
抱
月
や
天
弦
ら
は
、
自
ら
の
主
張
す
る
「
新
自
然

主
義
」
を
「
印
象
的
自
然
主
義
」
と
も
言
っ
た
が
、「
印
象
的
」
と
い
う
用
語

を
使
用
し
つ
つ
も
、
単
に
外
部
か
ら
の
印
象
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の

「
印
象
的
自
然
主
義
」
を
、「
積
極
的
」（
抱
月
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」）
な
も
の

で
あ
る
と
も
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
こ
う
。
彼
ら
が
、
新
し
い
自
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明治期における感情移入美学の受容と展開

『
審
美
新
説
』
の
中
に
表
れ
る
。「
後
自
然
主
義
は
そ
の
自
然
に
煩
渇
し
自
然
に

朶
頤
す
る
情
愈
深
く
、
直
ち
に
進
み
て
そ
の
深
秘
な
る
内
性
を
暴
露
せ
ん
こ
と

を
期
す
る
な
り
」
と
い
う
鴎
外
訳
の
一
文
を
引
用
す
る
形
で
、
田
山
花
袋
は
、

象
徴
主
義
は
自
然
主
義
と
地
続
き
の
関
係
に
あ
る
と
規
定
し
た
。

　

象
徴
派
の
運
動
は
将
来
わ
が
小
説
界
に
、
何
う
い
ふ
影
響
を
来
す
か
と

い
ふ
の
は
大
問
題
で
あ
る
。
自
然
派
中
の
主
観
派
が
段
々
其
情
操
と
か
心

理
と
か
を
誇
張
し
て
、
自
然
に
煩
渇
し
自
然
に
朶
頤
し
、
直
ち
に
神
秘
な

る
内
性
を
曝
露
せ
ん
と
煩
悶
し
た
結
果
、『
非
自
然
』
と
い
ふ
や
う
な
と

こ
ろ
に
思
ひ
も
か
け
ず
到
達
し
た
の
は
面
白
い
（
82
）。

 

（「
象
徴
派
」『
文
章
世
界
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
一
〇
月
）

　

同
じ
文
で
花
袋
は
、「
象
徴
派
は
自
然
派
の
反
抗
運
動
で
は
な
く
つ
て
、
自

然
派
の
苦
戦
悪
闘
の
怒
濤
の
中
か
ら
産
れ
出
た
真
珠
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
（
83
）。
自
然
主
義
が
新
た
な
表
現
の
地
平
を
切
り
開
く
中
で
、
必
然
的

に
象
徴
主
義
と
出
会
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
認
識
は
、
花
袋
以
外
に
も
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

岩
野
泡
鳴
が
花
袋
の
文
に
対
す
る
全
面
的
な
賛
意
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
相
馬
庸
郎
の
指
摘
が
あ
る
が
（
84
）、
感
情
移
入
美
学
の
受
容
と

い
う
視
点
か
ら
、
島
村
抱
月
の
「
自
然
主
義
の
価
値
」
を
受
け
る
か
た
ち
で
書

か
れ
た
白
松
南
山
の
「
不
可
思
議
力
の
み
な
も
と
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四

一
年
〔
一
九
〇
八
〕
八
月
）
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
抱
月
が
「
自
然
主
義
の
価
値
」

あ
ろ
う
。三

、
気
分
象
徴

　

現
象
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
「
印
象
的
自
然
主
義
」
は
、
現
象
の
背
後
に
、

神
秘
的
な
世
界
や
形
而
上
的
な
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
を
否
定
し
た
。

抱
月
も
、「
情
趣
」
の
「
行
き
止
ま
り
」
に
「
別
の
世
界
を
見
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
神
秘
主
義
、
標
象
主
義
が
生
ず
る
」
と
し
て
い
る
が
（
80
）、
抱
月
は
、
人
間

の
直
接
的
・
本
源
的
な
「
情
趣
」
を
同
じ
出
発
点
と
す
る
近
代
的
な
文
学
が
、

そ
の
背
後
に
存
在
す
る
神
秘
的
な
世
界
を
「
象
徴
」
と
し
て
表
現
す
る
か
、
ま

た
は
、
現
象
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
主
客
の
世
界
を
表
現
す
る
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
、
象
徴
主
義
と
「
新
自
然
主
義
」
の
違
い
を
み
て
い
た
と
い
え
る
。
実

際
、
抱
月
の
主
唱
で
誕
生
し
た
早
稲
田
詩
社
か
ら
発
生
し
、『
自
然
と
印
象
』

を
発
行
し
た
自
由
詩
社
は
、
蒲
原
有
明
ら
の
象
徴
主
義
を
、
実
際
生
活
に
触
れ

な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
否
定
し
た
。「
情
趣
」
を
主
眼
と
す
る
と
い
う
点
で
、

当
時
の
象
徴
主
義
の
運
動
と
自
由
詩
社
の
方
法
は
交
錯
す
る
が
、
彼
ら
は
、
加

藤
介
春
が
い
う
よ
う
に
「
従
来
の
象
徴
主
義
詩
で
あ
つ
て
は
い
け
な
い
と
い
ふ

と
こ
ろ
か
ら
、
私
達
は
新
象
徴
詩
又
は
自
然
主
義
的
象
徴
詩
と
呼
ん
で
ゐ
た
」

と
、
象
徴
主
義
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
（
81
）。

　

し
か
し
、
実
際
の
「
新
自
然
主
義
」
と
象
徴
主
義
と
の
間
に
は
大
き
な
接
点

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
接
点
に
、
感
情
移
入
美
学
の
受
容

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
後
自
然
主
義
」
と
い
う
概
念
は
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
を
翻
訳
し
た
森
鴎
外
の
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す
る
処
に
あ
る
」
と
し
て
感
情
移
入
に
言
及
し
、「
芸
術
上
の
象
徴
主
義
」
は
、

「
象
徴
と
被
象
徴
体
と
が
出
来
る
だ
け
完
全
に
合
一
」
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
が

あ
る
と
し
て
い
る
。「
吾
人
の
感
情
を
対
境
に
移
入
す
る
」
と
い
い
、「
象
徴
と

被
象
徴
体
」
の
完
全
な
る
合
一
と
い
い
、
島
村
抱
月
ら
が
唱
え
た
「
主
観
挿
入

的
自
然
主
義
」
と
も
称
さ
れ
る
「
新
自
然
主
義
」
の
主
張
と
、
根
を
同
じ
く
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
他
に
も
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
〜
大
正
一
〇

年
（
一
九
二
一
）
の
大
塚
保
治
の
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
講
義
「
象
徴
主
義

の
思
潮
」
で
は
、
観
念
象
徴
と
気
分
象
徴
を
区
別
し
、「
気
分
象
徴
の
事
実
は

近
世
美
学
の
重
要
問
題
と
な
っ
た
感
情
移
入
（Einfülhung

）
と
一
致
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
86
）。
大
塚
は
、
象
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
も
、
特
に
気

分
象
徴
に
最
大
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
気
分
象
徴
に
よ

っ
て
、
主
客
の
融
合
、
大
塚
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
物
我
一
如
」
と
な
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
を
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
塚
と

同
年
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
〜
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
ま
で
『
帝

国
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
岡
崎
義
惠
の
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
」
と
題
す
る

論
文
で
は
、
岡
崎
は
自
身
を
「
美
学
原
理
と
し
て
感
情
移
入
の
説
を
立
て
、
之

を
象
徴
的
意
識
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
者
の
立
場
」
と
し
、「
現
代
象
徴
主
義

者
」
と
し
て
リ
ッ
プ
ス
と
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
87
）。
岡
崎
は
、

「
智
的
象
徴
」
を
過
去
の
も
の
と
退
け
、「
智
的
象
徴
」
に
対
す
る
「
情
的
象

徴
」（「
情
緒
象
徴
、
情
調
象
徴
、
気
分
象
徴
」）
こ
そ
が
近
代
的
な
象
徴
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。「
情
的
象
徴
」
に
お
い
て
象
徴
さ
れ
る
の
は
、「
観
念
や
概
念

や
、
思
想
で
は
無
く
て
感
情
・
殊
に
情
調
」
そ
の
も
の
で
あ
る
（
88
）。
さ
ら
に
岡
崎

で
、
新
し
い
自
然
主
義
文
学
の
主
観
と
し
て
「
美
的
情
趣
」
を
挙
げ
て
い
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
南
山
自
身
も
「
情
趣
」
に
注
目
し
、
リ
ッ
プ
ス
の
『
美
学
』
の

抄
訳
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。「
不
可
思
議
力

の
み
な
も
と
」
で
南
山
は
、「
自
然
派
文
芸
の
中
心
生
命
は
、
固
よ
り
其
が
人

生
の
運
命
乃
至
価
値
を
暗
示
す
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、

こ
の
方
法
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
自
然
主
義
と
象
徴
主
義
の
道
は
同
じ
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
南
山
は
、「
文
芸
の
唯
一
の
理
想
的
形
式
、
若

し
く
は
其
の
究
竟
的
形
式
は
、
所
詮
充
分
な
る
意
義
に
於
け
る
標
象
主
義
た
る

を
免
れ
ぬ
」
と
断
定
し
て
い
る
（
85
）。「

後
自
然
主
義
」
と
象
徴
主
義
と
の
間
に
大

き
な
接
点
を
見
出
す
と
い
う
認
識
に
花
袋
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
が
、
こ
の

背
後
に
感
情
移
入
美
学
の
受
容
と
い
う
共
通
点
を
指
摘
し
て
お
く
の
も
、
決
し

て
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
〈Stim

m
ung

〉
へ
の
関
心
と
、「
情
趣
」
そ
の
も
の
の
中
に
み
ら
れ
る
主
客

融
合
の
状
態
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
た
「
新
自
然
主
義
」、
ま
た
は
「
印
象
的

自
然
主
義
」
の
方
法
と
明
治
期
の
象
徴
主
義
に
は
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。

「
印
象
的
自
然
主
義
」
に
、
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
定
義
し
た
〈
気
分

象
徴
〉
と
い
う
概
念
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
前
章
で
み
た
が
、〈
象
徴
〉

と
い
う
字
義
が
示
す
よ
う
に
、
リ
ッ
プ
ス
を
象
徴
主
義
を
代
表
す
る
美
学
者
と

み
る
動
き
も
同
時
期
に
は
拡
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

　

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
、
阿
部
次
郎
は
「
象
徴
主
義
の
話
」（『
ア

ラ
ラ
ギ
』）
の
中
で
、「
美
学
上
の
象
徴
主
義
」
と
し
て
リ
ッ
プ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
。
阿
部
は
こ
こ
で
、「
芸
術
の
意
義
」
は
、「
吾
人
の
感
情
を
対
境
に
移
入
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事
象
が
喚
起
す
る
感
情
の
更
に
そ
の
源
ま
で
遡
り
、
感
覚
か
ら
来
た
其
瞬

時
の
情
調
を
表
現
し
得
て
こ
そ
真
の
文
芸
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
つ

た
。
客
観
の
事
象
は
、
単
に
此
情
調
を
伝
へ
む
が
為
め
の
媒
介
と
し
て
用

ゐ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
が
、
此
派
の
文
芸
の
特
色
で
あ
る
。

　

此
情
調
を
再
現
せ
ん
た
め
に
用
ひ
ら
る
る
手
段
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
技

巧
が
、
即
ち
象
徴
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
、
官
能
的
な
手
段
に
よ
つ
て
神

経
を
刺
戟
し
、
そ
こ
に
一
種
の
情
調
を
起
さ
し
め
て
そ
れ
に
よ
つ
て
或
る

非
官
能
的
な
も
の
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
（
93
）。

　

白
村
は
、
近
代
の
象
徴
主
義
の
表
現
は
、「
内
容
と
外
形
と
い
ふ
二
つ
の

factors

が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
外
形
が
即
ち
内
容
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、「
内
容
と
外
形
が
ぴ
た
り
と
合
一
し
て
両
方
を
分
け
る
事
が
出
来
な
い
」

と
い
う
特
質
が
み
ら
れ
る
と
も
述
べ
て
い
る
（
94
）。

人
間
内
部
の
〈Stim

m
ung

〉

の
表
現
そ
の
も
の
を
目
指
す
と
い
う
点
、
そ
の
た
め
に
、「
外
形
」
と
の
一
致

を
め
ざ
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
早
稲
田
派
の
中
で

唱
え
ら
れ
た
「
新
自
然
主
義
」
の
理
論
と
共
通
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差

異
の
一
つ
は
、
花
袋
ら
が
め
ざ
し
た
よ
う
に
、
主
客
融
合
の
「
境
地
」
を
あ
る

が
ま
ま
に
〈
写
す
〉
の
か
、
内
部
表
現
の
た
め
に
技
巧
を
必
要
と
し
、
象
徴
を

用
い
る
の
か
、
と
い
う
手
段
の
面
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

象
徴
が
技
巧
に
は
し
っ
た
結
果
生
じ
る
詩
語
の
難
解
さ
や
、
あ
る
い
は
、
難

解
な
詩
語
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
の
理
解
に
間
接
性
が
招
じ
る
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
は
、
早
稲
田
の
陣
営
を
始
め
、
当
時
も
様
々
な
反
論
が
な
さ
れ

は
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の“System

 der A
esthetic ”

に
依
拠
し
、「
情
的
象
徴
」
は
、

「
心
持
気
分
を
、
直
感
的
に
或
る
具
体
的
の
知
覚
物
に
比
す
る
」
と
い
う
こ
と
、

比
喩
な
ど
「
智
的
判
断
の
作
用
」
を
経
る
こ
と
な
く
、「
象
徴
物
と
情
調
と
は

一
体
と
な
り
其
間
比
較
の
余
地
を
留
め
な
い
」
と
い
う
点
を
特
徴
と
し
て
列
挙

し
て
い
る
（
89
）。

リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
美
学
を
と
り
こ
ん
だ
わ
が
国
の
象
徴
主
義

の
中
に
は
、
木
股
知
史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
表
現
し
が
た
い
内
面
や
感
覚

に
象
徴
主
義
の
根
拠
を
見
出
す
理
解
の
系
譜
」
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
（
90
）。
こ
こ

で
、
そ
の
系
譜
の
中
の
厨
川
白
村
の
言
を
詳
し
く
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

白
村
は
、『
近
代
文
学
十
講
』（
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕
三
月　

大
日
本
図

書
）
中
、「
第
十
講　

非
物
質
主
義
の
文
芸
（
其
二
）」
の
章
で
、
象
徴
主
義
を

論
じ
て
い
る
。
白
村
は
象
徴
の
種
類
を
「
本
来
の
象
徴Eigentliches 

Sym
bol

」、「
諷
喩A

llegory

」、「
高
級
象
徴D

as H
och-Sym

bolische

」、

そ
し
て
「
情
調
象
徴
」
に
分
類
す
る
。「
現
代
人
の
内
部
生
活
の
奥
ふ
か
く
」

に
は
、「
普
通
の
思
想
や
感
情
の
や
う
に
纏
つ
た
も
の
で
は
な
く
て
全
く
思
議

す
べ
か
ら
ざ
る
捕
捉
す
べ
か
ら
ざ
る
」「
幽
玄
朦
朧
た
る
神
秘
的
境
地
」
が
存

在
す
る
が
、
こ
の
「
境
地
」
は
、「
露
骨
な
言
語
の
記
載
や
叙
述
に
待
つ
こ
と

は
到
底
不
可
能
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
内
部
生
活
の
奥
ふ
か
く
」
を
表
現
す

る
た
め
に
「
情
調
象
徴
」
が
使
用
さ
れ
る
と
白
村
は
説
明
す
る
（
91
）。

白
村
は
、
ロ

マ
ン
派
と
象
徴
主
義
の
差
異
は
、
象
徴
主
義
の
文
学
が
「
感
情
と
い
ふ
も
の
に

な
ら
な
い
前
の
此
情
調
─
即
ち
刺
戟
に
応
じ
て
喚
び
起
さ
れ
た
此
刹
那
の
気
分

そ
の
も
の
を
歌
は
う
と
す
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
述
べ
る
（
92
）。
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有
明
は
、「
我
」
と
「
自
然
」
と
が
一
つ
と
な
っ
て
存
在
す
る
よ
う
な
「
幽

致
」
こ
そ
を
、
象
徴
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、『
有
明
詩
集
』（
大
正

一
一
年
〔
一
九
二
二
〕
六
月　

ア
ル
ス
）
の
「
自
序
」
に
い
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
煩
悩
の
薫
染
、
積
聚
、
味
識
が
人
生
の
基
調
で
あ
る
が
如
く
、

そ
れ
に
相
応
し
交
徹
す
る
感
覚
の
綜
合
整
調
が
芸
術
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
の
如
く
芸
術
上
の
感
覚
の
綜
合
整
調
が
行
は
れ
て
、
始
め
て
個
人

の
内
的
経
験
が
心
理
的
に
自
然
の
生
命
の
律
動
的
表
現
と
な
る
の
で
あ
ら

う
。
即
ち
客
観
的
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
ら
う
。

　

こ
れ
が
芸
術
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
暗
示
の
開
展
で
あ
る
。

　

暗
示
と
は
熱
意
で
あ
る
、
全
情
意
的
の
も
の
で
あ
る
（
98
）。

　

有
明
が
、
自
身
の
文
学
に
お
け
る
『
審
美
新
説
』
の
影
響
に
言
及
し
て
い
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
主
観
的
な
情
調
が
結
果
的
に
客
観
に
転

じ
る
と
い
う
、
有
明
の
い
う
「
感
覚
の
綜
合
整
調
」
は
、
ま
さ
に
感
情
移
入
美

学
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
れ
を
、
自
身
の
「
暗
示
」
と
み
な
し
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
木
股
知
史
は
、「
有
明
が
『
暗
示
と
は
熱
意
で
あ
る
、
全

情
意
的
の
も
の
で
あ
る
』
と
記
し
た
の
は
、『
暗
示
』
が
知
的
な
意
味
の
交
換

作
用
な
の
で
は
な
く
て
『
内
的
経
験
』
の
全
的
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
主
張
を

こ
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
（
99
）。
有
明
の
象
徴
理
解
に
は
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
（Charles Pierre Baudelaire 

た
。
櫻
井
天
壇
も
ま
た
、
有
明
の
詩
の
「
感
情
の
直
接
性
に
乏
し
き
」
と
こ
ろ
、

技
巧
に
懲
り
す
ぎ
る
点
を
批
判
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、「
有
明
の
作
を
読
み

た
る
限
に
於
い
て
す
れ
ば
、
猶
独
仏
の
其
の
如
く
、
人
の
感
覚
を
擽
せ
ん
と
す

る
の
傾
向
を
認
め
得
べ
し
。
象
徴
主
義
の
詩
は
情
趣
の
み
の
詩
な
り
」
と
述
べ
、

有
明
を
「
象
徴
主
義
の
詩
を
代
表
す
る
者
」
と
し
て
評
価
し
て
い
る
（
95
）。

明
治
期

の
わ
が
国
に
お
い
て
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
感
情
移
入
美
学
や
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン

派
〉
の
移
入
に
功
の
あ
っ
た
櫻
井
天
壇
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
情
趣
」
が
す
な

わ
ち
〈Stim

m
ung

〉
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
天
壇
は
、

「
詩
壇
漫
言
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
七
月
）
で
も
、
有
明
の

詩
に
言
及
し
、「
能
動
の
我
と
所
動
の
自
然
と
を
合
一
せ
し
め
、
我
の
呼
吸
を

自
然
に
見
出
し
、
自
然
の
精
霊
を
我
に
摂
す
る
も
の
、
之
れ
実
に
近
代
象
徴
派

の
一
特
色
無
か
ら
ん
や
」
と
し
、
有
明
の
詩
に
主
客
融
合
の
表
現
を
見
、「
近

代
の
幽
致
」
で
あ
る
と
し
て
評
価
し
て
い
る
（
96
）。「

近
代
の
幽
致
」
と
い
う
語
は
、

有
明
の
第
三
詩
集
『
春
鳥
集
』（
明
治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
年
七
月　

本
郷
書

院
）
序
文
に
み
え
る
語
で
あ
る
。
有
明
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
「
近
代
の
幽

致
」
と
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
有
名
な
一
節
に
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
自
然
」
を
識
る
は
「
我
」
を
識
る
な
り
。
譬
へ
ば
「
自
然
」
は
豹
の

斑
に
し
て
、「
我
」
は
豹
の
瞳
子
の
如
き
か
。「
自
然
」
は
死
豹
の
皮
に
あ

ら
ざ
れ
ば
徒
ら
に
讌
石
に
敷
き
難
く
、「
我
」
は
ま
た
冷
然
た
る
他
が
眼

に
あ
ら
ざ
れ
ば
決
し
て
空
漠
の
見
を
容
れ
ず
。「
わ
れ
」
に
生
き
「
自
然
」

に
輝
き
て
、
一
箇
の
霊
豹
は
詩
天
の
苑
に
入
ら
む
と
す
る
な
り
（
97
）。
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あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
夜
空
に
散
っ
て
い
く
花
火
の
印
象
を
描
い
た
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
の「
黒
と
金
の
ノ
ク
タ
ー
ン　

落
下
す
る
花
火
」な
ど
の
ノ
ク
タ
ー

ン
シ
リ
ー
ズ
の
絵
は
、
写
実
的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
も
の
で
、
表

題
が
示
す
よ
う
に
色
彩
が
織
り
な
す
印
象
そ
の
も
の
や
、「
落
下
す
る
花
火
」

を
描
く
と
い
う
瞬
間
の
表
現
の
な
か
に
立
ち
現
れ
る
情
調
な
ど
を
音
楽
的
に
表

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
黒
と
金
の
ノ
ク
タ
ー
ン
」
は
有
明
も
散

文
詩
「
仙
人
掌
と
花
火
のA

PPRECIA
T

IO
N

」（『
屋
上
庭
園
』
明
治
四
三
年

〔
一
九
一
〇
〕
二
月
）
に
引
用
し
た
が
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
と
有
明
の
「
共
鳴
」
に

つ
い
て
木
股
は
、「
創
造
主
の
位
置
に
個
人
で
は
な
く
、『
線
と
形
と
色
』
が
置

か
れ
て
い
る
」
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
「
絵
画
を
純
粋
化
す
る
考
え
方
」
と
、「
主

客
を
融
合
し
幻
想
そ
の
も
の
の
自
立
を
提
唱
す
る
」
点
で
「
個
人
に
重
き
を
置

い
て
い
な
い
」
有
明
の
象
徴
主
義
に
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
萌
芽
」
が
み
ら
れ
る
と

指
摘
し
て
い
る
（
102
）。

　

有
明
自
身
、「
象
徴
主
義
の
移
入
に
就
て
」（『
飛
雲
抄
』
昭
和
一
三
年
〔
一
九

三
八
〕、
書
物
展
望
社
）
で
、「
自
然
主
義
に
於
け
る
環
境
と
象
徴
派
に
於
け
る

情
調
と
は
、
そ
れ
を
押
詰
め
て
み
る
と
き
に
、
共
に
類
似
し
た
作
用
を
起
す
も

の
で
あ
る
。
人
間
の
個
性
が
没
却
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
103
）。

共
に
感
情
移
入
美
学
を
摂
取
し
て
展
開
し
た
「
新
自
然
主
義
」
の
理
論
と
象
徴

主
義
が
、
自
我
の
確
立
に
向
か
わ
ず
、
自
我
と
全
体
と
の
融
合
と
い
う
と
こ
ろ

に
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
見
出
し
、
そ
の
航
路
を
共
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
五
章
で
述
べ
た
い
。

1821
─1867

）
の
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン
ス
の
思
想
や
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ

（A
rthur W

illiam
 Sym

ons 1865

─1945

）
の
影
響
が
あ
る
の
だ
が
、
有
明
の
象

徴
主
義
は
、
感
情
移
入
美
学
と
「
象
徴
的
意
識
」
を
同
一
視
し
た
岡
崎
義
惠
が
、

「
あ
ら
ゆ
る
人
格
内
容
の
表
現
は
象
徴
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
感
情
移
入

美
学
に
接
近
し
て
い
る
（
100
）。

岡
崎
は
、「
近
代
の
象
徴
主
義
的
世
界
観
」
の
特
徴

を
、「
宇
宙
の
統
一
を
信
じ
、
各
個
体
の
聯
絡
、
同
根
が
力
説
せ
ら
れ
る
」
と

こ
ろ
に
あ
る
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。

外
界
の
不
完
全
な
享
受
、
又
は
抽
象
的
な
、
荒
誕
な
神
的
存
在
の
高
低
な

ど
に
立
脚
し
て
は
居
な
い
。
飽
く
迄
も
外
物
に
即
し
、
現
実
の
外
界
そ
の

も
の
に
意
義
を
与
へ
よ
う
と
い
ふ
態
度
で
あ
る
。
故
に
そ
の
象
徴
関
係
は

内
面
的
・
融
化
的
で
あ
る
（
101
）。

　

片
山
孤
村
も
、
空
想
や
神
秘
的
な
も
の
を
扱
う
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
と
、

ド
イ
ツ
の
象
徴
主
義
を
区
別
し
た
が
、
現
実
世
界
そ
の
も
の
に
事
物
や
主
客
の

連
絡
を
見
、
そ
の
融
合
を
「
全
情
意
的
」
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
す

と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
的
な
象
徴
の
考
え
が
流
れ
こ
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
特
質
は
「
新
自
然
主
義
」
の
主
張
と
も
重
な
る
の

だ
が
、
も
う
一
つ
、
感
情
移
入
美
学
を
接
点
と
す
る
自
然
主
義
と
象
徴
主
義
の

重
要
な
共
通
項
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

木
股
知
史
は
、
有
明
の
散
文
詩
の
表
現
を
重
く
見
て
、
そ
こ
に
画
家
ホ
イ
ッ

ス
ラ
ー
（Jam

es A
bbott M

cneill W
histler 1834

─1903

）
と
の
「
共
鳴
」
が
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学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
一
〇
月
）
で
、「
新
し
く
興
り
来
れ
る
自
然
主

義
」
を
説
明
し
て
、「
客
観
の
事
象
に
我
を
托
し
、『
我
が
生
命
と
な
つ
た
る
自

然
』
の
活
現
す
る
を
正
に
其
の
絶
対
境
と
観
る
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
106
）。

御
風
は
、「
自
然
主
義
の
作
物
に
あ
り
て
は
描
か
れ
た
る
自
然
は
自
己
と
生
命

を
同
じ
う
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
価
値
あ
り
と
す
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
（
107
）。

つ

ま
り
、
主
客
融
合
の
理
念
の
中
に
は
、
対
象
の
「
生
命
」
と
自
身
の
「
生
命
」

と
の
融
合
、
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
身
の
「
生
命
」
を
移
し
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
か
ら
自
身
の
「
生
命
」
が
感
じ
と
ら
れ
る
よ
う
な
考
え
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
、
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』（
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
〕
四
月　

岩
波
書

店
）
で
は
、「
如
何
に
し
て
物
象
は
生
命
の
象
徴
と
な
る
か
」
と
い
う
疑
問
に
、

感
情
移
入
が
答
え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
108
）。

阿
部
の
手
引
き
に
そ
っ
て
、
リ
ッ
プ

ス
の
感
情
移
入
美
学
と
「
生
命
の
象
徴
」
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
リ
ッ
プ
ス
は
、
感
情
移
入
美
学
の
本
能
を
〈
生
の
表
出
の
本
能
〉

（Lebensau sserung

）
に
あ
る
と
し
た
。『
美
学
』
で
は
、「
美
的
態
度
」
つ
ま

り
感
情
移
入
に
と
っ
て
、「
物
象
は
単
純
な
る
感
覚
的
存
在
で
は
な
く
て
」「
感

情
を
、
心
を
、
生
命
を
表
出
す
る
象
徴
（Sym

bol

）」
で
あ
る
と
し
、
感
情
移

入
と
は
つ
ま
り
、「
あ
ら
ゆ
る
物
象
の
中
に
生
命
を
発
見
す
る
態
度
」
で
あ
る

と
す
る
（
109
）。
す
で
に
本
稿
で
は
確
認
し
た
よ
う
に
、
感
情
移
入
と
は
、
狭
義
の
場

合
〈Stim

m
ung

〉
や
、
よ
り
一
般
的
に
は
自
己
の
感
情
を
対
象
の
中
に
移
し

入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
物
象
を
「
生
命
を
表
出
す
る
象
徴
」

と
見
る
場
合
も
、「
我
等
が
直
接
に
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
唯
自
己
の

四
、
生
命
の
象
徴
と
感
情
移
入
美
学

　

鈴
木
貞
美
は
、
二
〇
世
紀
転
換
期
の
わ
が
国
の
文
芸
界
の
動
向
を
、「
生
命

の
象
徴
表
現
」
と
い
う
視
点
で
ま
と
め
て
い
る
。
鈴
木
が
定
義
す
る
「
生
命
の

象
徴
表
現
」
に
は
、
ま
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
然
主
義
の
没
落
と
象
徴
主
義
の
勃

興
の
受
容
」、
二
番
目
に
「
主
客
合
一
論
と
感
覚
や
印
象
主
義
の
流
行
」、
三
番

目
に
「『
新
古
今
和
歌
集
』
の
再
評
価
」、
そ
し
て
「『
生
命
の
象
徴
』
表
現
論

の
流
れ
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
104
）。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
感
情
移
入
美
学
の
受
容
の

流
れ
も
こ
れ
ら
の
要
素
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、「
生
命
の
象
徴
」

と
い
う
こ
と
を
、
感
情
移
入
美
学
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
辿
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

　

早
い
時
期
に
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
五
月
の
『
帝
国
文
学
』「
雑

報
欄
」
が
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
「
第
二
自
然
主
義
」、
つ
ま
り
鴎
外
が
い
う
と

こ
ろ
の
「
後
自
然
主
義
」（
森
鴎
外
）
に
言
及
し
、「
文
壇
自
然
主
義
の
諸
家
」

に
対
し
て
、「
直
に
事
象
の
深
奥
な
る
内
的
生
命
を
捕
捉
し
、
之
を
揮
擁
し
、

以
て
第
二
自
然
主
義
の
機
運
を
啓
く
こ
と
を
試
み
ざ
る
可
か
な
ら
ず
。
澎
湃
た

る
近
代
の
思
潮
は
、
実
な
る
客
観
の
枯
淡
な
る
描
写
に
よ
り
て
の
み
か
い
ま
み

得
べ
く
も
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
主
張
し
て
い
る
（
105
）。
鴎
外
訳
で
は
「
直
ち
に
進
み

て
そ
の
（
引
用
者
注
─
自
然
）
深
秘
な
る
内
性
を
暴
露
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
な

り
」
と
い
う
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、「
深
秘
な
る
内
性
」
が

「
内
的
生
命
」
と
さ
れ
て
い
る
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
お

き
た
い
。
他
に
も
、
相
馬
御
風
は
「
文
芸
上
主
客
両
体
の
融
会
」（『
早
稲
田
文
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明治期における感情移入美学の受容と展開

「
内
生
活
直
写
の
文
学
（
再
び
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕
二

月
四
日
）
で
、「
字
義
其
儘
のdarstellen

（
引
用
者
注
─represent

）」
の
表

現
の
あ
る
こ
と
、「
客
観
描
写
の
文
芸
、
浮
彫
の
文
芸
の
外
に
此
別
天
地
あ
る

こ
と
を
知
ら
ざ
る
者
は
色
盲
で
あ
る
（
113
）」
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕

生
』
を
用
い
、「
デ
イ
オ
ニ
ユ
ゾ
ス
の
徒
は
一
切
を
精
神
に
翻
訳
し
て
、
精
神

生
活
の
内
容
と
し
て
価
値
あ
る
が
故
に
之
を
描
写
す
る
」
つ
ま
り
「
内
生
活
直

写
の
文
芸
」
に
阿
部
は
言
及
し
た
（
114
）。
従
っ
て
、「
リ
ッ
プ
ス
の
美
学
説
の
紹
介

で
は
な
く
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
根
本
観
念
に
従
つ
て
、
自
ら
美
学
の
諸
問
題
を
考

察
す
る
こ
と
（
115
）」

を
目
指
し
た
阿
部
に
お
け
る
、
感
情
移
入
美
学
に
対
す
る
関
心

の
あ
り
方
は
、〈
生
の
哲
学
〉
の
文
脈
で
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
感
情
移
入
美
学
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
同
時
代
的
に
受

容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
内
部
生
命
の
表
現
こ
そ
が
新
し
い

芸
術
表
現
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
た
と
え
ば
、『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
さ

れ
た
桂
井
當
之
助
の
「
生
命
中
心
の
思
想
」（
前
出
）
も
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

感
情
移
入
美
学
の
受
容
と
関
わ
り
を
も
つ
〈
生
命
の
象
徴
表
現
〉
の
系
譜
を

辿
れ
ば
、
そ
の
源
泉
に
は
島
村
抱
月
の
存
在
が
あ
る
。
抱
月
の
「
新
自
然
主

義
」
理
論
に
感
情
移
入
美
学
受
容
の
痕
跡
が
大
き
な
要
因
と
し
て
働
い
て
い
た

こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
帰

朝
以
来
、
新
し
い
自
然
主
義
の
進
む
べ
き
「
旅
程
」（「
囚
は
れ
た
る
文
芸
」）
を

示
し
続
け
て
き
た
抱
月
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
帰
朝
以
来
の
自
然

主
義
論
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
『
近
代
文
芸
之
研
究
』（
六
月　

早
稲
田
大
学
出

版
部
）
を
出
版
す
る
。
そ
の
表
紙
に
は
、「
在
る
が
ま
ゝ
の
現
実
に
即
し
て
／

生
命
、
自
己
の
活
動
、
自
己
の
感
情
の
み
」
な
の
で
あ
る
（
110
）。「

美
的
態
度
」
を

説
明
し
た
阿
部
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
。

美
的
態
度
は
、
生
命
の
泉
に
身
を
漬
け
て
そ
のLeben und W

eben

と

共
に
生
き
る
態
度
で
あ
る
。
観
照
と
は
固
よ
り
自
己
が
絶
対
的
静
止
を
保

つ
て
、
生
き
動
く
世
界
に
対
立
す
る
と
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
我
等
は
自

ら
生
き
動
く
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
生
き
動
く
も
の
を
観
照
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
併
し
観
照
す
る
と
き
我
等
は
唯
対
象
の
中
に
の
み
動
く
。
対
象

と
共
に
の
み
動
く
（
111
）。

　
「
美
的
態
度
」
す
な
わ
ち
感
情
移
入
が
、
主
客
の
対
立
を
乗
り
越
え
、
主
体

と
客
体
が
同
じ
「
生
命
の
泉
」
に
浸
り
、
共
に
「
生
き
動
く
」
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
リ
ッ
プ
ス
は
、
以
上
の
感
情
移
入
を
「
完
全
な
る
感
情

移
入
（V

olle Einfühlung

）」
と
し
た
。
こ
の
「
完
全
な
る
感
情
移
入
」
の
態

度
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
外
界
に
生
命
や
感
情
を
附
与
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
主
客
融
合
の
障
碍
と
な
る
の
が
、「
概
念
的
思
惟
の

態
度
を
以
て
世
界
を
見
る
」
こ
と
、
ま
た
利
害
関
係
で
対
象
を
図
る
こ
と
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
阿
部
は
リ
ッ
プ
ス
に
お
け
る
「
完
全
な
る
感
情
移
入
」
を
説
明

し
て
、「
概
念
的
思
惟
や
利
害
的
打
算
等
の
見
方
よ
り
も
更
に
根
本
的
な
、
直

接
経
験
の
世
界
」
に
お
い
て
客
観
に
向
か
う
と
き
、「
万
物
は
凡
て
生
命
に
充

ち
て
、
世
界
は
『
始
め
て
の
日
』
の
如
く
鮮
や
か
に
見
え
る
」
と
記
し
て
い
る
（
112
）。

「
内
生
活
真
写
の
文
学
」（『
朝
日
新
聞
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
八
月
二
九
日
）、
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フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
は
、
芸
術
上
の
観
照
は
、
観
照
の
理
想
型
で
あ
る
と
し
た
。

芸
術
上
の
観
照
と
は
、「
官
能
上
形
相
の
一
辺
」
と
「
他
の
霊
性
上
含
蓄
の
一

辺
」
が
、「
融
合V

erschm
elzung

」
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
「
審
美
観
に
重

き
価
値
を
与
ふ
る
」
も
の
で
あ
る
と
み
た
の
で
あ
る
（
118
）。

抱
月
の
主
張
と
重
な
る

部
分
で
も
あ
り
、
相
馬
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
確
か
に
「
観
照
」
と
い
う
言

葉
の
中
に
あ
る
美
学
の
影
響
と
い
う
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

加
え
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
「
観
照
」
説
を
抱
月
の
「
観
照
」
に
照
ら
し
あ
わ
せ

る
な
ら
ば
、
よ
り
そ
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
リ
ッ
プ
ス

は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
弊
害
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

純
粋
な
感
情
移
入
の
境
地
に
は
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
し
、「
対
象
の
美

的
意
義
に
徹
す
る
た
め
に
、
我
等
の
主
観
が
充
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
條
件
」
と

し
て
「
美
的
観
照
」
を
挙
げ
た
（
119
）。

リ
ッ
プ
ス
は
、「
美
的
観
照
」
の
た
め
に
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
意
味
の
現
実
か
ら
遮
断
し
て
、
こ
れ
（
引
用
者
注
─
「
美
的
観
照
」）

に
一
種
特
異
な
る
存
在
を
与
へ
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
無
条
件
の
存
在
を
有
す

る
対
象
を
、
単
に
思
惟
し
表
象
す
る
に
止
ら
ず
に
─
こ
の
意
味
に
於
い
て

『
観
』
る
に
止
ら
ず
に
、
全
然
こ
の
対
象
に
没
頭
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
対
象
を
観
照
す
る
と
は
、
静
止
せ
る
自
己
を
以
て
、
生
き
動
く
対
象
の
世

界
に
対
立
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
己
も
亦
対
象
と
共
に
生
動
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
し
た
（
120
）。
先
に
挙
げ
た
『
近
代
文
芸
之
研
究
』
の
表
紙
の
言
葉
を
鑑
み
れ

ば
、
抱
月
は
、「
全
的
意
義
を
髣
髴
す
」
る
こ
と
の
で
き
る
「
味
に
徹
し
た
る

人
生
」
を
「
観
照
」
と
い
い
、
そ
し
て
「
芸
術
」
と
同
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
は
難
し
い
「
全
的
意
義
」
を
主
客
融
合
の
境
地
で
味
わ
う

全
的
存
在
の
意
義
を
髣
髴
す
／
観
照
の
世
界
也
／
味
に
徹
し
た
る
人
生
也
／
此

の
心
境
を
芸
術
と
い
ふ
」
と
い
う
語
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
抱
月
の
「
観
照
」
的

態
度
に
は
仏
教
思
想
の
基
盤
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
「
観
照
」
の
中
に

「
客
観
と
主
観
の
神
秘
的
な
結
合
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
相
馬
庸
郎
の
論

に
は
す
で
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
相
馬
は
、
抱
月
の
「
観
照
」
と
い
う
用
語
に

美
学
の
「intuition

」、「A
nschauung

」
と
い
う
概
念
を
重
ね
る
興
味
深
い

視
点
を
提
出
し
て
い
る
。
相
馬
は
、『
岩
波
哲
学
小
辞
典
』
記
載
の
「
美
意
識

の
知
的
活
動
は
論
理
的
で
な
く
、
感
情
と
密
接
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
か
ら
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
所
謂
『
感
情
に
充
ち
た
直
感
』
の
概
念
も
生

ず
」
と
い
う
解
説
を
ひ
き
な
が
ら
、
抱
月
の
「
観
照
」
的
態
度
の
中
に
、
フ
ォ

ル
ケ
ル
ト
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
116
）。
森
鴎
外
が
翻
訳
し
た
フ
ォ

ル
ケ
ル
ト
の
『
審
美
新
説
』
で
は
、「
観
照
」
は
「
観
相
」
と
訳
さ
れ
て
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

芸
術
の
志
は
先
づ
観
相A

nschauung

を
作
る
に
在
り
。
観
相
と
は

官
能
上
接
受
な
り
。
独
り
目
も
て
受
く
る
を
い
ふ
の
み
な
ら
ず
、
耳
も
て

楽
声
を
受
く
る
と
空
想
も
て
詩
趣
を
受
く
る
と
も
亦
等
し
く
是
れ
観
相
な

り
。
縦
令
芸
術
上
に
物
を
観
ず
る
と
き
、
観
相
以
外
の
某
の
物
あ
ら
ん
も
、

そ
の
物
猶
皆
観
相
に
密
契
し
観
相
に
隷
属
す
。
若
し
看
者
起
す
所
の
諸
情

諸
思
惟
に
し
て
一
た
び
観
相
を
離
る
ゝ
と
き
は
、
是
れ
そ
の
観
察
早
く
既

に
芸
術
の
範
囲
外
に
逸
出
せ
る
な
り
（
117
）。
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な
る
。
別
に
松
を
人
化
し
た
の
で
な
く
、
松
自
然
の
生
が
我
に
味
は
ゝ
れ

る
や
う
に
感
ず
る
（
122
）。

　

抱
月
は
、
こ
の
「
他
的
同
情
」
＝
感
情
移
入
こ
そ
が
「
静
か
な
観
照
の
態

度
」
で
あ
る
と
し
、「
実
生
活
で
経
験
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
別
意
識
の

香
り
が
さ
し
て
来
る
。
所
謂
生
の
味
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
123
）。

こ
こ
に
も
、
抱
月
に
お
け
る
「
観
照
の
態
度
」
と
感
情
移
入
美
学
の
密
接
な
関

係
、
と
い
う
よ
り
も
、
感
情
移
入
こ
そ
が
「
観
照
の
態
度
」
そ
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
思
考
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
観
照
の
態
度
」
が
開
く
と

さ
れ
て
い
る
境
地
に
つ
い
て
、
今
少
し
抱
月
の
言
を
借
り
よ
う
。

今
ま
で
は
其
の
局
部
々
々
の
嬉
し
い
悲
し
い
の
情
緒
に
く
ら
ま
さ
れ
て
、

気
づ
か
な
か
つ
た
我
が
心
内
の
諸
観
念
諸
情
意
の
活
動
す
な
は
ち
天
地
一

切
を
包
含
す
る
我
が
生
の
営
み
の
味
も
し
く
は
意
義
を
感
得
す
る
の
で
あ

る
。
生
そ
の
も
の
ゝ
味
に
ま
で
覚
到
し
た
生
活
で
あ
る
。
此
所
に
至
つ
て

芸
術
活
動
は
実
生
活
と
異
な
る
条
件
を
完
成
す
る
。
芸
術
と
実
生
活
と
は

実
に
局
部
我
よ
り
脱
し
て
全
我
の
生
の
意
義
す
な
は
ち
価
値
に
味
到
す
る

と
い
ふ
一
線
に
よ
つ
て
区
界
せ
ら
れ
る
（
124
）。

　
「
生
そ
の
も
の
ゝ
味
に
ま
で
覚
到
し
た
生
活
」
そ
し
て
、「
観
照
」
を
つ
な
ぐ

の
は
、
感
情
移
入
美
学
に
他
な
ら
な
い
。
自
身
の
〈
新
自
然
主
義
論
〉
の
総
括

と
し
て
の
評
論
集
の
表
紙
に
抱
月
が
記
し
た
「
在
る
が
ま
ゝ
の
現
実
に
即
し
て

こ
と
、
そ
し
て
、
芸
術
に
与
え
る
自
立
性
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
、
感
情
移
入

美
学
を
取
り
入
れ
な
が
ら
抱
月
が
理
論
化
し
た
「
観
照
」
の
世
界
で
あ
る
と
い

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。「
観
照
」
と
は
、
対
象
に
触
れ
ず
に
、
あ
る
い
は
対
象
に

対
立
し
て
観
察
す
る
姿
勢
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
全
く
逆
に
「
対
象
の
命
ず

る
が
ま
ゝ
に
、
対
象
に
没
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
生
き
る
と
こ
ろ
」
に

あ
る
と
、
感
情
移
入
美
学
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
121
）。

　

さ
て
、
抱
月
の
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」（『
早
稲
田
文
学
』

明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
九
月
）
で
は
、「
ド
イ
ツ
の
ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
」

へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
抱
月
は
「
他
的
同
情
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
芸
術
上
の

心
理
作
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
、
抱
月
に
お
け
る
的
確
な
感

情
移
入
美
学
の
理
解
及
び
感
情
移
入
美
学
の
重
要
概
念
が
表
れ
て
い
る
の
で
確

認
し
て
お
き
た
い
。

吾
人
の
考
へ
る
所
で
は
、
我
々
の
情
は
必
ず
し
も
対
手
が
人
間
で
あ
る
場

合
に
の
み
流
れ
出
で
ゝ
先
方
へ
附
着
す
る
も
の
で
は
な
い
。
禽
獣
草
木
に

対
し
て
も
、
将
又
全
く
無
生
な
る
模
様
、
色
彩
等
に
対
し
て
も
同
情
す
る
。

峰
の
頂
に
一
本
立
つ
て
ゐ
る
松
の
樹
、
元
来
は
非
情
の
も
の
で
あ
る
が
、

我
が
之
に
対
す
る
と
、
其
の
色
や
形
の
、
空
に
抜
ん
で
た
地
位
干
繋
や
、

乃
至
之
れ
が
風
を
宿
し
日
を
含
む
光
景
や
、
其
の
枝
に
止
ま
つ
た
鳥
の
心

持
や
其
の
樹
下
に
憩
ふ
人
の
心
持
や
が
相
寄
つ
て
、
伴
の
松
の
樹
が
本
来

有
す
る
か
と
も
思
は
れ
る
一
種
の
情
を
我
が
心
内
に
組
み
立
て
る
。
而
し

て
そ
れ
が
移
つ
て
松
の
樹
に
附
着
す
る
と
、
其
の
松
が
生
き
た
松
の
樹
に
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ド
の
「
活
如
」
と
い
う
の
も
同
様
の
概
念
を
指
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

岩
佐
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
抱
月
の
考
察
は
「
気
韻
生
動
」（『
早
稲
田

文
学
』
明
治
二
八
年
〔
一
八
九
五
〕
六
月
）
の
中
で
更
な
る
展
開
を
み
せ
る
。
抱

月
は
、「
気
韻
生
動
と
い
ひ
生
趣
活
動
と
い
ふ
、
皆
芸
術
品
の
美
を
称
す
る
の

名
に
し
て
、
要
は
事
物
に
生
命
あ
る
の
謂
な
り
」
と
冒
頭
に
記
し
、「
芸
術
的

作
物
の
美
な
る
を
得
る
は
、
之
に
生
命
あ
る
が
故
な
り
」
と
い
う
考
え
を
示
し

て
い
る
（
128
）。

気
韻
生
動
と
は
所
詮
、
事
物
が
我
れ
の
心
に
於
て
活
く
る
の
謂
な
り
、
単

に
山
な
り
水
な
り
と
の
知
識
を
与
ふ
る
に
あ
ら
ず
、
ま
た
単
に
我
れ
の
感

覚
性
を
刺
戟
せ
ら
る
ゝ
に
あ
ら
ず
、
両
面
一
に
帰
し
て
一
個
独
立
の
具
象

的
存
在
を
成
ず
る
の
謂
な
り
。
山
な
り
水
な
り
と
知
ら
し
む
る
は
理
に
訴

ふ
る
も
の
に
し
て
、
事
物
の
形
よ
く
一
定
の
関
係
を
だ
に
た
も
た
ば
、
之

れ
を
成
す
こ
と
容
易
な
れ
ど
、
之
れ
に
生
命
を
兼
ね
し
め
ん
に
は
、
更
に

感
を
動
か
す
に
足
る
の
要
素
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
理
解
せ
ら
れ
（
又
は
思

考
せ
ら
れ
）
て
且
つ
感
情
を
刺
す
こ
と
深
切
、
此
に
於
て
か
事
物
に
生
命

あ
り
、
美
の
要
件
に
か
な
ひ
て
気
韻
生
動
す
べ
し
。
或
は
之
れ
を
天
地
万

物
の
理
想
な
り
と
も
言
は
ん
（
129
）。

　
「
気
韻
生
動
」
に
い
う
よ
う
に
、
対
象
の
中
に
生
き
生
き
と
し
た
生
気
が
溢

れ
て
い
る
理
想
的
芸
術
が
い
か
に
し
て
成
る
の
か
を
、
抱
月
は
シ
ラ
ー
や
ラ
ッ

ド
ら
の
説
も
用
い
な
が
ら
説
き
、
対
象
の
「
形
」
の
中
に
、「
想
」
を
〈
沖
す
〉

／
全
的
存
在
の
意
義
を
髣
髴
す
／
観
照
の
世
界
也
」
の
一
文
は
ま
こ
と
に
意
義

深
い
。

　

蒲
原
有
明
は
、
自
身
の
「
暗
示
」
に
つ
い
て
「
芸
術
上
の
感
覚
の
綜
合
整
調

が
行
は
れ
て
、
始
め
て
個
人
の
内
的
経
験
が
心
理
的
に
自
然
の
生
命
の
律
動
的

表
現
と
な
る
」
と
し
、
こ
れ
は
「
全
情
意
的
の
も
の
」（
前
出
『
有
明
詩
集
』「
自

序
」）
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
主
体
の
内
部
が
「
自
然
の
生
命
」
表
現
と
な
る

と
い
う
点
、
ま
た
、
こ
の
「
暗
示
」
が
「
全
情
意
的
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

点
に
、
主
客
融
合
を
「
全
我
の
生
の
意
識
」
と
す
る
抱
月
と
の
近
さ
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

抱
月
は
、「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」（
前
出
）「
五　

実
と
仮
と
、
現

象
と
実
在
と
、
形
と
想
と
、
自
然
美
と
芸
術
美
と
、
写
実
的
と
理
想
的
と
、」

で
、「
自
然
美
」
と
「
芸
術
美
」
を
比
較
し
、「
形
五
十
、
想
五
十
」
の
「
自
然

美
」
に
対
し
て
、
芸
術
は
、「
想
を
多
量
に
し
て
自
然
に
近
づ
く
」
と
し
た
（
125
）。

こ
の
「
想
」
は
、
す
で
に
岩
佐
壮
四
郎
の
論
考
に
あ
る
よ
う
に
、
知
的
判
断
以

前
の
本
源
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
抱
月
の
い
う
「
観
照
」
は
「『
想
』
を
『
形
』
の
な
か
に
直

観
す
る
行
為
」
に
他
な
ら
な
い
（
126
）。

そ
し
て
、
抱
月
は
「
想
」
の
意
義
を
論
じ
る

の
に
、
謝
赫
が
『
古
画
品
録
』
序
で
「
画
の
六
法
」
の
第
一
に
挙
げ
て
い
る

「
気
韻
生
動
」
を
例
に
、「
其
の
意
蓋
し
形
の
三
四
十
な
る
に
係
ら
ず
、
想
を
五

十
の
自
然
に
沖
せ
し
め
よ
と
い
ふ
に
外
な
ら
ず
。
一
抹
淡
墨
に
も
、
想
だ
に
籠

ら
ば
雲
烟
は
お
の
づ
か
ら
雲
烟
た
る
べ
く
、
山
水
は
お
の
づ
か
ら
山
水
た
る
べ

し
」
と
説
明
を
加
え
て
い
る
（
127
）。
抱
月
は
、
シ
ラ
ー
の
「
活
け
る
虚
形
」
や
ラ
ッ
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指
摘
し
て
い
る
（
131
）。

稲
賀
は
、
他
に
わ
が
国
の
例
と
し
て
、
伊
勢
専
一
郎
『
支
那

の
絵
画
』（
大
正
一
一
年
〔
一
九
二
二
〕）
や
園
頼
三
『
芸
術
創
作
の
心
理
』（
大

正
一
一
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
稲
賀
は
、「
当
時
の
東
ア
ジ
ア
諸

国
民
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
へ
の『
目
覚
め
』」を
見
、「
今
日
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
絵
画
は
そ
の
『
東
洋
画
化
』
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
す
る
、
寸
法
は

ず
れ
の
東
洋
優
位
（
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
）
思
想
が
発
生
し
た
」
と
指
摘
し
て

い
る
の
だ
が
、「
感
情
移
入
と
気
韻
生
動
と
の
同
一
視
」
と
い
う
点
に
限
っ
て

い
え
ば
、
同
じ
よ
う
な
現
象
が
明
治
期
の
わ
が
国
で
も
み
ら
れ
た
の
だ
と
い
え

る
。

　

そ
し
て
、
感
情
移
入
美
学
や
ド
イ
ツ
の
〈
生
の
哲
学
〉
を
受
容
し
つ
つ
、
東

洋
画
論
を
根
拠
に
自
身
の
短
歌
論
を
論
じ
、
自
身
の
写
生
論
を
補
強
す
る
も
の

と
し
て
気
韻
生
動
を
取
り
入
れ
た
の
が
斎
藤
茂
吉
で
あ
っ
た
。
茂
吉
は
、
す
で

に
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
「
気
分
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』）
と
い
う
文
章
で

チ
ー
ヘ
ン
や
ヴ
ン
ト
、
リ
ッ
プ
ス
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
三
ヶ
月
後
の
文

章
で
は
「
自
然
を
歌
ふ
の
は
性
命
を
自
然
に
投
射
す
る
の
で
あ
る
。

N
aturebeseelung

で
あ
る
。
自
然
を
写
生
（
窪
田
氏
等
の
用
ゐ
る
意
味
と
違

ふ
）
す
る
の
は
、
即
ち
自
己
の
生
を
写
す
の
で
あ
る
」
と
し
、「
天
然
を
詠
じ

て
も
な
ほ
鮮
か
に
自
己
が
表
は
れ
得
る
の
で
あ
る
」
と
、
自
身
の
写
生
の
意
味

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
132
）。
茂
吉
は
、
自
身
の
短
歌
に
お
い
て
は
「
写
生
」
の

「
生
」
を
、
東
洋
画
論
か
ら
学
ん
だ
と
し
、
茂
吉
自
身
は
「
生
活
、
生
命
、
生

等
を
皆
『
生
』
の
一
字
に
帰
せ
し
め
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
写

生
」
は
、
決
し
て
静
止
的
、
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
「
時
間
的
」「
律
動
的
」

こ
と
に
よ
っ
て
対
象
の
「
生
命
」
が
自
身
の
心
で
「
活
く
る
」
こ
と
を
「
理

想
」
と
し
た
。
抱
月
の
唱
え
る
「
理
想
美
」
は
、「『
想
』
に
よ
っ
て
自
然
の

『
生
命
』
を
把
捉
し
、
そ
れ
を
『
形
』
と
し
て
表
現
す
る
営
み
」
と
岩
佐
は
述

べ
た
が
、
こ
の
点
で
後
に
、
自
身
の
情
を
客
体
に
移
入
す
る
こ
と
を
唱
え
た
感

情
移
入
美
学
を
抱
月
が
摂
取
す
る
際
の
素
地
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

他
に
も
例
え
ば
、
片
山
孤
村
は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
「
伊
吹
郊
人

に
与
ふ
」（『
中
央
公
論
』
一
二
月
）
で
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
『
審
美
学
体
系
』

第
一
巻
を
参
照
し
な
が
ら
「
情
趣
象
徴
法
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、

「
興シ
ユ
テ
ン
ム
ン
グ
ス
フ
オ
ル

趣
豊
か
な
り
」と
か
、「
気
韻
生
動
」
な
ど
は
、「
主
観
的
で
、
且
つ
朦
朧
」

と
し
た
美
を
表
す
用
語
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、〈Stim

m
ungs sym

bolik

〉

で
表
現
さ
れ
る
対
象
の
中
に
表
れ
る
「
朦
朧
」
と
し
た
美
を
、
気
韻
生
動
と
共

通
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
（
130
）。

対
象
の
中
か
ら
生
き
生
き
と
し
た
気

が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
気
韻
生
動
は
、
同
じ
く
対
象
の
中
か
ら

〈Stim
m

ung

〉、
そ
し
て
生
命
が
感
じ
と
ら
れ
る
と
い
う
感
情
移
入
美
学
を
説

明
す
る
た
め
の
受
け
皿
の
一
つ
と
な
っ
た
。
稲
賀
繁
美
は
、
中
国
で
も
、「
中

国
美
術
現
代
芸
術
上
勝
利
」（『
東
方
雑
誌
』
一
九
三
〇
年
一
月
）
を
著
し
た
豊
子

愷
（1898

─1975

）
が
、
感
情
移
入
の
概
念
は
「
既
に
東
洋
古
典
美
学
に
言
う
気

韻
生
動
の
考
え
に
よ
っ
て
さ
ら
に
先
ま
で
進
展
さ
れ
て
」
い
る
と
み
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
い
う
『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』

（
一
九
一
二
）
で
述
べ
た
「
作
品
の
精
神
性
と
い
う
考
え
も
ま
た
、
中
国
上
代

の
気
韻
生
動
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る
、
と
の
説
を
展
開
し
て
い
る
」
こ
と
を
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の
「
生
」
と
い
う
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
鈴
木
貞
美
の
意
義
深
い
指
摘
が
あ
る
。

　

鈴
木
は
、『
童
馬
漫
語
』（
大
正
八
年
〔
一
九
一
九
〕
八
月　

春
陽
堂
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
「
い
の
ち
の
あ
ら
は
れ
」
の
章
で
、「
生
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ

て
い
る
部
分
に
、
ア
ラ
ラ
ギ
初
出
稿
「
短
歌
小
言
」
で
は
、「
感
覚
」「
感
情
」

「
気
分
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
136
）。

こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
鈴
木
は
、
茂
吉
の
い
う
「
あ
ら
は
れ
」
と
い
う
こ
と
を
、

「『
直
写
』
と
い
い
か
え
れ
ば
」
茂
吉
の
主
張
は
、
阿
部
の
「
内
生
活
真
写
の
文

学
」、「
内
生
活
直
写
の
文
学
（
再
び
）」（
前
出
）
の
主
張
と
「
ほ
ぼ
同
じ
」
も

の
で
あ
る
と
み
て
い
る
（
137
）。

リ
ッ
プ
ス
を
引
用
し
て
、「
芸
術
の
意
義
」
を
感
情

移
入
美
学
に
み
、「
象
徴
の
根
拠
は
人
間
と
世
界
と
が
別
物
で
な
い
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
た
阿
部
の
「
象
徴
主
義
の
話
」（
前
出
）
が
、
茂
吉
の
依
頼
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
阿
部
次
郎
と
斎
藤
茂
吉
の
交
流
の
意
味
は
大
き
い
。

鈴
木
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
茂
吉
が
定
義
す
る
「
生
」
の
背
後
に
「
気
分
」

や
「
感
情
」
へ
の
着
目
が
あ
る
こ
と
は
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。
先
に
引
用
し
た
「
気
分
」
と
い
う
文
章
で
茂
吉
は
チ
ー
ヘ
ン
や
ヴ
ン
ト
に

言
及
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
明
治
三
〇
年
代
に
わ
が
国
に
翻
訳
出
版
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
た
（
138
）。

　

例
え
ば
、
松
本
孝
次
郎
訳
の
チ
ー
ヘ
ン
『
生
理
的
心
理
学
』
で
は
、

「Gefühlston

」
を
「
情
調
」、「Stim

m
ung

」
を
「
気
元
」
と
訳
し
て
い
る
。

リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
人
間
の
、
よ
り
本
源
的
な
情
調
に
着
目
し
た
こ

と
は
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、「
い
の
ち
の
あ
ら
は
れ
」
の
初
出
稿
の

時
点
で
、
茂
吉
に
は
、
当
時
の
心
理
学
の
動
向
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
、
人
間

「
動
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
「
動
的
」
な
西
欧
の
印
象
派

の
絵
画
は
、
東
洋
画
で
い
う
「
生
気
活
動
、
気
運
生
動
、
気
韻
生
動
」
と
い
う

概
念
で
表
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
（
133
）。
以
後
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
も

茂
吉
は
、
自
身
の
「
写
生
」
論
を
説
明
す
る
た
め
に
、
感
情
移
入
美
学
と
気
韻

生
動
を
頻
繁
に
用
い
て
い
る
（
134
）。

茂
吉
は
、「
短
歌
と
写
生
一
家
言
」（『
ア
ラ
ラ

ギ
』
大
正
九
年
〔
一
九
二
〇
〕
九
月
）
で
、「
実
相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一

元
の
生
を
写
す
。
こ
れ
が
短
歌
上
の
写
生
で
あ
る
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
一

文
を
草
し
た
が
、「
こ
の
自
然
の
大
体
の
意
味
を
味
ふ
の
に
和
辻
氏
の
文
章
が

有
益
で
あ
る
」
と
し
て
、
次
の
和
辻
哲
郎
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
こ
に
用
ひ
る
自
然
は
人
生
と
対
立
せ
し
め
た
意
味
の
、
或
は
精
神
・
文

化
な
ど
に
対
立
せ
し
め
た
意
味
の
哲
学
的
用
語
で
は
な
い
。
む
し
ろ
生
と

同
義
に
さ
へ
解
せ
ら
る
所
の
ロ
ダ
ン
が
好
ん

で
用
ふ
る
所
の
人
生
自
然
全
体
を
包
括
し
た
、

我
々
の
対
象
の
世
界
の
名
で
あ
る
。
我
々
の
省
察
の
対
象
と
な
る
限

り
我
々
自
身
を
も
含
ん
で
ゐ
る
そ
れ
は
吾
々
の

感
覚
に
訴
へ
る
総
て
の
要
素
を
含
む
と
共
に
、
ま
た
そ
の
奥
に
活
躍
し
て

ゐ
る
生
そ
の
も
の
を
も
含
ん
で
ゐ
る
（
135
）

　

自
己
自
身
も
包
摂
さ
れ
て
い
る
「
自
然
」、「
感
覚
に
訴
へ
る
総
て
の
要
素
」

と
「
そ
の
奥
に
活
躍
」
す
る
「
生
そ
の
も
の
」
を
茂
吉
は
「
自
然
」
で
あ
る
と

し
、
万
物
一
体
と
な
っ
た
「
生
」
を
写
す
こ
と
を
自
身
の
「
写
生
」
と
し
て
い

る
。
茂
吉
の
用
い
る
「
生
」
に
つ
い
て
は
、
東
洋
画
論
の
応
用
や
聖
書
、
ま
た
、

〈
生
の
哲
学
〉
か
ら
の
影
響
な
ど
、
茂
吉
自
身
が
数
々
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
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明治期における感情移入美学の受容と展開

感
ず
る
の
は
、
あ
る
外
形
に
現
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
内
部
の
力

の
必
然
性
で
あ
る
（
141
）。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
和
辻
が
い
う
の
は
、「
内
部
生
命
を
認
識
す
る
」
こ
と
に

よ
っ
て
「
自
然
」
を
「
深
め
」
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
理
論
と
し
て
感
情
移
入
美
学
が
援
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
力
に
満
ち
た
、
内
性
命
に
直
接
な
叫
び
の
歌
は
尊
い
」（「
叫
び
の
歌
、
そ
の
他

に
対
す
る
感
想
」
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕
年
六
月
）
と
し
た
茂
吉
の
「
写
生
」

論
の
背
後
に
は
、
阿
部
次
郎
や
和
辻
哲
郎
と
の
影
響
関
係
の
も
と
に
、
リ
ッ
プ

ス
の
感
情
移
入
美
学
を
受
容
し
た
痕
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
感
情
移
入
美
学
で
唱
え
ら
れ
た
〈
生
命
の
象
徴
表
現
〉
と
い
う
一

条
の
流
れ
の
源
流
を
辿
れ
ば
、
島
村
抱
月
に
行
き
つ
く
と
い
う
こ
と
も
見
逃
せ

な
い
。
茂
吉
の
理
論
は
、
感
情
移
入
に
よ
っ
て
「
局
部
我
よ
り
脱
し
て
全
我
の

生
の
意
識
す
な
は
ち
価
値
に
未
到
す
る
」（「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一

線
」
前
出
）
と
論
じ
た
抱
月
に
近
い
。「
純
自
然
的
な
る
此
の
派
に
あ
つ
て
は
、

我
れ
ま
づ
生
命
と
な
つ
て
新
自
然
を
作
ら
ん
が
為
に
我
を
没
し
、
而
し
て
斯
く

の
如
き
自
然
の
前
に
無
条
件
の
降
服
を
な
す
、
自
然
と
い
ふ
中
に
既
に
我
れ
が

見
え
ざ
る
生
命
と
な
り
、
感
情
と
な
つ
て
合
体
し
た
の
で
あ
る
」（「
今
の
文
壇

と
新
自
然
主
義
」
前
出
）
と
抱
月
が
唱
え
た
同
号
の
『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
四

〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
六
月
）「
彙
報
」
欄
は
「
写
生
文
」
に
言
及
し
、『
ホ
ト
ゝ

ギ
ス
』
派
以
外
の
新
し
い
潮
流
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の

新
し
い
写
生
文
こ
そ
、「
写
生
文
の
描
写
方
法
を
用
ひ
て
、
内
部
生
命
に
統
一

の
根
源
を
な
し
て
い
る
情
調
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の

意
味
で
も
「
生
」
が
含
む
意
味
は
深
い
と
み
る
鈴
木
の
指
摘
は
重
要
だ
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
先
に
挙
げ
た
茂
吉
に
よ
る
和
辻
哲
郎
の
文
章
の
引
用
で
見
逃
せ
な

い
の
は
、
茂
吉
が
引
用
し
た
部
分
は
、
和
辻
の
『
偶
像
再
興
』（
大
正
七
年
〔
一

九
一
八
〕
一
二
月
）
の
中
の
「
思
索
と
芸
術
」
第
四
節
「
自
然
を
深
め
よ
」
と

題
す
る
文
章
だ
が
、
こ
の
和
辻
の
文
章
で
は
、
四
節
以
前
の
第
一
節
か
ら
第
三

節
ま
で
が
、
リ
ッ
プ
ス
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
和
辻
の
論
考
は
、
感
情
移
入
美
学
に
つ
い
て
と
い
う
よ
り
も
、「
リ
ッ
プ

ス
に
ニ
ー
チ
ェ
の
倫
理
学
説
の
完
成
者
を
見
る
（
139
）」

と
い
う
一
文
が
示
す
よ
う
に

倫
理
的
側
面
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
だ
が
、
た
と
え
ば
、
茂
吉
が
引
用
し
た
第

四
節
の
直
前
の
第
三
節
に
は
、「
芸
術
の
真
正
な
る
内
容
は
常
に
人
格
的
生
命

で
あ
る
」
と
し
、「
我
ら
が
美
な
る
も
の
及
び
芸
術
品
の
中
に
移
入
す
る
の
は

日
常
現
実
の
自
己
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に
純
粋
な
、
さ
ら
に
広
闊
な
、
さ
ら
に

高
い
自
己
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
芸
術
の
価
値
に
「
人
格
的
生
命
」

の
〈
あ
ら
は
れ
〉
を
見
る
部
分
が
あ
る
（
140
）。
あ
る
い
は
、
茂
吉
が
引
用
し
た
章

「
自
然
を
深
め
よ
」
の
一
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

感
受
性
が
鋭
く
、
内
生
が
豊
富
で
、
象
徴
を
解
す
る
強
い
直
覚
力
を
豊
か

に
獲
得
し
て
い
る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
の
生
命
の
動
き
を
自
己
の
内

に
深
く
感
じ
得
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
外
に
現
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を

見
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
部
の
生
命
に
力
強
く
没
入
し
行
く
。
彼
ら
の
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で
、
決
し
て
新
し
い
概
念
で
は
な
い
が
、
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
学
説

か
ら
「
感
情
移
入
」
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
し
て
い

る
（
145
）。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
は
、「
人
間
以
下
の
存
在
を
（
動
物
植
物

無
生
物
自
然
の
景
色
等
）
人
間
視
す
る
」「
云
は
ゞ
詩
的
隠
喩
（
146
）」

で
あ
る
と
い
う

点
に
、
感
情
移
入
美
学
と
の
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
と
深
田
は
記
し
て
い
る
。

　

リ
ッ
プ
ス
は
、
自
然
界
の
様
々
な
音
声
は
人
間
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が

故
に
、
人
間
は
「
自
然
を
生
気
あ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
人
間
化
し
、
自
然
か

ら
我
の
人
格
の
類
似
物
を
作
り
出
す
」、
す
な
わ
ち
、「
人
間
化
」
す
る
と
言
っ

て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
擬
人
化
と
全
く
同
じ
よ
う
だ
が
そ
れ
は
違
う
。
リ
ッ

プ
ス
は
、「
恣
意
的
な
人
間
化
」
と
感
情
移
入
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
リ
ッ
プ
ス
の
い
う
「
恣
意
的
な
人
間
化
」
と
は
、
例
え
ば
、
神
話
や

「
詩
的
な
自
然
描
写
」
つ
ま
り
詩
的
比
喩
の
こ
と
で
あ
る
が
、
リ
ッ
プ
ス
は
、

こ
れ
は
「
想
像
力
の
附
加
物
」
で
あ
る
と
み
る
。
感
情
移
入
は
、
何
よ
り
も
現

実
世
界
の
自
然
を
「
偕
に
感
じ
な
が
ら
我
々
を
そ
の
中
に
移
入
し
よ
う
」
と
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
到
る
処
生
命
に
満
ち
」
る
の

だ
と
リ
ッ
プ
ス
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
147
）。
従
っ
て
、
詩
的
比
喩
な
ど
想
像
力
を
借

り
た
表
現
は
、
作
為
的
に
理
想
郷
を
創
り
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
感
情
移
入

は
む
し
ろ
現
実
世
界
に
立
脚
し
た
世
界
観
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

抱
月
が
目
指
し
て
い
た
も
の
は
、
現
実
の
生
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
、
そ
し

て
、
現
実
の
生
以
上
の
も
の
を
表
現
し
う
る
芸
術
で
あ
っ
た
。
抱
月
は
、「
実

生
活
に
埋
頭
し
て
い
ゐ
内
は
、
生
の
味
は
分
か
ら
な
い
」
と
し
「
味
に
徹
し
た

あ
り
中
心
あ
る
人
生
の
一
部
面
を
描
」
く
こ
と
、「
内
面
生
活
の
写
生
」
を
目

指
す
流
派
に
他
な
ら
な
い
（
142
）。
感
情
移
入
美
学
理
論
の
展
開
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、「
内
部
生
命
」
の
「
写
生
」
の
必
要
が
唱
え
ら
れ
、
そ
し
て
〈
生
命

の
象
徴
表
現
〉
へ
と
繋
が
る
一
連
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
は
感
情
移
入
美
学
の
受

容
の
歴
史
を
考
え
る
場
合
、
重
要
な
側
面
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
相
馬
庸
郎
は
、
抱
月
の
「《
観
照
》
の
芸
術
」
は
、「
現
実
に
は
容
易

に
得
る
こ
と
の
で
き
ぬ
、
理
想
的
境
地
を
イ
メ
ー
ジ
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
（
143
）。

し
か
し
、
感
情
移
入
美
学
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
抱
月
の

「
観
照
」
は
、
決
し
て
現
実
に
着
地
し
な
い
「
理
想
的
境
地
」
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
。
先
の
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
、
抱
月
は
主
客
融
合
と
は
、

「
松
を
人
化
し
た
の
で
は
な
く
、
松
自
然
の
生
が
我
に
味
は
ゝ
れ
る
や
う
に
感

ず
る
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
客
体
に
情
を
見
る
、
と
い
う
と
擬
人
化

と
混
同
さ
れ
や
す
い
が
、
感
情
移
入
美
学
は
、
擬
人
化
と
感
情
移
入
は
異
な
る

と
考
え
る
。
感
情
移
入
美
学
に
お
け
る
主
客
融
合
の
考
え
方
の
源
泉
は
、
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
派
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
も
森
鴎
外
の
『
審
美
極
致

論
』（『
め
さ
ま
し
草
』
明
治
三
四
年
〔
一
九
〇
一
〕
二
〜
一
〇
月
）
が
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
に
言
及
し
「
象
徴
主
義
又
象
徴
上
擬
有
心
自
然
主
義
」
を
、「
象
徴
を
用

ゐ
て
無
心
自
然
を
し
て
有
心
な
る
が
如
く
な
ら
し
む
る
」
こ
と
で
あ
る
と
し
て

い
る
（
144
）。
深
田
康
算
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
帰
朝
後
ま
も
な
く
の
論
文
「
感
情

移
入
美
学
に
就
て
」（
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
三
月
、『
芸
文
』）
で
わ
が
国

に
同
美
学
を
紹
介
す
る
中
で
、
感
情
移
入
と
い
う
用
語
は
「
擬
情
又
は
有
情
化

と
も
訳
す
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
、「
独
逸
浪
漫
派
の
用
語
例
か
ら
出
た
も
の
」
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「
生
を
味
ふ
心
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕
二
月
）
で
、
阿
部

次
郎
が
説
く
「
芸
術
鑑
賞
」
の
心
理
に
つ
い
て
、「
理
想
」
や
「
夢
」
の
中
で

現
実
世
界
を
捉
え
る
の
と
は
逆
に
、
現
実
の
中
で
「
理
想
」
や
「
夢
」
を
味
わ

う
態
度
、「
主
観
を
も
客
観
化
し
て
味
は
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

こ
そ
〈
新
ロ
マ
ン
主
義
〉
の
特
徴
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
150
）。

　

理
想
や
夢
の
よ
う
な
気
分
そ
の
も
の
が
第
一
義
と
な
る
旧
ロ
マ
ン
主
義
と

〈
新
ロ
マ
ン
主
義
〉
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
に
小
川
未
明
も
繰
り
返

し
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。「
新
し
き
敍
景
」（『
新
潮
』
明
治
四
四
年
〔
一

九
一
一
〕
一
月
）
で
未
明
は
、「
最
近
の
神
経
質
の
文
学
」
や
「
印
象
派
の
作

物
」
で
は
、「
敍
景
と
云
ふ
事
が
非
情
に
発
達
」
し
、「
自
分
の
主
観
を
外
界
か

ら
引
き
摺
り
出
し
て
来
る
」
に
到
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
未
明
は
こ
の
「
発

達
」
し
た
「
敍
景
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。

此
の
主
観
的
神
経
質
的
の
見
方
だ
け
は
疑
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
。
だ
か
ら

今
現
に
自
分
の
感
じ
て
居
る
苦
悩
で
も
つ
て
、
之
と
同
じ
感
じ
を
外
界
の

物
体
か
ら
引
き
出
す
、
言
葉
を
換
へ
て
言
へ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
投
げ
出
し

て
見
る
と
云
ふ
こ
と
（
151
）

　

未
明
は
、
自
己
の
内
部
の
「
感
じ
」
や
「
気
持
」
だ
け
が
「
人
生
に
於
け
る

確
か
な
る
存
在
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
感
じ
」
や
「
気
持
」
を
外
界
に
「
投

げ
出
し
」
描
写
す
る
こ
と
が
新
し
い
文
芸
の
描
写
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
描
写
は
「
昔
か
ら
能
く
云
ふ
人
格
化
し
て
物
を
見
る
と
云
ふ
意
味

人
生
は
独
り
之
れ
を
芸
術
に
見
る
べ
き
」
で
あ
る
と
し
、「
生
の
為
の
芸
術

（A
rt for Life ’s Sake

）」
を
唱
え
た
（
148
）。

芸
術
の
奥
か
ら
放
射
し
て
ゐ
る
も
の
は
生
命
の
光
り
で
あ
り
、
生
命
の
熱

で
あ
る
。

芸
術
は
生
命
の
沸
騰
そ
の
も
の
で
あ
る
。

生
命
の
沸
騰
は
其
の
個
人
の
全
人
格
に
震
動
を
与
へ
て
、
そ
こ
に
思
想
感

情
の
深
い
覚
醒
を
生
ず
る
。
殆
ど
思
想
で
あ
る
か
感
情
で
あ
る
か
分
か
ら

な
い
ほ
ど
深
奥
な
心
持
を
経
験
す
る
（
149
）

と
書
い
た
島
村
抱
月
の
「
生
の
為
の
芸
術
」
の
孕
む
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。五

、〈
モ
デ
ル
ネ
〉
の
問
題

　

空
想
や
神
秘
な
ど
を
退
け
、
現
実
界
の
中
に
主
客
融
合
の
境
地
を
み
、
そ
れ

を
表
現
す
る
と
い
う
世
界
観
は
、〈
新
ロ
マ
ン
主
義
〉
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
も
あ
る
。

　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
の
『
早
稲
田
文
学
』「
彙
報
」
欄
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
「
主
義
綱
要
」
が
で
き
あ
が
っ
て
は
い
な

い
と
し
つ
つ
、「
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
が
新
し
い
動
き
と
し
て
採
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、「
内
生
活
真
写
の
文

学
」
を
書
い
た
阿
部
次
郎
、
本
間
久
雄
、
小
川
未
明
ら
で
あ
る
。
相
馬
御
風
は
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ば
「
主
客
が
合
一
し
、
認
識
と
感
情
と
が
相
融
合
し
た
状
態
」
に
他
な
ら
な
い
（
157
）。

和
辻
は
、「『
自
ら
他
の
霊
魂
の
内
に
は
い
つ
て
生
き
る
』
と
云
ふ
の
は
、
道
徳

的
の
こ
と
で
は
な
く
、
暗
示
を
受
け
た
時
に
直
ち
に
全
存
在
的
に
感
応
し
、
暗

示
を
与
ふ
る
生
命
と
相
融
合
し
て
活
動
す
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
」
と
デ
ィ
オ

ニ
ソ
ス
的
状
態
を
説
明
す
る
（
158
）。

さ
ら
に
和
辻
は
、「
大
酔
歓
喜
」
を
応
用
し
て

「
美
的
態
度
」
に
論
を
進
め
る
。
和
辻
は
、「
花
を
見
て
美
し
い
と
感
ず
る
の
は
、

そ
の
瞬
間
に
花
の
生
命
と
鑑
賞
者
の
生
命
と
が
交
流
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

自
由
に
流
動
す
る
程
、
生
命
が
強
烈
と
な
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
美
感
は
な
い
」

と
し
、「
此
象
徴
を
解
す
る
た
め
に
は
、
生
命
凝
固
を
離
れ
て
流
動
し
大
酔
歓

喜
の
状
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
（
159
）。

　

和
辻
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
「
大
酔
歓
喜
」
は
「
新
ら
し
い
美
学

の
内
に
か
な
り
相
通
ず
る
者
が
あ
る
や
う
に
思
へ
る
（
160
）」

と
し
た
が
、「
美
的
態

度
」
や
「
美
感
」
と
い
う
用
語
の
使
用
法
、
あ
る
い
は
、
主
客
の
生
命
が
融
合

し
〈
生
命
の
象
徴
〉
と
な
る
と
い
っ
た
論
旨
か
ら
、
和
辻
の
念
頭
に
あ
っ
た

「
新
ら
し
い
美
学
」
が
リ
ッ
プ
ス
ら
の
感
情
移
入
美
学
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高

い
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
和
辻
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
よ
り
後
の
出
版
と

な
る
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』
で
は
、「
美
的
態
度
」
を
説
明
し
て
、「
こ
の
世
界

の
中
に
沈
潜
し
て
生
き
る
こ
と
」、「
対
象
の
中
に
生
き
る
こ
と
、
対
象
の
生
命

と
共
に
生
き
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
も
の
は
、
美
的
態
度
の
外
に
は
存
在
し
得

な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
美
的
態
度
」
と
は
「
美
的
感
情
移
入
」
の
謂
い
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（
161
）。

和
辻
が
、
対
象
の
生
命
と
の
「
交
流
」
を
、
そ
し

て
、
阿
部
が
「
対
象
の
生
命
と
共
に
生
き
る
こ
と
」
を
、
同
様
に
「
美
的
態

と
は
違
」
ひ
、
外
界
は
「
自
分
の
主
観
に
色
付
け
ら
れ
て
」
そ
の
「
象
徴
」
と

な
る
と
い
う
こ
と
、「
此
の
場
合
自
分
と
云
ふ
も
の
は
決
し
て
他
を
征
服
し
て

居
る
の
で
は
な
い
。
却
つ
て
征
服
さ
れ
て
居
る
の
だ
」
と
述
べ
る
な
ど
、
そ
の

理
論
は
感
情
移
入
美
学
に
近
い
（
152
）。

さ
ら
に
、「
神
経
で
描
か
ん
と
す
る
自
然
」

（『
夜
の
街
に
て
』
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
一
月　

岡
村
盛
花
堂
所
収
）
で
は
、

「
人
間
と
、
人
間
に
あ
ら
ざ
る
、
自
然
と
を
分
け
て
考
ふ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

同
一
の
眼
を
以
て
見
、
同
一
の
鋭
い
批
評
を
加
へ
、
而
し
て
、
広
い
意
味
に
於

て
の
自
然
か
ら
、
何
物
か
の
生
命
を
掴
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
な

ど
（
153
）、〈

新
ロ
マ
ン
主
義
者
〉
小
川
未
明
の
描
写
論
は
、
空
想
や
神
秘
を
退
け
、

「
自
分
の
生
命
」
を
自
然
の
中
に
「
投
げ
出
す
」
こ
と
で
表
れ
る
融
合
状
態
を

描
く
こ
と
が
新
し
い
時
代
の
描
写
で
あ
り
、
ま
た
世
界
観
で
も
あ
る
と
い
う
重

要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
早
稲
田
文
学
』「
彙
報
」
欄
で
、
未
明
と
と
も
に
〈
新
ロ
マ
ン
主
義
〉
者
と

み
な
さ
れ
た
阿
部
次
郎
は「
内
生
活
直
写
の
文
学
（
再
び
）」（
前
出
）
で
、ニ
ー

チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
と
り
あ
げ
、「
デ
イ
オ
ニ
ユ
ゾ
ス
型
の
詩
人
」
が

「
一
切
を
精
神
に
翻
訳
し
て
、
精
神
生
活
の
内
容
と
し
て
価
値
あ
る
が
故
に
之

を
描
写
す
る
」
と
し
た
（
154
）。

そ
し
て
、
こ
の
阿
部
の
論
と
呼
応
す
る
の
が
、
和
辻

哲
郎
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』（
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
一
〇
月　

内
田
老
鶴
圃
）

で
あ
る
（
155
）。
和
辻
は
、「
あ
ら
ゆ
る
新
浪
漫
派
の
先
駆
者
」
と
ニ
ー
チ
ェ
を
位
置

づ
け
た
こ
の
論
の
中
で
、
ニ
ー
チ
ェ
が
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
い
う
デ
ィ
オ
ニ
ソ

ス
と
は
、「
意
志
の
直
覚
を
現
は
し
」、「
生
命
の
直
接
な
る
大
酔
歓
喜
の
上
に

立
つ
」
者
で
あ
る
と
し
た
（
156
）。
こ
の
「
大
酔
歓
喜
」
こ
そ
、
和
辻
の
言
葉
に
よ
れ
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は
「
普
通
の
個
人
主
義
と
全
然
相
違
」
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ニ
イ
チ
ェ
が
自
己
を
云
ふ
時
、
そ
こ
に
は
必
ず
流
動
し
沸
騰
す
る
宇
宙
の

生
命
が
意
味
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
個
人
で
は
あ
る
が
同
時
に
全
生
命
で
あ
る
。

知
能
の
解
釈
し
た
個
人
で
は
な
い
。
彼
は
自
己
を
宇
宙
の
本
質
と
し
、
そ

し
て
自
己
を
主
張
す
る
。
彼
の
主
我
主
義
は
、
厳
密
に
外
界
と
対
立
す
る

自
我
が
他
を
排
し
て
自
ら
を
主
張
す
る
と
云
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
、
全

存
在
と
し
て
の
自
己
が
自
ら
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
165
）

　

主
客
融
合
が
、
二
元
の
対
立
を
乗
り
越
え
る
要
因
と
し
て
働
く
と
い
う
見
解

は
、
リ
ッ
プ
ス
に
も
み
ら
れ
る
。
リ
ッ
プ
ス
は
、「
完
全
な
感
情
移
入
」
が
果

た
さ
れ
た
場
合
、「
物
」
と
自
身
の
「
個
性
」
は
「
截
分
さ
れ
な
い
」
が
、「
充

分
な
感
情
移
入
か
ら
は
み
出
る
や
否
や
、
截
分
と
云
ふ
事
が
起
る
。
今
は
、
私

は
感
入
さ
れ
た
自
我
以
外
の
或
物
で
あ
り
、
物
に
対
立
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
166
）。

　

和
辻
は
、「
極
度
に
統
一
を
缺
き
た
る
散
乱
、
意
識
の
過
度
、
法
則
因
習
な

ど
の
過
多
、
統
一
力
の
希
薄
な
ど
（
167
）」
に
陥
っ
た
近
代
文
明
の
中
に
生
き
る
人
間

が
抱
え
る
「
分
裂
や
衰
弱
」
を
克
服
し
、「
強
い
統
一
を
回
復
す
る
た
め
に
根

源
的
な
人
間
の
本
能
力
（
168
）」、

す
な
わ
ち
「
最
深
の
生
命
た
る
本
能
（
169
）」

の
力
を
力

説
し
た
の
が
ニ
ー
チ
ェ
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
辺
り
の
論
の
展
開
も
、
近
代

文
明
が
人
間
か
ら
「Einheit

（
統
一
）」
や
「K

raft

（
力
）」
つ
ま
り

「K
onzentration

（
集
中
）」
を
奪
い
去
り
、「
分
裂
と
薄
弱
」
を
も
た
ら
し
た

と
し
、「
瞬
間
瞬
間
の
経
験
に
於
て
は
統
一
せ
ら
れ
た
る
全
人
格
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

度
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
記
憶
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　

鈴
木
貞
美
は
、
和
辻
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
理
解
に
は
、
和
辻
が
世
紀
転
換
期

の
「
生
の
哲
学
」
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
「
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
世
界
の
原
基
に

す
え
た
実
体
概
念
」
と
し
て
「
宇
宙
の
生
命
」
と
い
う
概
念
が
据
え
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
し
、
こ
れ
は
、
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
和
辻
独
自
の

概
念
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
162
）。

鈴
木
は
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
が
、「
ベ
ル
ク
ソ
ン

を
ふ
く
む
『
生
の
哲
学
』
の
流
れ
や
『
新
ロ
マ
ン
主
義
』、『
新
カ
ン
ト
派
』
の

受
容
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
の
哲
学
界
の
動
き
を
よ
く
映
す
も
の
で
も

あ
っ
た
（
163
）」

と
し
て
、『
ニ
イ
チ
ェ
哲
学
』
の
意
義
に
新
た
な
位
置
づ
け
を
与
え

た
。
大
正
期
の
和
辻
に
お
け
る
「
人
格
」
へ
の
関
心
と
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入

美
学
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
鑑
み
て
も
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
中
に
、
リ
ッ

プ
ス
美
学
受
容
の
痕
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
主

体
が
客
体
の
中
に
「
生
き
」、
主
客
の
生
命
が
融
合
し
、
象
徴
と
な
る
「
美
的

態
度
」
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
、和
辻
に
は
、「
大
酔
歓
喜
」
を
唱
え
た
ニ
ー

チ
ェ
と
、
感
情
移
入
美
学
を
唱
え
た
リ
ッ
プ
ス
と
が
二
重
写
し
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

和
辻
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が
「
現
実
の
外
に
何
物
も
な
い
。
現
実
に
比
し
て
猶
一

層
高
き
価
値
を
有
す
る
者
は
、
何
処
に
も
な
い
」
と
し
、「
二
元
論
を
根
本
に

於
て
排
斥
し
た
」
と
こ
ろ
に
ニ
ー
チ
ェ
の
「
著
し
き
特
徴
」
を
み
て
い
る
。
ニ
ー

チ
ェ
は
、
他
界
の
概
念
を
「
邪
見
」
と
し
て
否
定
し
、「
こ
れ
ら
の
邪
見
を
打

破
し
て
現
実
を
本
来
の
高
所
に
引
き
上
げ
、
尊
敬
と
執
着
と
満
足
と
を
此
処
に

見
出
な
く
て
は
な
ら
ぬ
（
164
）」

と
述
べ
た
と
し
た
和
辻
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
個
人
主
義
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の
訳
し
た
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
「
詩
は
気
息
な
り
」（『
帝
国
文
学
』
明
治

四
三
年
〔
一
九
一
〇
〕
一
月　
筆
者
注
─“D

as G
espräch über G

edichte ”1903

「
詩
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
抄
訳
）
を
引
い
て
み
た
い
。
こ
の
作
品
は
、
ガ
ブ
リ

エ
ル
と
ク
レ
メ
ン
ス
と
い
う
二
人
の
人
物
の
対
話
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
長
い
引
用
だ
が
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
の
考
え
る
詩
や
そ
の
世
界
観
が
詩
的
な
表
現
で
綴
ら
れ
て
い
る
と
共
に
、

天
壇
が
あ
え
て
「
詩
は
気
息
な
り
」
と
題
し
た
意
図
も
表
れ
て
い
る
箇
所
な
の

で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

諸
々
の
感
情
や
、
又
情
趣
と
か
気
分
と
か
云
ふ
朦
朧
と
し
た
半
感
情
や
、

さ
て
は
僕
等
の
内
部
生
命
の
深
い
神
秘
な
状
態
は
、
妙
に
、
あ
る
景
色
と

か
季
節
と
か
云
ふ
も
の
と
、
一
所
に
織
り
込
ま
れ
て
居
る
ぢ
や
無
い
か
。

い
や
景
色
や
季
節
許
り
で
は
無
い
。
空
気
の
性
質
と
か
、
微
風
の
そ
よ
ぎ

と
か
い
ふ
物
と
も
、
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
様
に
織
り
込
ま
れ
て
居
る
と

思
ふ
。（
中
略
）
す
べ
て
僕
等
の
内
部
生
命
に
上
る
経
験
は
、
一
々
此
の

地
上
の
物
象
と
結
合
し
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
僕
等
の
感
情
、
僕
等
の

思
慕
、
僕
等
の
陶
酔
も
ま
た
復
た
此
の
如
し
で
あ
る
。
い
や
単
に
結
合
し

て
居
る
許
り
で
は
無
い
。
地
上
一
切
の
物
象
が
有
つ
て
居
る
生
命
と
、
其

根
元
に
於
て
、
堅
く
凝
着
し
て
居
る
と
思
ふ
。（
中
略
）
若
し
僕
等
が
僕

等
の
自
我
を
発
見
し
や
う
と
思
ふ
な
ら
、
何
も
態
々
僕
等
自
ら
の
内
部
に

沈
み
行
く
に
は
及
ば
な
い
。
僕
等
は
之
を
外
部
に
於
て
も
発
見
す
る
こ
と

が
出
来
や
う
と
思
ふ
。（
中
略
）
僕
等
は
僕
等
の
自
我
を
始
め
か
ら
所
有

を
以
て
其
時
々
の
経
験
に
衝
当
っ
て
行
く
」「
本
能
的
生
活
」
を
「
欽
慕
」
し

た
阿
部
次
郎
の
見
解
と
歩
調
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
附
言
し
て
お
い
て
よ

い
だ
ろ
う
（
170
）。

　

そ
し
て
、
近
代
文
明
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
分
裂
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

主
客
融
合
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
説
く
と
い
う
姿
勢
は
、
和
辻
や
阿
部
よ
り

早
く
、「
新
自
然
主
義
」
の
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
明
治
期
に
も
存
在
し
て

い
た
。

　

櫻
井
天
壇
は
、「
独
逸
の
抒
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」（『
早
稲
田

文
学
』
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
六
月
）
で
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
「
後
期
自
然

主
義
」
や
抱
月
の
定
義
す
る
「
主
観
挿
入
的
自
然
主
義
」
に
言
及
し
な
が
ら
、

「
情
趣
の
再
現
、
こ
れ
は
印
象
的
自
然
主
義
の
生
命
で
あ
る
」
と
し
、「
此
の
情

趣
を
極
端
に
重
ん
じ
て
、立
派
な
詩
を
作
り
得
た
詩
人
」と
し
て
〈
若
き
ウ
ィ
ー

ン
派
〉
の
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
を
紹
介
し
て
い
る
（
171
）。

ド
イ
ツ
で
は
、
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
ゲ
オ
ル
ゲ
（Stefan George 1868

─1933

）
を
中
心
と
す
る
反
自
然

主
義
の
陣
営
ゲ
オ
ル
ゲ
派（georgekreis

）に
属
し
て
い
た
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー

ル
が
、『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
天
壇
は
「
ホ
オ
フ
マ
ン
ス
タ
ア
ル
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
三

年
〔
一
九
一
〇
〕
一
二
月
）
で
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
リ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
を

紹
介
し
な
が
ら
、「
自
我
の
分
析
の
み
を
事
と
す
る
近
代
人
」
に
と
っ
て
、「
人

生
の
全
部
」
を
把
捉
す
る
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
戯
曲
は
、「
新
ロ
マ
ン
チ

ツ
ク
の
花
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
172
）。

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
と
っ
て

「
人
生
の
全
部
」
は
い
か
に
し
て
把
捉
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
。
天
壇
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明治期における感情移入美学の受容と展開

　

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
の
思
想
の
基
盤
に
も
ニ
ー

チ
ェ
哲
学
が
大
き
な
存
在
感
を
も
っ
て
い
た
。
世
紀
転
換
期
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お

け
る
重
要
な
概
念
の
一
つ
に
〈
現
代
〉
＝
「m

odern

」「m
oderne

」
が
あ
る
。

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ォ
ル
ケ
は
、〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
も
ま
た
こ
の
〈
現
代
〉

と
い
う
言
葉
を
非
常
に
愛
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
〈
現

代
〉
す
な
わ
ち
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
と
は
「
マ
ッ
ハ
と
ニ
ー
チ
ェ
、
ブ
ー
ル
ジ
ェ
と

バ
レ
ス
、
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
と
ペ
ラ
ダ
ン
、
イ
プ
セ
ン
と
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
、
ワ

イ
ル
ド
と
ポ
ー
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
マ
ラ
ル
メ
と
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
だ
っ
た
。
そ

れ
は
デ
カ
ダ
ン
ス
、
世
紀
末
、
芸
術
の
た
め
の
芸
術
、
唯
美
主
義
、
象
徴
主
義
、

印
象
主
義
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
177
）。

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
が
、
一
八

九
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
行
わ
れ
た
マ
ッ
ハ
の
講
演
「
自
然
科
学
に
お
け
る

二
、
三
の
一
般
的
問
題
に
つ
い
て
」
を
聴
講
し
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、
そ
し
て
、

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
作
品
世
界
に
マ
ッ
ハ
的
世
界
の
影
響
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
木
田
元
の
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
高

橋
慎
也
は
、
世
紀
転
換
期
に
生
き
た
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
に
は
「『
現
代
と

は
流
動
の
時
代
で
あ
る
』
と
い
う
時
代
認
識
と
、『
現
代
人
と
は
分
裂
し
た
自

我
の
持
ち
主
で
あ
る
』
と
い
う
自
己
認
識
」
が
共
通
し
て
あ
る
と
い
い
、
彼
ら

に
と
っ
て
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
は
、「『
生
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
る
自
我
の
分
裂

の
克
服
』
と
い
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
呈
示
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
ホ
ー

フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
、「
マ
ッ
ハ
的
な
自
我
の
不
安
定
な
存
在
形
態
を
生
と
の

一
体
化
に
よ
っ
て
克
服
し
、
自
我
と
世
界
と
の
一
体
性
を
回
復
し
よ
う
と
試

み
」
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
178
）。

高
橋
が
い
う
よ
う
に
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー

し
て
居
る
の
で
は
無
い
。
僕
等
の
自
我
は
外
か
ら
微
風
の
様
に
吹
き
来
る

の
だ
と
思
ふ
（
173
）

　

以
上
の
よ
う
な
世
界
観
を
も
つ
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
詩
が
表
現
す
る
も
の
は

「
一
物
を
他
物
に
置
く
」
よ
う
な
象
徴
で
は
な
く
「
人
間
の
感
情
と
い
ふ
、
ふ

る
へ
る
気
息
其
物
に
外
な
ら
な
い
」
と
し
、「
僕
等
に
必
要
な
も
の
は
、
思
想

で
は
無
く
つ
て
気
息
」
で
あ
る
と
す
る
（
174
）。
片
山
孤
村
が
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル

ら
を
「
堅
固
な
個
性
人
格
」
を
有
さ
な
い
と
し
て
批
判
し
た
こ
と
は
既
に
触
れ

た
が
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
い
う
「
気
息
」
の
中
に
は
、
内
部
生
命
に
お

い
て
世
界
と
の
一
体
感
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
非
常
に
重
要
な
思
想
が
あ
る
こ

と
は
引
用
文
を
み
て
も
わ
か
る
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
、
講

演
「
詩
人
と
現
代
」（“D

er D
ichter und diese Zeit, ” 1907

）
で
、「
詩
人
の

認
識
は
感
受
す
る
と
い
う
点
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
感
受
性
は
認

識
と
等
し
い
炯
眼
を
そ
な
え
て
」
い
る
、
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
詩
人
か
ら

み
れ
ば
「
人
間
と
事
物
と
思
想
と
夢
と
は
全
く
一
つ
」
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
た
。

こ
う
し
て
感
覚
さ
れ
る
直
観
の
世
界
で
は
、「
い
か
な
る
分
裂
か
ら
も
救
わ
れ
」

る
の
だ
と
、ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る
（
175
）。こ
の
講
演
は
、フ
ッ
サ
ー

ル
（Edm

und Gustav A
lbrecht H

usserl 1859

─1938

）
に
影
響
を
与
え
た
が
、

直
観
の
中
で
果
た
さ
れ
る
自
己
と
対
象
と
の
完
全
な
「
同
一
化
（
176
）」
と
い
う
こ
と

は
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
た
。
そ
し
て
、
ま

さ
に
、
こ
の
世
界
観
こ
そ
が
新
し
い
自
然
主
義
を
唱
え
た
島
村
抱
月
の
理
論
や
、

あ
る
い
は
蒲
原
有
明
の
表
現
の
世
界
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。
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森
鴎
外
の
『
審
美
新
説
』
に
は
、「
後
自
然
主
義
」
を
ふ
く
む
「
自
然
主
義
」

が
「
所
謂
輓
近
派D

ir M
oderne

」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
鴎
外
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
を
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
の
自
覚
が
ど
れ
ほ
ど
あ

っ
た
の
か
は
詳
細
な
考
察
が
必
要
だ
が
、
上
山
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
鴎
外

が
洋
行
し
た
時
期
こ
そ
、『
文
学
モ
デ
ル
ネ
』
が
高
揚
し
た
時
期
で
あ
り
、
彼

は
そ
の
息
吹
き
を
吸
っ
た
人
物
（
181
）」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
反

抗
し
た
「
宗
教
モ
デ
ル
ネ
」
で
あ
る
「
ワ
イ
マ
ー
ル
・
カ
ル
テ
ル
」
の
動
き
を

捉
え
「
椋
鳥
通
信
」
で
言
及
し
て
い
る
動
き
（
182
）、

あ
る
い
は
、
数
々
の
〈
若
き
ウ

ィ
ー
ン
派
〉
の
作
品
の
訳
業
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
当
然
鴎
外
に
お
け
る
〈
モ
デ

ル
ネ
〉
思
想
の
受
容
と
日
本
へ
の
移
入
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
思

う
（
183
）。
他
に
も
、
例
え
ば
、
明
治
末
年
に
は
情
調
劇
作
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た
秋

田
雨
雀
は
、「
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
氏
の
作
物
を
読
ん
で
一
番
先
き
に
感
ず
る
こ

と
は
、
所
謂
『
近
代
』
と
い
ふ
文
字
に
も
つ
と
複
雑
な
意
味
を
加
へ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
で
あ
る
」
と
し
、「
宗
教
的
、
神
秘
的
、
象
徴
的
、
然
し
て

あ
る
意
味
で
科
学
的
で
あ
る
」
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
作
品
は
、「
特
殊
な

“M
odernism

”

を
形
成
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
秋
田
の
見
解
は
示

唆
的
で
あ
る
（
184
）。

　

ま
た
、「
新
自
然
主
義
」
の
中
で
は
、
抱
月
の
「
今
の
文
壇
と
新
自
然
主
義
」

（
前
出
）
に
お
け
る
消
極
的
態
度
を
否
定
し
た
相
馬
御
風
が
、「
自
然
主
義
論
に

因
み
て
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
七
月
）
で
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

ル
が
マ
ッ
ハ
的
世
界
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
疑
問
の
余
地
が
残
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
代
人
が
抱
え
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
「
分
裂
」
を
乗
り
越
え
、
生
と
の
「
一
体
化
」
を
奪
還
す
る
も
の
と
し

て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
が
〈
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〉
に
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
生
と

の
「
一
体
化
」
こ
そ
が
〈
現
代
〉
す
な
わ
ち
、〈
モ
デ
ル
ネ
〉
思
想
と
し
て
世

紀
転
換
期
の
ウ
ィ
ー
ン
に
拡
が
り
を
み
せ
て
い
た
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ

る
。

　

上
山
安
敏
も
ま
た
、〈
モ
デ
ル
ネ
〉
と
い
う
概
念
が
、
世
紀
転
換
期
の
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
席
巻
」
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
上
山
は
、
そ
の
例
と
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
、
ド
イ
ツ
は

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
ら
の
自
然
主
義
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
ら
の
表
現
主
義
、
そ
し
て
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
の
「
ウ
ィ
ー
ン
・
モ
デ
ル
ネ
」
を
挙

げ
て
い
る
。
上
山
は
、〈
モ
デ
ル
ネ
〉
と
は
、「
経
済
と
社
会
の
資
本
主
義
的

『
近
代
化
』
に
対
し
て
対
抗
す
る
反
抗
文
化
の
性
格
」
を
も
つ
も
の
、
つ
ま
り

「
進
歩
的
反
動
を
自
己
の
中
に
孕
ん
で
い
る
」
も
の
と
定
義
し
て
い
る
（
179
）。
上
山

は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、「
近
代
主
義
」
あ
る
い
は
「
近
代
化
」
と
不
分
明

な
ま
ま
「
近
代
の
超
克
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
説
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の

〈
モ
デ
ル
ネ
〉
思
想
は
根
づ
か
な
か
っ
た
と
し
た
が
（
180
）、
感
情
移
入
美
学
を
受
容

し
な
が
ら
展
開
し
た
日
本
に
お
け
る
後
期
自
然
主
義
の
理
論
的
展
開
か
ら
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
と
同
じ
視
点
で
ニ
ー
チ
ェ
を
受
容
し
た
和
辻
哲

郎
や
阿
部
次
郎
に
到
る
流
れ
の
中
で
、
ま
さ
に
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
の
思
想
が
展
開

さ
れ
て
い
た
の
だ
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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明治期における感情移入美学の受容と展開

　

客
体
と
の
融
合
の
内
に
失
わ
れ
た
統
一
を
奪
還
し
よ
う
と
す
る
思
考
は
、

「
新
自
然
主
義
」
の
展
開
の
中
の
主
要
な
流
れ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
他
に
も

「
気
分
芸
術
」
や
「
写
実
的
印
象
主
義
」
を
「
新
し
い
芸
術
」
と
し
た
昇
曙
夢

の
「
気
分
の
文
学
と
事
実
の
文
学
（
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
芸
術
を
論
ず
）」（『
早

稲
田
文
学
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
六
月
）
で
は
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
戯

曲
を
「
原
始
的
形
式
」
と
し
、「
世
界
及
び
人
生
と
の
直
接
交
渉
は
個
人
主
義

の
発
達
に
連
れ
て
長
い
間
絶
え
て
居
た
の
が
、
現
代
の
個
人
主
義
に
至
り
、
再

び
世
界
及
び
人
生
と
個
性
と
を
繋
ぐ
べ
き
端
緒
を
原
始
的
形
式
の
中
に
発
見
し

て
、
直
ち
に
之
に
取
縋
つ
た
の
で
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
（
187
）。

　

感
情
移
入
美
学
と
〈
生
命
の
象
徴
〉
表
現
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
前
章
で

述
べ
た
が
、
岡
崎
義
惠
は
、「
自
然
主
義
以
後
に
起
つ
た
現
代
の
新
浪
漫
主
義

と
称
せ
ら
れ
る
象
徴
主
義
の
傾
向
」
は
、「
智
に
於
て
不
可
能
で
あ
る
事
を
可

能
に
し
よ
う
と
い
ふ
内
部
要
求
が
結
晶
し
て
」
生
じ
た
も
の
だ
と
し
た
。
こ
の

「
智
に
於
て
不
可
能
で
あ
る
事
」
こ
そ
が
、「
二
元
を
一
元
に
統
一
し
よ
う
と
い

ふ
要
求
」
に
他
な
ら
な
い
（
188
）。
岡
崎
は
、「
近
代
の
象
徴
主
義
の
世
界
観
」
と
し

て
「
宇
宙
の
統
一
を
信
じ
、
各
個
体
の
聯
絡
、
同
根
が
力
説
せ
ら
れ
る
」
と
述

べ
た
（
189
）。
岡
崎
の
論
旨
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、「
智
に
於
て
不
可
能
で
あ
る
事

を
可
能
に
し
よ
う
と
い
ふ
内
部
要
求
」
か
ら
、「
新
自
然
主
義
」
の
理
論
も
ま

た
、
感
情
移
入
美
学
を
そ
の
内
に
取
り
込
み
な
が
ら
発
展
し
、
近
代
文
明
の
中

で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
本
来
の
統
一
的
世
界
観
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
岡
崎
は
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
は
哲
学

的
見
地
か
ら
見
る
と
、「
内
部
精
神
が
著
し
く
高
唱
せ
ら
れ
、
個
々
の
現
実
を

「
分
裂
せ
る
我
」
の
活
動
に
よ
つ
て
い
ろ
〳
〵
に
傷
け
ら
れ
損
ね
ら
れ
た

る
自
然
を
ば
、
更
に
「
全
き
我
」
の
覚
醒
「
全
き
我
」
の
活
動
に
よ
つ
て

新
し
く
生
命
あ
る
全
き
自
然
た
ら
し
め
ん
と
す
る
要
求
で
は
あ
る
ま
い
か
。

吾
等
の
生
活
に
於
て
は
、「
全
き
我
」
は
多
く
損
は
れ
勝
ち
で
あ
る
（
185
）

　

御
風
は
、
こ
こ
に
言
う
「
全
き
我
」
が
覚
醒
す
る
と
「
そ
こ
に
新
ら
し
き
生

命
の
泉
湧
き
、
其
処
に
新
ら
し
き
自
然
は
現
ず
る
」
の
だ
と
し
、「
新
自
然
主

義
の
運
動
は
、
刹
那
に
覚
め
た
る
此
『
全
き
我
』
が
、
更
に
其
覚
醒
の
境
に
至

つ
て
、
以
て
全
き
自
然
を
作
り
出
さ
ん
と
す
る
運
動
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と

「
新
自
然
主
義
」
の
意
義
を
示
し
た
。
現
実
の
生
活
に
お
い
て
は
「
分
裂
」
し

て
い
る
主
体
を
「
全
き
」、
つ
ま
り
統
一
に
導
く
た
め
に
「
我
れ
が
生
命
と
な

つ
て
作
り
た
る
生
き
た
る
自
然
（
186
）」
と
の
融
合
を
目
指
す
意
図
が
明
確
に
表
れ
て

い
る
。
近
代
文
明
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
「
強
い
統
一
を
回
復
す
る
た
め
に
根
源

的
な
人
間
の
本
能
力
」（『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
前
出
）
を
希
求
し
た
と
し
て
ニ
ー

チ
ェ
思
想
を
と
ら
え
た
和
辻
哲
郎
や
阿
部
次
郎
の
主
張
が
想
起
さ
れ
る
主
張
で

も
あ
る
。
帰
朝
後
す
ぐ
に
今
後
の
自
然
主
義
が
進
む
べ
き
進
路
の
導
き
手
と
な

っ
た
島
村
抱
月
も
、
知
の
囚
わ
れ
か
ら
脱
し
、「
情
趣
」
に
眼
を
向
け
る
こ
と

の
必
要
性
を
繰
り
返
し
説
い
た
。
そ
し
て
、「
自
然
主
義
」
の
「
自
然
」
が
、

「
一
た
び
其
の
自
然
に
還
り
て
、
飾
ら
ず
、
矯
め
ざ
る
自
然
の
感
情
の
源
を
穿

つ
に
至
」
る
こ
と
を
希
求
し
た
（「
囚
は
れ
た
る
文
芸
」）。
抱
月
が
繰
り
返
し
説

い
た
よ
う
に
、
こ
の
「
自
然
」
と
は
、
感
情
移
入
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
主
客

融
合
の
境
地
そ
の
も
の
が
意
味
さ
れ
て
い
た
。
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し
て
党
派
を
超
え
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
論
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

個
々
の
創
作
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
と
思
う
が
、
明
治

期
「
一
幕
物
戯
曲
」
の
流
行
や
あ
る
い
は
、
雑
誌
『
ス
バ
ル
』
に
集
っ
た
若
い

作
家
た
ち
に
も
感
情
移
入
美
学
受
容
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
、
雑
誌
『
ス
バ
ル
』
創
刊
号
に
森
鴎
外
は

異
国
に
材
を
と
っ
た
一
幕
物
戯
曲
「
プ
ル
ム
ウ
ラ
」
を
寄
せ
、
同
年
六
月
に
は

翻
訳
戯
曲
集
『
一
幕
物
』（
易
風
社
）
を
刊
行
す
る
。
そ
し
て
、
鴎
外
に
続
く

か
た
ち
で
、
木
下
杢
太
郎
「
南
蛮
寺
門
前
」（『
ス
バ
ル
』
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇

九
〕
二
月
）、「
和
泉
屋
染
物
店
」（『
ス
バ
ル
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
三
月
）、

吉
井
勇
「
午
後
三
時
」（『
ス
バ
ル
』
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
三
月
）、「
浅
草

観
音
堂
」（『
ス
バ
ル
』
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
六
月
）
な
ど
マ
ー
テ
ル
リ
ン

ク
や
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
ら
に
も
影
響
を
受
け
た
情
調
劇
、
気
分
劇
が
流
行

を
み
せ
る
。
厨
川
白
村
は
、「
動
作
と
い
ふ
も
の
を
全
く
取
り
除
い
て
、
情
調

m
ood

ば
か
り
で
出
来
た
芝
居
」
は
、「
観
客
に
強
烈
な
る
感
動
を
与
へ
（
中

略
）
口
い
ふ
を
得
ず
目
見
る
を
得
ざ
る
人
生
の
或
物
を
直
覚
せ
し
め
よ
う
と
す

る
」
も
の
で
あ
る
と
し
、「
全
体
が
超
自
然
的
象
徴
的
な
一
種
の
暗
示
」
で
あ

る
情
調
劇
を
「
一
種
の
新
芸
術
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
191
）。

　

木
下
杢
太
郎
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
頃
か
ら
リ
ッ
プ
ス
を
学
ん
だ

痕
跡
が
あ
る
が
、
杢
太
郎
や
北
原
白
秋
の
詩
作
品
は
、
情
調
そ
の
も
の
の
表
現

に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
明
治
四
二
年
一
〇
月
、
杢
太
郎
、
白
秋
、
そ
し
て

長
田
秀
雄
の
三
人
は
、
雑
誌
『
屋
上
庭
園
』
を
創
刊
す
る
。
創
刊
号
に
杢
太
郎

は
、「
都
会
情
調
」
と
題
し
、
詩
二
篇
、
続
く
『
屋
上
庭
園
』
第
二
号
（
明
治

全
体
の
統
一
的
意
義
に
聯
絡
し
、
宇
宙
と
個
物
と
根
底
に
於
て
相
融
合
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
声
が
明
か
に
聞
か
れ
る
（
190
）」
と
み
た
が
、
感
情
移
入
を
媒
介
と
し

た
思
想
的
展
開
の
中
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
＝
〈
近
代
〉
的
視

点
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
流
れ
の
中
で
、「
新

自
然
主
義
」
と
象
徴
主
義
と
の
大
き
な
接
点
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

島
村
抱
月
が
提
唱
し
た
「
新
自
然
主
義
」
理
論
は
、
感
情
移
入
美
学
を
取
り

込
み
な
が
ら
、
主
体
の
情
調
と
客
体
が
融
合
し
た
新
し
い
「
自
然
」
を
描
く
べ

き
だ
と
し
、
わ
が
国
の
自
然
主
義
に
新
し
い
方
法
論
を
示
し
、
さ
ら
に
新
し
い

世
界
観
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
抱
月
も
「
囚
は
れ
た
る
文

芸
」
で
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
「
象
徴
的
感
情
移
入
」
を
重
視
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
象
徴
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
た
感
情
移
入
美
学
で
あ

っ
た
が
、
島
村
抱
月
は
そ
こ
に
自
然
主
義
の
新
し
い
可
能
性
を
認
め
、
応
用
し

た
。
そ
し
て
、
抱
月
が
唱
え
た
「
新
自
然
主
義
」
が
進
む
「
情
海
の
旅
程
」
を

共
に
す
る
『
早
稲
田
文
学
』
に
集
う
作
家
た
ち
の
間
に
、
そ
の
理
論
は
拡
が
り

を
み
せ
た
。「
知
」、
い
い
か
え
れ
ば
、
近
代
的
な
合
理
主
義
が
人
間
を
い
つ
の

ま
に
か
囚
わ
れ
の
身
に
し
て
い
る
、
と
い
う
自
覚
と
、
そ
こ
か
ら
再
び
世
界
の

統
一
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
主
張
で
も
あ
っ
た
抱
月
の
「
新
自
然
主
義
」
理
論

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
〈
モ
デ
ル
ネ
〉
的
思
考
の
萌
芽
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
感
情
移
入
美
学
が
、
主
客
の
融
合
と
い
う
境
地
で
、
芸
術
に

自
立
性
を
与
え
、
さ
ら
に
〈
近
代
〉
を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
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れ
る
時
代
の
空
気
の
中
で
、「
個
々
の
欲
望
」
を
自
由
に
開
放
し
得
る
、
と
い

う
こ
と
と
「
積
極
的
調
和
」
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
問

い
に
対
す
る
一
つ
の
指
針
と
し
て
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
が
有
効
に
機
能
し
て
い
た
、

と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

南
山
の
「
強
者
の
道
徳
」
と
い
う
用
語
に
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
影
響
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
和
辻
哲
郎
は
、「
リ
ッ
プ
ス
に
ニ
イ
チ
ェ
の
倫
理
学

説
の
完
成
者
を
見
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
194
）。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
場

合
の
ニ
ー
チ
ェ
と
は
、
近
代
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
統
一
、
生
の
全
体
性
を
再

び
可
能
に
す
る
た
め
の
「
倫
理
学
説
」
を
唱
え
た
と
い
う
意
味
で
の
ニ
ー
チ
ェ

に
他
な
ら
な
い
。

　

リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
美
学
で
は
、
主
体
の
み
が
あ
ら
ゆ
る
感
覚
を
体
験
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
自
己
が
知
り
得
る
も
の
は
自
己
の
経
験
や

体
験
以
外
に
は
有
り
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、

他
人
の
感
覚
や
感
情
を
知
る
に
は
、
主
体
が
自
己
の
経
験
や
感
情
を
客
体
に
移

入
す
る
他
は
な
い
、
と
考
え
る
。
阿
部
次
郎
が
リ
ッ
プ
ス
理
論
を
元
に
著
し
た

『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』（
大
正
五
年
〔
一
九
一
六
〕
七
月　

岩
波
書
店
）
に
い
う

よ
う
に
、「
他
人
の
人
格
と
は
、
我
等
の
意
識
に
と
つ
て
は
、
自
己
以
外
の
肉

体
中
に
置
き
換
へ
ら
れ
、
同
時
に
様
々
に
変
容
さ
れ
た
自
分
自
身
の
人
格
に
外

な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
195
）」。
個
人
の
体
験
や
経
験
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て

は
、
よ
り
良
く
他
人
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
和
辻

は
、「
他
人
の
人
格
も
自
己
の
人
格
と
同
様
に
取
り
扱
う
」「
同
情
的
人
格
価
値

感
情
」
を
重
視
し
、
こ
れ
は
、「
他
の
人
格
の
内
に
『
は
い
っ
て
考
え
る
』
こ

四
三
年
〔
一
九
一
〇
〕
二
月
）
に
は
、「
異
国
情
調
」
の
総
題
の
下
に
、
七
篇
の

詩
を
発
表
し
た
。
杢
太
郎
や
白
秋
ら
の
情
調
表
現
は
、
さ
ら
に
〈
祇
園
情
調
〉

を
歌
に
し
た
吉
井
勇
の
『
祇
園
歌
集
』（
大
正
四
年
〔
一
九
一
五
〕
一
一
月　

新

潮
社
）
や
、
長
田
幹
彦
の
小
説
、
あ
る
い
は
下
町
の
〈
生
活
情
調
〉
を
描
い
た

上
司
小
剣
の
『
鱧
の
皮
』（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
一
月
）
に

ま
で
そ
の
拡
が
り
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
大
正
期
に
入
り
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
美
学
は
、
新
た
な
展
開
を

み
せ
て
い
る
。
明
治
の
末
年
あ
た
り
か
ら
〈Stim

m
ung

〉
こ
そ
が
、
人
間
の

人
格
を
規
定
す
る
本
源
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
の
見
方
が
現
れ
、

〈Stim
m

ung

〉
は
、
生
き
方
や
人
格
に
係
わ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

る
動
き
が
一
つ
の
流
れ
を
形
づ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

早
い
時
期
で
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
年
九
月
の
白
松
南
山
「
感
じ
、

こ
ゝ
ろ
も
ち
及
び
風
」（『
早
稲
田
文
学
』）
に
、〈Stim

m
ung

〉
を
説
明
し
て

「
我
れ
の
存
在
状
態
で
あ
る
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
我
れ
の
在
り
か
た
、
動
き
か

た
、
乃
至
生
き
か
た
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
一
文
が
み
え
る
（
192
）。
そ
し
て
、

同
じ
早
稲
田
派
で
は
、
伊
藤
尚
が
「
リ
ッ
プ
ス
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四

四
年
〔
一
九
一
一
〕
一
一
月
）
で
、
リ
ッ
プ
ス
を
「
徹
頭
徹
尾
真
面
目
な
る
ラ

イ
フ
の
研
究
者
」
で
あ
る
と
し
、「
リ
ツ
プ
ス
が
真
に
意
味
す
る
道
徳
と
は

個
々
の
欲
望
を
悉
く
完
全
に
発
揮
せ
し
め
て
積
極
的
調
和
の
生
活
を
送
る
強
者

の
道
徳
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
（
193
）。
伊
藤
の
論
の
み
で
断
定
す
る
の
は
早
計
に

過
ぎ
る
が
、
そ
の
発
表
年
代
を
考
え
る
と
、
や
は
り
大
逆
事
件
が
象
徴
す
る
明

治
末
年
の
時
代
的
背
景
と
い
う
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
大
逆
事
件
に
象
徴
さ
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注（
１
）　

仲
島
陽
一
は
、
リ
ッ
プ
ス
以
前
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
Ｆ
・
Th
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
『
美
と
芸
術
』
が
、

「
曖
昧
で
無
意
識
的
な
、
心
情
〔Gem

üt

〕
や
気
分
〔Stim

m
ung

〕
に
属
し
て

い
る
よ
う
な
象
徴
」
を
唱
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
（「『
共
感
』
と
『
感
情
移

入
』
の
概
念
」『PH

ILO
SO

PH
IA

』
第
八
七
号　

平
成
一
一
年
〔
一
九
九
九
〕、

早
稲
田
大
学
哲
学
会
、
一
〇
二
頁
）。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
『
近
代
美

学
に
お
け
る
象
徴
概
念
』（
一
八
七
六
）
も
、「
用
語
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
表
題
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
は
じ
め
に
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
使
っ
た
の
は
」「
象
徴
」
で

あ
る
、
と
指
摘
し
、
感
情
移
入
美
学
と
象
徴
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
一
〇
三

頁
。

（
２
）　
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
〔
二
〕」（『
帝
国
文
学
』
大
正
八
年
〔
一
九
一
九
〕

七
月
）、
一
七
四
頁
。

（
３
）　
『
日
本
自
然
主
義
再
考
』
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
一
二
月
、
八
木
書

店
、
三
頁
。

（
４
）　
（
３
）
に
同
じ
。
六
頁
。

（
５
）　

引
用
は
、『
鴎
外
全
集　

第
二
十
一
巻
』
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
七
月
、

岩
波
書
店
、
五
四
〜
五
五
頁
。

（
６
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
一
〇
二
頁
。

（
７
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
二
三
五
頁
。

（
８
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
二
八
七
頁
。

（
９
）　

岩
佐
壮
四
郎
『
抱
月
の
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
─
明
治
文
学
者
と
新
世
紀
ヨ
ー

と
の
」「
深
さ
」
に
従
っ
て
強
め
ら
れ
る
、
と
述
べ
た
。
こ
の
意
味
で
、
和
辻

は
〈
個
人
主
義
〉
と
い
う
も
の
を
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
和
辻
は
、

「
個
人
の
尊
重
は
国
家
あ
る
い
は
家
族
と
い
う
ご
と
き
社
会
的
有
機
体
を
否
定

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

社
会
的
有
機
体
の
意
義
は
、
す
べ
て
の
個
人
が
そ
の
天
稟
と
地
位
と
に
従

っ
て
、
最
も
自
己
に
適
す
る
目
的
の
実
現
を
分
担
し
、
そ
の
共
働
に
よ
っ

て
全
体
の
道
徳
的
使
命
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
所
に
の
み
あ
る
の
で
あ
る
。

自
由
な
る
人
格
の
発
展
、
道
徳
的
理
想
の
最
大
限
の
実
現
、
こ
れ
を
ほ
か

に
し
て
は
国
家
と
い
え
ど
も
つ
い
に
無
目
的
で
あ
る
（
196
）

　
「
思
索
と
芸
術
」（『
偶
像
再
興
』
大
正
七
年
〔
一
九
一
八
〕
一
二
月
、
岩
波
書
店
）

に
お
い
て
和
辻
は
、「
同
情
的
人
格
価
値
感
情
」
と
「
人
格
主
義
」
を
同
義
と

し
て
い
る
が
、
和
辻
や
、
そ
し
て
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
を
著
し
た
阿
部
次

郎
の
「
人
格
主
義
」
に
は
感
情
移
入
美
学
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

阿
部
次
郎
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
の
『
美
学
』「
再
版
序
言
」

で
、「
こ
の
書
の
説
く
と
こ
ろ
は
旧
美
学
で
あ
る
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
不
当

に
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
感
情
移
入
美
学
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
（
197
）。

大
正
期
に
唱
え
ら
れ
た
人
格
主
義
の
中
に
お
け
る
議
論
、
そ
し
て
、
阿
部
の
い

う
感
情
移
入
美
学
の
衰
退
ま
で
を
追
う
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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の
「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同

情
」
理
論
や
、
大
西
祝
や
小
屋
（
大
塚
）
保
治
を
経
由
し
た
カ
ン
ト
や
ハ
ル
ト

マ
ン
、
あ
る
い
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
シ
ラ
ー
ら
と
の
影
響
関
係
を
詳
細
に
論
じ
、

「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」
で
抱
月
が
規
定
し
た
「
理
想
」
の
「
想
」
は
、

名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
情
」
に
近
い
も
の
で
、
た
だ
直
観
す
る
の
み
可

能
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
20
）　
『
ヘ
ー
ゲ
ル
事
典
』
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
二
月
、
弘
文
堂
、
九
九

頁
。

（
21
）　
「
神
経
質
の
文
学
（
承
前
）」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕

八
月
）
三
四
頁
。

（
22
）　
「
神
経
質
の
文
学
（
承
前
）」
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
、
二
七
頁
。

（
23
）　
「
感
じ
、
こ
ゝ
ろ
も
ち
及
び
風
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
〔
一
九

〇
八
〕
九
月
）
五
七
頁
。

（
24
）　
（
23
）
に
同
じ
。
五
八
頁
。

（
25
）　
（
23
）
に
同
じ
。
六
一
頁
。

（
26
）　
「
自
然
主
義
の
価
値
」、
引
用
は
、（
13
）
に
同
じ
。
六
二
頁
。

（
27
）　
「
今
の
文
壇
と
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕

六
月
）
六
〜
七
頁
。

（
28
）　
（
19
）
に
同
じ
。
一
七
頁
。

（
29
）　
「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
二
七
年
〔
一
八

九
四
〕
九
〜
一
二
月
）。
引
用
は
、（
10
）
に
同
じ
。
六
五
頁
。

（
30
）　
（
29
）
に
同
じ
。
六
五
〜
六
六
頁
。

ロ
ッ
パ
』
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
五
月
、
大
修
館
書
店
、
二
〇
三
頁
。

（
10
）　

引
用
は
、『
抱
月
全
集　

第
三
巻
』
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
、
天

佑
社
、
三
六
六
頁
。

（
11
）　

そ
の
代
表
者
と
し
て
、
リ
ッ
プ
ス
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
名
前
も
挙
が
っ
て

い
る
。（
引
用
は
、『
深
田
康
算
全
集　

第
二
巻
』
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕
一

〇
月
、
岩
波
書
店
、
一
九
頁
）。
ま
た
、
山
内
得
立
「
深
田
先
生
の
学
問
的
体

質
」
に
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
〇
月
に
帰
朝
し
た
深
田
が
、「
先

づ
日
本
の
学
界
に
寄
せ
ら
れ
た
の
は
感
情
移
入
美
学
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。（『
深
田
康
算
全
集　

第
二
巻　

月
報
』）。

（
12
）　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
に
は
、
大
西
克
礼
が
『
美
学
原
論
』（
不

老
閣
書
房
）
で
、「
最
近
の
美
学
上
特
に
重
要
な
意
義
を
以
て
居
る
感
情
移
入
」

と
記
し
て
い
る
。
一
〇
二
頁
。

（
13
）　

引
用
は
、『
現
代
日
本
文
学
大
系
96
』
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
七
月
、

筑
摩
書
房
、
三
九
頁
。

（
14
）　
（
13
）
に
同
じ
。
四
〇
頁
。

（
15
）　
（
13
）
に
同
じ
。
四
〇
頁
。

（
16
）　
（
13
）
に
同
じ
。
四
〇
〜
四
一
頁
。

（
17
）　
（
13
）
に
同
じ
。
六
〇
頁
。

（
18
）　
（
13
）
に
同
じ
。
六
〇
〜
六
一
頁
。

（
19
）　

抱
月
の
定
義
す
る
「
情
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
「
島
村
抱
月
『
情
』
の
美

学
の
構
想
㈠
」（『
関
東
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
一
八
号
、
平
成
二
一
年

〔
二
〇
〇
九
〕
第
二
章
第
一
節
、
一
二
〜
一
七
頁
に
詳
し
い
。
岩
佐
は
、
抱
月
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四
頁
。

（
44
）　
（
43
）
に
同
じ
。
二
二
頁
。

（
45
）　
（
43
）
に
同
じ
。
四
頁
。

（
46
）　

島
村
抱
月
「
絵
画
に
お
け
る
印
象
派
」（『
文
章
世
界
』
明
治
四
二
年
〔
一

九
〇
八
〕
三
月
）
五
七
頁
。

（
47
）　
「
諸
評
家
の
自
然
主
義
を
評
す
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇

七
〕
一
〇
月
一
三
日
）。
引
用
は
、『
岩
野
泡
鳴
全
集　

第
九
巻
』
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
八
月
、
臨
川
書
店
、
一
八
二
頁
。

（
48
）　
「
文
界
私
義
（
六
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
三
月
一

五
日
。
引
用
は
、（
47
）
に
同
じ
。
二
〇
九
頁
。

（
49
）　
『
荷
風
全
集　

第
二
十
七
巻
』
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
三
月
、
岩
波
書

店
、
一
二
二
〜
一
二
三
頁
。

（
50
）　
『
印
象
主
義
の
文
芸
』
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
一
二
月
、
笠
間
書
院
、

六
頁
。

（
51
）　
（
50
）
に
同
じ
。
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
52
）　
（
50
）
に
同
じ
。
三
七
〜
三
八
頁
。

（
53
）　
「
主
観
客
観
の
弁
」（『
太
平
洋
』
明
治
三
四
年
〔
一
九
〇
一
〕
九
月
）。
引

用
は
、『
定
本
花
袋
全
集　

第
二
十
六
巻
』
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
六
月
、

臨
川
書
店
、
五
六
七
頁
。

（
54
）　
（
53
）
に
同
じ
。
五
六
六
頁
。

（
55
）　
（
３
）
に
同
じ
。
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
56
）　
「
上
田
敏
の
『
う
づ
ま
き
』」。
引
用
は
、『
近
代
の
小
説
』
角
川
文
庫　

昭

（
31
）　

引
用
は
、（
10
）
に
同
じ
。
三
七
五
頁
。

（
32
）　

引
用
は
、（
13
）
に
同
じ
。
六
八
〜
六
九
頁
。

（
33
）　
『
日
本
自
然
主
義
論
』
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
、
八
木
書
店
、

五
〇
頁
。

（
34
）　
（
33
）
に
同
じ
。
五
一
頁
。

（
35
）　

他
に
も
、「
自
然
主
義
の
三
昧
境
」
と
い
う
概
念
に
、「
ヨ
ー
ガ
で
は
禅

（
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
、dhyāna

）
が
瞑
想
を
い
う
の
に
対
し
て
、
三
昧
（
サ
マ
ー
デ

ィ
、sam

ādhi

）
は
心
を
あ
る
ひ
と
つ
の
対
象
に
集
中
し
、
散
乱
さ
せ
な
い
精

神
状
態
の
極
致
を
さ
す
語
」
と
し
、「
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
感
情
移
入
美
学
に
仏

教
の
知
識
を
か
さ
ね
て
、
こ
う
い
う
考
え
に
い
た
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。『
生
命
観
の
探
究
─
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
平
成
一
九
年
（
二

〇
〇
七
）
五
月
、
作
品
社
、
四
四
三
頁
。

（
36
）　
（
35
）
に
同
じ
。
三
七
六
〜
三
七
七
頁
。

（
37
）　
（
35
）
に
同
じ
。
四
四
五
頁
。

（
38
）　
「
生
命
中
心
の
思
想
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕）
二

一
一
頁
。

（
39
）　
（
38
）
に
同
じ
。

（
40
）　

引
用
は
、『
編
年
体　

大
正
文
学
全
集　

第
二
巻　

大
正
二
年
』
平
成
一

二
年
（
二
〇
〇
〇
）
七
月
、
ゆ
ま
に
書
房
、
四
七
三
頁
。

（
41
）　
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」。
引
用
は
、（
13
）
に
同
じ
。
五
三
頁
。

（
42
）　
（
41
）
に
同
じ
。
五
四
頁
。

（
43
）　
「
印
象
派
の
小
説
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
七
月
）
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（
70
）　
「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
二
七
年
〔
一
八

九
四
〕
九
〜
一
二
月
）。
引
用
は
、『
抱
月
全
集　

第
三
巻
』（
前
出
）
八
月
、

天
佑
社
、
三
一
頁
。

（
71
）　
（
５
）
に
同
じ
。

（
72
）　
「
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
論
を
巡
る
問
題
」（『
徳
島
大
学

総
合
科
学
部
人
間
社
会
文
化
研
究
』
第
六
巻
、
平
成
一
一
年
〔
一
九
九
九
〕
徳

島
大
学
総
合
科
学
部
）
八
頁
。

（
73
）　
（
33
）
に
同
じ
。
七
二
頁
。

（
74
）　
「
感
情
移
入
説
非
難
概
説
」（『
哲
学
研
究
』
大
正
五
年
〔
一
九
一
六
〕
七

月
）。
引
用
は
、『
深
田
康
算
全
集　

第
二
巻
』（
前
出
）
一
六
三
頁
。

（
75
）　

櫻
井
天
壇
「
独
逸
の
抒
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」『
早
稲
田
文

学
』
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
。

（
76
）　
「
続
神
経
質
の
文
学
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
一
二

月
）
三
頁
。

（
77
）　
（
76
）
に
同
じ
。
一
五
頁
。

（
78
）　
（
58
）
に
同
じ
。
二
六
九
〜
二
八
六
頁
。

（
79
）　
『
近
代
文
学
十
講
』
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
、
大
日
本
図
書
。

引
用
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
一
〇
月
、
第
七
一
版
、
五
一
二
〜
五
一

三
頁
。
ま
た
、
松
本
道
介
は
、
従
来
、
言
語
に
対
す
る
危
機
感
が
綴
ら
れ
て
い

る
と
さ
れ
て
き
た
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
「
チ
ャ
ン
ド
ス
卿
の
手
紙
」（
一

九
〇
二
年
八
月
）
に
、「
人
間
の
中
に
あ
る
も
の
を
自
分
の
外
へ
（ex

）
押
し

出
そ
う
（press
）
と
す
る
」
積
極
的
な
対
象
と
の
「
同
化
」
の
姿
勢
が
認
め
ら

和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
、
一
七
八
〜
一
七
九
頁
。

（
57
）　
『
定
本
花
袋
全
集　

第
十
五
巻
』
平
成
六
年
一
九
九
四
）
六
月
、
臨
川
書

店
、
三
頁
。

（
58
）　
『
マ
ッ
ハ
と
ニ
ー
チ
ェ
─
世
紀
転
換
期
思
想
史
』
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇

二
）
二
月
、
新
書
館
、
一
一
七
頁
。

（
59
）　
（
58
）
に
同
じ
。
一
二
二
〜
一
二
六
頁
。

（
60
）　

引
用
は
、『
小
説
作
法
』
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
、
博
文
館
、

二
五
六
頁
。

（
61
）　
（
60
）
に
同
じ
。
二
六
一
頁
。

（
62
）　
『
田
山
花
袋
研
究
─
博
文
館
時
代
㈡
』
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
二
月
、

櫻
楓
社
、
二
二
一
頁
。

（
63
）　
（
62
）
に
同
じ
。
二
二
八
頁
。

（
64
）　
（
62
）
に
同
じ
。
二
二
〇
頁
。

（
65
）　
「『
平
面
描
写
』
論
の
周
辺
」『
明
治
文
学
全
集
67　

田
山
花
袋
集
』
所
収
、

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
一
〇
月
、
筑
摩
書
房
、
三
七
九
〜
三
八
〇
頁
。

（
66
）　
（
65
）
に
同
じ
。
三
八
一
頁
。

（
67
）　
「
再
現
と
い
ふ
こ
と
」（『
花
袋
文
話
』
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
〕
一
月

所
収
）。
引
用
は
、『
定
本
花
袋
全
集　

第
十
五
巻
』（
前
出
）
一
八
五
頁
。

（
68
）　
「
描
写
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
四
月
）。
引
用

は
、『
定
本
花
袋
全
集　

第
十
五
巻
』（
前
出
）
一
二
九
頁
。

（
69
）　
「
客
観
と
い
ふ
こ
と
」。
引
用
は
、『
定
本
花
袋
全
集　

第
十
五
巻
』
三
八

二
〜
三
八
三
頁
。



186

（
92
）　
『
近
代
文
学
十
講
』
五
五
九
頁
。

（
93
）　
（
91
）
に
同
じ
。
五
六
〇
〜
五
六
一
頁
。

（
94
）　
（
91
）
に
同
じ
。
五
六
二
頁
。

（
95
）　
「
当
今
の
新
体
詩
人
」（『
文
章
世
界
』
明
治
三
九
年
〔
一
九
〇
六
〕
八

月
）・
引
用
は
、『
明
治
文
学
全
集
61　

明
治
詩
人
集
（
二
）』
昭
和
五
〇
年
（
一

九
七
五
）
八
月
、
筑
摩
書
房
、
三
九
三
頁
。

（
96
）　
「
詩
壇
漫
言
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
〔
一
九
〇
五
〕
七
月
）
一
〇

七
頁
。

（
97
）　

引
用
は
、『
現
代
日
本
文
学
全
集
58　

土
井
晩
翠　

薄
田
泣
菫　

上
田

敏　

蒲
原
有
明
集
』
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
八
月
、
筑
摩
書
房
、
三
三
三

頁
。

（
98
）　
『
有
明
詩
集
』（
大
正
十
一
年
〔
一
九
二
二
〕
六
月　

ア
ル
ス
）
一
頁
。

（
99
）　
（
90
）
に
同
じ
。
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
。

（
100
）　
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
〔
二
〕」（
前
出
）
一
七
四
〜
一
七
五
頁
。

（
101
）　
（
100
）
に
同
じ
。
一
七
九
頁
。

（
102
）　
（
100
）
に
同
じ
。
一
九
七
頁
。

（
103
）　

引
用
は
、『
近
代
作
家
研
究
叢
書
66　

飛
雲
抄
』（
平
成
元
年
〔
一
九
八
九
〕

一
〇
月
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
一
三
一
頁
。

（
104
）　
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
伝
統
、
も
し
く
は
『
近
代
の
超
克
』
と
は
何
か
」（
竹
村

民
郎
、
鈴
木
貞
美
編
『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』
平
成
二
〇
年
〔
二
〇
〇
八
〕

一
月
、
思
文
閣
出
版
所
収
）
五
〇
一
〜
五
〇
七
頁
。

（
105
）　
『
帝
国
文
学
』（
明
治
三
六
年
〔
一
九
〇
三
〕
五
月
）「
雑
報
欄
」
一
二
二

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
の
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
あ
る

「
表
現
主
義
的
」
な
特
質
を
指
摘
し
て
い
る
。（「
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
表
現

主
義
」
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
陽
気
な
黙
示
録
─
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文

化
研
究
』
平
成
六
年
〔
一
九
九
四
〕
四
月
、
中
央
大
学
出
版
部
所
収
）。

（
80
）　
「
自
然
主
義
の
価
値
」。（
13
）
に
同
じ
。
六
二
頁
。

（
81
）　
「
自
由
詩
社
と
そ
の
前
後
」（『
明
治
大
正
詩
壇
の
思
ひ
出
』
昭
和
五
年
〔
一

九
三
〇
〕
二
月
、
金
星
堂
）
三
五
九
頁
。

（
82
）　

引
用
は
、『
定
本
花
袋
全
集　

第
十
五
巻
』（
前
出
）
四
三
頁
。

（
83
）　
（
82
）
に
同
じ
。
四
四
頁
。

（
84
）　
「
日
本
自
然
主
義
の
『
象
徴
派
』
的
性
格
」（『
文
学
』
昭
和
四
〇
年
〔
一

九
六
五
〕
九
月
、V

O
L.33　

岩
波
書
店
）
四
八
〜
四
九
頁
。

（
85
）　
「
不
可
思
議
力
の
み
な
も
と
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
〔
一
九
〇

八
〕
八
月
）
六
七
頁
。

（
86
）　
『
文
芸
思
潮
論　

大
塚
博
士
講
義
集
Ⅱ
』
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三

月
、
岩
波
書
店
所
収
、
四
二
六
頁
。

（
87
）　
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
」
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月　

一
八
五
頁
。

（
88
）　
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
」
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
七
月　

一
六
三
頁
。

（
89
）　
（
88
）
に
同
じ
。
一
六
八
頁
。

（
90
）　
『
画
文
共
鳴
─
『
み
だ
れ
髪
』
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』
へ
』
平
成
二
〇
年

（
二
〇
〇
八
）
一
月
、
岩
波
書
店
、
一
五
五
頁
。

（
91
）　
『
近
代
文
学
十
講
』
五
五
〇
〜
五
五
八
頁
。
引
用
は
、
大
正
一
二
年
（
一

九
二
三
）
一
〇
月
、
第
七
一
版
。
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二
九
年
（
一
九
五
四
）
勁
草
書
房　

第
五
版
。「
凡
例
」
の
部
分
。
頁
数
な
し
。

（
116
）　

引
用
は
、（
３
）
に
同
じ
。
五
三
頁
。

（
117
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
一
〇
一
頁
。

（
118
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。

（
119
）　
（
115
）
に
同
じ
。
二
八
五
頁
。

（
120
）　
（
115
）
に
同
じ
。
二
八
七
頁
。
佐
藤
恒
久
訳
『
世
界
大
思
想
全
集
102　

美

学
（
上
）』（
昭
和
一
一
年
〔
一
九
三
六
〕
五
月　

春
秋
社
）
で
は
、「
感
情
移

入
の
最
初
の
基
礎
」
と
し
て
「
私
は
、
観
照
し
つ
つ
全
々
そ
の
も
の
の
中
に
あ

る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
二
七
九
頁
。

（
121
）　
（
115
）
に
同
じ
。
二
八
八
頁
。

（
122
）　

引
用
は
、『
抱
月
全
集　

第
二
巻
』
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
、
天

佑
社
、
一
五
九
頁
。
な
お
、
リ
ッ
プ
ス
も
線
や
模
様
に
対
す
る
感
情
移
入
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

（
123
）　
（
122
）
に
同
じ
。
一
六
〇
頁
。

（
124
）　
（
122
）
に
同
じ
。
一
六
〇
頁
。

（
125
）　

引
用
は
、（
10
）
に
同
じ
。
七
八
〜
七
九
頁
。

（
126
）　

岩
佐
壮
四
郎
「
島
村
抱
月
『
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず
』
の
論
理
構
造

（
四
）」（『
関
東
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
一
四
号
、
平
成
二
〇
年
〔
二
〇

〇
八
〕）
一
七
六
頁
。

（
127
）　
（
122
）
に
同
じ
。
七
九
頁
。

（
128
）　

引
用
は
、（
10
）
に
同
じ
。
一
〇
五
頁
。

（
129
）　

引
用
は
、（
10
）
に
同
じ
。
一
〇
六
頁
。

〜
一
二
三
頁
。

（
106
）　
『
文
芸
評
論
集
』。
引
用
は
（
13
）
に
同
じ
。
六
八
頁
。

（
107
）　
（
106
）
に
同
じ
。
六
八
〜
六
九
頁
。

（
108
）　
『
美
学
』（
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
〕
四
月　

岩
波
書
店
）
一
五
一
〜
一
五

二
頁
。

（
109
）　
（
108
）
に
同
じ
。
六
三
〜
六
四
頁
。
佐
藤
恒
久
訳　

リ
ッ
プ
ス
『
美
学

（
上
）』（
昭
和
一
一
年
〔
一
九
三
六
〕
五
月　

春
秋
社
）
に
は
、
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。「
象
徴
と
我
々
が
称
す
る
も
の
は
、
或
る
知
覚
さ
れ
た
も
の
、
即
ち

我
々
が
其
の
中
に
於
て
、
或
る
他
の
も
の
、
即
ち
努
力
、
内
面
的
行
動
及
び
之

に
該
当
す
る
内
面
的
状
態
性
又
は
内
面
的
興
奮
性
の
方
法
、
約
言
す
れ
ば
我
々

の
内
面
的
生
命
発
動
の
方
法
を
、
直
接
体
験
す
る
が
如
き
或
る
知
覚
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。」
と
し
、
こ
の
際
に
「
内
面
的
行
動
及
び
内
面
的
状
態
性
の
現
実

性
乃
至
非
現
実
性
が
全
然
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
、
我
々
は
之
特
に
美
的
象
徴

と
呼
ぶ
」
と
し
、「
美
的
象
徴
の
概
念
が
美
的
感
情
移
入
の
概
念
と
合
致
す
る

と
い
ふ
こ
と
が
明
ら
か
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
一
六
九
頁
。

（
110
）　
（
108
）
に
同
じ
。
七
三
頁
。

（
111
）　
（
108
）
に
同
じ
。
八
一
〜
八
二
頁
。

（
112
）　
（
108
）
に
同
じ
。
一
八
七
〜
一
八
八
頁
。

（
113
）　
「
内
生
活
真
写
の
文
学
」。
引
用
は
、『
明
治
文
学
全
集
75　

明
治
反
自
然

派
文
学
集
（
二
）』
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
八
月
、
筑
摩
書
房
、
八
七
頁
。

（
114
）　
「
内
生
活
直
写
の
文
学
（
再
び
）」。
引
用
は
、（
113
）
に
同
じ
。
八
九
頁
。

（
115
）　
『
美
学
』
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月　

岩
波
書
店
。
引
用
は
、
昭
和
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（
140
）　
（
139
）
に
同
じ
。
一
七
七
頁
。

（
141
）　
（
139
）
に
同
じ
。
一
八
三
頁
。

（
142
）　
『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
六
月
）「
彙
報
欄
」
一
八

〜
一
九
頁
。

（
143
）　

引
用
は
、（
３
）
に
同
じ
。
五
五
頁
。

（
144
）　

引
用
は
、（
５
）
に
同
じ
。
四
三
〇
頁
。

（
145
）　

引
用
は
、（
11
）
に
同
じ
。
二
〇
頁
。

（
146
）　

深
田
康
算
「
リ
ツ
プ
ス
教
授
の
美
学
」（『
心
理
研
究
』
大
正
二
年
〔
一
九

一
三
〕
七
〜
九
月
）。
引
用
は
、（
11
）
に
同
じ
。
一
〇
四
頁
。

（
147
）　
（
120
）
に
同
じ
。
佐
藤
恒
久
訳
『
世
界
大
思
想
全
集
102　

美
学
（
上
）』
一

九
八
〜
二
〇
二
頁
。

（
148
）　
「
芸
術
と
実
生
活
の
界
に
横
た
は
る
一
線
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一

年
〔
一
九
〇
八
〕
九
月
）。
引
用
は
、（
122
）
に
同
じ
。
一
六
二
頁
。

（
149
）　

島
村
抱
月
訳
『
人
形
の
家　

イ
ブ
セ
ン
傑
作
集
』
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
四
月
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
八
〜
九
頁
。

（
150
）　

引
用
は
、『
明
治
文
学
全
集
43　

島
村
抱
月　

片
上
天
弦　

長
谷
川
天

渓　

相
馬
御
風
集
』
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
一
一
月
、
筑
摩
書
房
、
三
二

六
頁
。

（
151
）　

引
用
は
、『
定
本
小
川
未
明
小
説
全
集
６　

評
論
・
感
想
集
』
昭
和
五
四

年
（
一
九
七
九
）
一
〇
月
、
講
談
社
、
一
五
、
一
七
頁
。

（
152
）　

引
用
は
、（
151
）
に
同
じ
。
一
六
頁
。

（
153
）　

引
用
は
、（
151
）
に
同
じ
。
六
八
頁
。

（
130
）　

引
用
は
、『
明
治
文
学
全
集
50　

金
子
筑
水　

田
中
王
堂　

片
山
孤
村　

中
沢
臨
川　

魚
住
折
蘆
集
』（
昭
和
四
九
年
〔
一
九
七
四
〕
一
〇
月
、
筑
摩
書

房
）
一
八
一
頁
。

（
131
）　
『
絵
画
の
東
方　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
』（
平
成
五

年
〔
一
九
九
三
〕
一
〇
月
）
二
四
二
頁
。

（
132
）　
「
源
実
朝
雑
記
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
大
正
元
年
〔
一
九
一
二
〕
九
月
）。
引
用

は
、『
斎
藤
茂
吉
全
集　

第
九
巻
』
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
一
二
月
、
岩

波
書
店
、
四
九
九
〜
五
〇
〇
頁
。

（
133
）　
「
短
歌
と
写
生
一
家
言
」（『
短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
』
所
収
）。
引
用
は
、

『
斎
藤
茂
吉
全
集　

第
九
巻
』
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
、
岩
波
書
店
、

八
〇
五
〜
八
一
〇
頁
。

（
134
）　

例
え
ば
、
感
情
移
入
と
写
生
を
論
じ
た
も
の
に
、「
短
歌
に
於
け
る
主
観

の
表
現
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
大
正
八
年
〔
一
九
一
九
〕
四
月
）
や
、「
実
に
拠
る
」

（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
昭
和
二
〇
年
〔
一
九
四
五
〕
九
月
）、「
意
境
融
徹
」（『
ア
ラ
ラ

ギ
』
昭
和
二
一
年
〔
一
九
四
六
〕
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
135
）　
（
133
）
に
同
じ
。
八
〇
四
頁
。

（
136
）　

引
用
は
、（
35
）
に
同
じ
。
五
一
六
〜
五
一
九
頁
。

（
137
）　
（
136
）
に
同
じ
。
五
一
七
頁
。

（
138
）　
「
情
調
」
と
い
う
用
語
の
わ
が
国
に
お
け
る
使
用
例
に
つ
い
て
は
、
前
出

横
井
博
『
印
象
主
義
の
文
芸
』
に
詳
し
い
。
三
八
〜
四
七
頁
。

（
139
）　

引
用
は
、『
和
辻
哲
郎
全
集　

第
十
七
巻
』
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
岩

波
書
店
、
一
六
七
頁
。
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（
164
）　
（
156
）
に
同
じ
。
一
四
三
頁
。

（
165
）　
（
156
）
に
同
じ
。
二
六
三
頁
。

（
166
）　
（
120
）
に
同
じ
。
佐
藤
恒
久
訳
『
美
学
（
上
）』
二
三
八
頁
。

（
167
）　
（
156
）
に
同
じ
。
五
三
〇
頁
。

（
168
）　
（
156
）
に
同
じ
。
三
四
一
頁
。

（
169
）　
（
156
）
に
同
じ
。
五
三
一
頁
。

（
170
）　
『
三
太
郎
の
日
記
』（
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
四
月　

東
雲
堂
書
店
）
所

収
「
出
鱈
目
」（
初
出
『
帝
国
文
学
』
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
一
月
）。
引
用

は
、『
日
本
近
代
文
学
大
系　

第
35
巻　

阿
部
次
郎
・
和
辻
哲
郎
集
』
昭
和
四

九
年
（
一
九
七
四
）
八
月
、
角
川
書
店
、
二
二
五
頁
。

（
171
）　
「
独
逸
の
抒
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治

四
一
年
〔
一
九
〇
八
〕
六
月
）
一
〇
〜
一
一
頁
。

（
172
）　
「
ホ
オ
フ
マ
ン
ス
タ
ア
ル
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
三
年
〔
一
九
一

〇
〕
一
二
月
）
五
〇
頁
。
た
だ
し
天
壇
は
、
新
ロ
マ
ン
主
義
に
意
義
が
あ
る
か

ど
う
か
に
対
し
て
は
懐
疑
的
で
、「
人
生
の
深
い
処
に
沈
み
ゆ
き
、
人
生
の
醜

な
る
方
面
を
も
つ
か
む
事
が
出
来
、
而
し
て
再
び
凱
旋
者
の
様
に
上
り
来
る
人

間
と
芸
術
家
」
が
、
果
た
し
て
新
ロ
マ
ン
主
義
の
中
か
ら
現
れ
る
の
か
疑
問
を

呈
し
て
い
る
。

（
173
）　
「
詩
は
気
息
な
り
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
四
三
年
〔
一
九
一
〇
〕
一
月
）

一
一
八
頁
。

（
174
）　
（
173
）
に
同
じ
。
一
一
九
、
一
二
六
頁
。

（
175
）　

引
用
は
、『
フ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
選
集
３　

論

（
154
）　

引
用
は
、（
113
）
に
同
じ
。
八
九
頁
。

（
155
）　

鈴
木
貞
美
は
、
本
文
中
の
「『
直
接
な
内
的
経
験
』
と
い
う
表
現
に
は
、

そ
の
こ
と
ば
つ
き
か
ら
し
て
、
阿
部
次
郎
の
い
う
『
内
生
活
直
写
』
が
響
い
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
」
と
し
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。「
和
辻

哲
郎
の
哲
学
観
、
生
命
観
、
芸
術
観
─
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
日
本
研
究
』
第
38
集
、
平
成
二
〇
年
〔
二
〇
〇
八
〕
九
月
、
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
）
三
三
二
〜
三
三
四
頁
。

（
156
）　
『
ニ
イ
チ
エ
研
究
』（
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
一
〇
月　

内
田
老
鶴
圃
）

六
〇
、
四
八
頁
。

（
157
）　
（
156
）
に
同
じ
。
三
一
六
頁
。『
悲
劇
の
誕
生
』
に
は
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ

ス
的
恍
惚
」
の
状
態
と
な
っ
た
と
き
、「
恐
怖
と
同
情
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
、

わ
れ
わ
れ
は
幸
福
に
生
き
る
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
個
体
と
し
て
で
は
な
い
。

万
物
を
生
み
出
す
そ
の
生
殖
の
快
感
と
わ
れ
わ
れ
が
融
け
あ
っ
て
し
ま
っ
た
一

つ
の
生
き
生
き
と
し
た
存
在
者
と
し
て
」
わ
れ
わ
れ
が
存
在
す
る
、
と
い
う
一

節
が
記
さ
れ
て
い
る
（
秋
山
英
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
一
年
〔
一
九
六

六
〕
六
月
、
一
五
六
〜
一
五
七
頁
）。

（
158
）　
（
156
）
に
同
じ
。
三
〇
九
頁
。

（
159
）　
（
156
）
に
同
じ
。
三
一
五
頁
。

（
160
）　
（
156
）
に
同
じ
。
三
一
六
頁
。

（
161
）　
（
108
）
に
同
じ
。
一
八
八
頁
。

（
162
）　
（
155
）
に
同
じ
。
三
二
〇
頁
。

（
163
）　
（
155
）
に
同
じ
。
三
四
三
頁
。
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七
月
）
二
〇
頁
。

（
186
）　
（
185
）
に
同
じ
。

（
187
）　
「
気
分
の
文
学
と
事
実
の
文
学
（
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
芸
術
を
論
ず
）」

（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
六
月
）
一
七
頁
。

（
188
）　
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
〔
二
〕」（『
帝
国
文
学
』
大
正
八
年
〔
一
九
一
九
〕

七
月
）
一
七
八
頁
。

（
189
）　
（
188
）
に
同
じ
。
一
七
九
頁
。

（
190
）　
（
188
）
に
同
じ
。
一
八
〇
頁
。

（
191
）　

引
用
は
、（
79
）
に
同
じ
。
四
六
五
、
五
三
六
〜
五
三
七
頁
。

（
192
）　
（
23
）
に
同
じ
。
五
九
頁
。

（
193
）　
「
リ
ッ
プ
ス
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
一
月
）

三
二
頁
、
四
二
頁
。

（
194
）　
『
偶
像
再
興
』
所
収
「
思
索
と
芸
術
」。
引
用
は
、（
139
）
に
同
じ
。
一
六

七
頁
。

（
195
）　
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』（
大
正
五
年
〔
一
九
一
六
〕
七
月　

岩
波
書
店
）

二
一
頁
。

（
196
）　
（
194
）
に
同
じ
。
一
七
四
頁
。

（
197
）　
（
115
）
に
同
じ
。
三
頁
。

文
／
エ
ッ
セ
イ
』
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
九
月
、
河
出
書
房
新
社
、
八
二

〜
八
三
頁
。

（
176
）　

Ｈ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
お
け
る
「
同
一
化
」
を
説

明
し
て
、「
事
物
が
芸
術
家
に
と
っ
て
単
に
彼
の
自
我
の
対
置
物
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
限
り
、
そ
の
事
物
の
真
の
存
在
は
決
し
て
把
握
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
い
う
「
同
一
化
」
と
は
、「
芸
術
家
が
自
分
の

自
我
を
放
棄
し
、
対
象
が
自
分
に
代
っ
て
語
り
始
め
る
よ
う
に
自
我
を
対
象
中

に
投
入
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。（
菊
盛
英
夫
訳
『
ホ
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
と
そ
の
時
代
』
昭
和
四
六
年
〔
一
九
七
一
〕
五
月
、
筑
摩
書
房
、
一
七

四
頁
）。

（
177
）　

横
山
滋
訳
『
ロ
・
ロ
・
ロ
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
叢
書　

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ

ー
ル
』
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
四
月
、
理
想
社
、
二
六
頁
。

（
178
）　
「
世
紀
転
換
期
ウ
ィ
ー
ン
都
市
文
学
の
盛
衰
」（『
陽
気
な
黙
示
録
』
所
収
。

一
〇
七
、
一
一
一
頁
。

（
179
）　
『
神
話
と
科
学
』
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
五
月
、
岩
波
書
店
、
八
五

頁
。

（
180
）　
（
179
）
に
同
じ
。
八
四
頁
。

（
181
）　
（
179
）
に
同
じ
。
八
七
頁
。

（
182
）　
（
179
）
に
同
じ
。
一
二
七
〜
一
三
一
頁
。

（
183
）　
（
104
）
に
同
じ
。
三
九
四
頁
。

（
184
）　
『
早
稲
田
文
学
』
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
一
月　

六
八
頁
。

（
185
）　
「
自
然
主
義
論
に
因
み
て
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕


